
Ⅰ．景気の現状に対する判断理由等

　１．北海道（地域別調査機関：（株）北海道二十一世紀総合研究所）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

観光名所（従業
員）

来客数の動き ・乗降客数の比較からだが、11月28日までの乗降客数
の前年比は約130％、前々年比でも約114％と増加して
いる。

やや良く
なっている

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・例年よりも３週間ほどの遅れで雪が降り、ようやく
客の関心が防寒物に向いてきており、購買意欲も増し
てきている。

百貨店（販売促
進担当）

販売量の動き ・初雪は遅れたものの、その後の冷え込みで冬物衣料
の売上が急速に回復している。来客数は横ばいである
ものの、買上客数及び客単価は伸びている。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・チラシ投入のタイミング及び降雪により、冬物、防
寒物関連が一気に動いた。初雪は遅かったが、冬本番
を迎えて、月全体としては好調に推移した。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・地元球団の優勝もあり、今月の売上は好調に推移し
ている。ようやく雪が降り、寒くなってきたことで冬
物関連も動いている。

観光型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・各週末に大型のイベントが開催されたことで、客室
稼働、客単価ともに好調に推移した。

住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・住宅市場では、消費税増税が確定して、若干の駆け
込み需要がみられるようになってきた。

変わらない 商店街（代表
者）

単価の動き ・前年と同じ売出しを開催したところ、来客数は前年
並みに確保できたが、客単価が大幅に下落し、前年比
で70％弱に落ちた。

商店街（代表
者）

単価の動き ・今月単月でみると、防寒物衣料の動きが多少あるた
め、高額な商品が売れている。しかし、客単価が決し
て上がっているわけではなく、３か月前と比べてそう
良いとは判断できない。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・客の反応をみると、前と変わらないという話が多
かった。

百貨店（売場主
任）

単価の動き ・店全体の売上はほぼ前年並みだが、今月は防寒衣料
の動きにより客単価が前年比104.7％とアップしてい
る。しかしながら、買上客数は前年比95.2％と前月よ
りもダウンしている。

百貨店（販売促
進担当）

来客数の動き ・来客数の減少傾向に歯止めがかからない。強化企画
を実施することで瞬間的には増加するものの、前後で
の反動減があり、月全体では減少している。

百貨店（役員） お客様の様子 ・ホームセンターは比較的順調に推移しており、衣料
品及び生活用品も前年並みで推移している。しかし、
スーパーが大苦戦しており、客単価、来客数ともに悪
い。外食が増えているという話も聞かないため、食卓
の献立数を減らしているとみられる。

スーパー（役
員）

来客数の動き ・10月よりやや上向いているように感じるが、全体的
にはまだやや悪い状態のまま推移している。客単価は
依然として、前年比で0.5～1.0％低下しており、来客
数についても前年比で2.0％前後低下して推移してお
り、厳しい状況が続いている。

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・たばこの売上の減少に歯止めがかからない。早朝の
時間帯での減少が大きく、今までけん引していた部分
が減少に転じたことで、全体の数字に影響している。

コンビニ（エリ
ア担当）

お客様の様子 ・イベント商材の動きが鈍い。クリスマス商材や年末
年始商材の動きも同様に鈍く、買い控えやぎりぎりま
で様子を見る行動が出ている。

家電量販店（地
区統括部長）

販売量の動き ・新型ＯＳ発売の影響でパソコンの需要が上向いてき
たが、テレビの需要の低迷が続き、全体としては前年
とほぼ横ばいの状況である。

乗用車販売店
（従業員）

単価の動き ・販売がスモール系の車種にシフトしているため、売
上、利益とも減少している。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・販売量が低迷したままであり、店頭に来る客もめっ
きり減っている。

自動車備品販売
店（店長）

来客数の動き ・新車を購入した客の来店が増えている。冬に必要な
タイヤやワイパーが動いている。

　景気の現状に対する判断の理由及びそれに対する追加説明等について、その主だったもの
及び特徴的と考えられるものを取りまとめると以下のとおりであった。

家計
動向
関連

(北海道)
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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

その他専門店
［医薬品］（経
営者）

来客数の動き ・少数のロイヤルカスタマーの動きによって日々の売
上が激変している。天候不順の影響もあるが、明らか
な買い控えも発生している。年金の非支給月は特に顕
著である。

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（経営
者）

販売量の動き ・今のところ石油製品価格は安定して推移している。

高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・連休等は観光客が見込めるが、普段の日はあまり来
客数が増えない。

旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・年間予算に対する売上が、ほぼ前年比100％で推移
しており、極端な変動がない。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・当地からの航空機利用は前年比でややダウンして推
移している。前年は震災復興需要などでビジネス利用
が活発であったことが要因とみられる。

タクシー運転手 来客数の動き ・例年より初雪が遅かったが、雨の日が多かったほ
か、地元球団の優勝パレードなどのイベントの影響に
より、タクシーの売上が前年よりもやや良くなってい
る。ただし、天気の良い日は前年より売上が悪い。

タクシー運転手 販売量の動き ・今月に入って利用客も注文も減っている。観光客の
多かった３か月前と比較して、タクシーの売上は約
10％のマイナスである。しかし、前年実績と比べると
約7.6％増えていることから景気は変わらない。

タクシー運転手 来客数の動き ・注文数が前年比でマイナスとなっており、特に観光
客からのオ－ダーが減少している。

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・売上の前年比が上がりもしないが、下がりもしない
という状況で推移している。消費生活がパターン化し
ているようにみられる。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・分譲マンションに対する客の購買意欲は相変わらず
高いが、その意欲が特にこれまで以上に高まっている
わけではない。むしろ、総選挙の結果によっては、住
宅金利が変動する可能性があるため、総選挙後に客の
様子が多少変化するかもしれない。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・観光土産店を経営しているが、売上が前年比６割と
かなり落ち込んでいる。10月は前年比120％であった
が、11月になり急ブレーキを踏んだような感じで落ち
ている。近隣のホテル、温泉等も相当悪く、人が入っ
ていない状況である。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・天候不順の影響もあり、外出が減っている様子がう
かがえる。

一般小売店［土
産］（経営者）

来客数の動き ・11月の上旬はあまり気にならなかったが、中旬以
降、政局が解散ムードになるにつれて、観光客が顕著
に減少してきた。11月までの総売上については前年比
で３％程度伸びているが、選挙戦一色で消費が落ち込
んでいる。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・極端な安売りをしなくなったこともあり、８月から
11月まで、右肩下がりで販売量が落ちている。

スーパー（企画
担当）

来客数の動き ・足元の売上状況は、来客数、客単価ともに厳しい数
字で推移しており、一段の消費低迷の状況がうかがえ
る。

スーパー（役
員）

お客様の様子 ・週末のまとめ買いが少なくなり、必要な物を必要な
だけ購入する傾向が強くなっている。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・天候要因もあるが、工事関係者の来店が減少してい
る。

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・前年と比較して明確に売上が減少している。競合店
がノルマを設定しているという情報も多く聞かれる。

衣料品専門店
（店長）

単価の動き ・今までより買い方が非常に少額になっている。売り
掛けの場合も入金が遅れてきている。

衣料品専門店
（店員）

お客様の様子 ・消費者の購買意欲が一段と厳しくなってきている。
総選挙も告示間近となり、高額衣料品が伸び悩んでい
る。

家電量販店（店
員）

お客様の様子 ・客は何度も店を回って値段を見ており、一度の来店
では、買う物を決めない状況にある。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・エコカー減税は現在も続いているが、エコカー補助
金がなくなったあおりを受けている。前倒しで購入を
決めた客が多いため、今は決まらなくなってきてい
る。
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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・今月中旬までは観光客の入込も良く、前年比プラス
で推移していたが、下旬の悪天候でディナータイムは
客がほとんど入らない日が続き、最終的には前年比は
マイナス５％であった。ただし、観光客の入込は前年
並みであった。

高級レストラン
（スタッフ）

販売量の動き ・気温の急降下や連休が入ったことに加えて、総選挙
の確定後に夕食が落ち込んだことから、前年を下回っ
た。ランチはそこそこ客が入るが、夕食は客足が遠の
いた。地方の飲食店では、味を落とさない努力をして
いる店が昼夜とも繁盛している。しかし、客単価が下
がっているなかで、苦しい台所事情は変わらない。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・年末を控えて、客の利用控えがみられる。総選挙が
あることも影響している。

一般レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・９～11月と３か月連続で来客数が前年より減少して
おり、特に10～11月は前年比で10％以上の低下となっ
ている。

タクシー運転手 来客数の動き ・今月に入って、前月から更に下ぶれするような消費
動向になってきている。衆議院の解散もあり、この先
も非常に不安定な状況が続くような経済状勢になる可
能性が高い。

通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・競合他社が発売した商品が強力で、自社製品を値下
げしても販売量が増えない。

その他サービス
の動向を把握で
きる者［フェ
リー］（従業
員）

来客数の動き ・本格的な冬を迎え、気候的にも厳しくなったことか
ら、欠航回数が増加している。また、観光が閑散期と
なり、来客数は減少している。

設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・例年になく客の動きが悪い。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・地元百貨店に入店した大手生活雑貨店の集客効果
と、中心部に足を運んだついで買いによる商店街の売
上アップを期待したが、予想に反し商店街の売上は伸
びていない。また、大手生活雑貨店自体も開店当初の
客のにぎわいがみられない。エリア内の駐車場につい
ても、連日半分以上空いている場所が多く、来街者は
減少している。

一般小売店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・10月と比べると売上はやや回復しているが、依然と
して悪いという状況には変わりはない。主要な客先で
ある飲食店の客が少なく、得意先が非常に苦戦してい
る。当然、当社の売上にも跳ね返ってきている。

乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・新車、中古車ともに受注量が減ってきている。受注
残も減っており、売上の低下が加速してきた。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・道外からの団体ツアー客の漸減は続いているが、こ
れまで堅調であった道内客の動きも鈍くなっている。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・年末を控えているためか、来客数が減少している。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

通信業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・所属する業界の特殊要因ではあるが、スマートフォ
ンの普及に伴う需要増により、景況感としては以前よ
りは回復傾向が顕著である。

コピーサービス
業（従業員）

受注量や販売量
の動き

・受注量、価格ともに向上している。

変わらない 食料品製造業
（役員）

受注量や販売量
の動き

・３か月前と比較して、受注量、販売量ともに特に変
化がなく、前年と比較しても同等の水準となってい
る。

家具製造業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・消費税増税前の駆け込み需要が住宅着工を後押しし
ている。その効果で来春納品の物件が増えてきてい
る。

輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・震災復興対策貨物がようやく動き始めた。テトラ
ポット、消波ブロック等のコンクリート製品につい
て、道内より仙台港への海上シャーシ輸送が今月より
開始されており、苫小牧港から50000トン、釧路港か
ら2000トンの出荷量がみられる。そのほか、防波堤、
岸壁の基礎工事に使用される割石についても、道内各
港から内航船での輸送が行われている。

企業
動向
関連

(北海道)
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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

金融業（企画担
当）

それ以外 ・設備投資は、医療介護施設の新増設やメガソーラー
の建設で底堅い。住宅着工は低水準ながら持ち直して
いる。しかし、建設関連は技能者の人手不足で工期の
遅れも出ている。観光関連は中国人観光客のキャンセ
ルはあるが、全体としては持ち直している。

司法書士 取引先の様子 ・不動産取引関連や建物等の建築は一時的に上向きの
状態にあるが、最近に至ってはやや下向き気味であ
り、どちらとも言えない状態である。

その他サービス
業［ソフトウェ
ア開発］（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・仕事量は増えてきている。しかし、取引条件が一向
に改善されない。忙しくはなってきているが、利益は
出ないという状況にある。

その他サービス
業［建設機械
リース］（支店
長）

取引先の様子 ・各種展示会への出足が鈍い。

やや悪く
なっている

食料品製造業
（団体役員）

それ以外 ・製造企業は漁獲量や加工原料の減少や価格高騰のな
かで、大手スーパーや量販店の安価競争の強まりもあ
り、生産コスト割れした状況となっており、厳しさが
増している。年末商戦期を迎えて、受注増の時期では
あるものの、先行きの経済不振や政治の混迷で消費者
の倹約思考が強まり、景気の状況は悪化している。

建設業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・工事量増大のためではなく、建築躯体工事や内装工
事、設備工事にかかわる労務者の減少により、数多く
の工事現場で工程遅延が生じており、物が動かない状
況となっている。

輸送業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・取扱量が前年比、前月比とも落ち込んできている。
今期は天候的にも恵まれており、冬の到来が遅れてい
ることから、工事物件の進ちょくも順調とみられる
が、新規案件の引き合いが減少している。

司法書士 取引先の様子 ・不動産の売買、建物の新築が相変わらず低迷してい
る。

司法書士 取引先の様子 ・秋の深まりとともに衆議院の解散風が吹き出し、政
府も景気回復策を出すことができないことから、投資
意欲が弱まり、不動産取引も減少している。総選挙が
終わり、新政権が補正予算をどのようにするかで、回
復するのか悪化するのかが決まる。

その他非製造業
［鋼材卸売］
（役員）

受注量や販売量
の動き

・客先の仕事量の減少で消耗資材及び工具関連、設備
機器の受注量が減っている。

悪く
なっている

食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・低価格品、価格対応品以外の荷動きが悪い。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・求人数が前年比108％となっており、前年も求人数
が伸びた時期にもかかわらず、さらに上積みする力強
さがある。運輸業、食品専門店、一般飲食、ファスト
フードなどが特に堅調であり、前月に引き続き個人消
費関連も順調である。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は前年比で21.1％増加し、33か月連続で
前年を上回った。また、月間有効求人数も前年比で
15.8％増加しており、33か月連続で前年を上回った。

変わらない 人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・需要と供給が合っていない。必要な労働力が確保で
きていない。求人内容と求職者の求める条件、職種、
要望が合致していない。情報があふれすぎて求職者の
理想が高くなっている。

求人情報誌製作
会社（編集者）

それ以外 ・決して景況感が良いわけではないのに、全体的に求
職者が減少傾向にある。特にサービス業の夕方からの
求人と土木建設関連の若者の求人が厳しい状況になっ
ている。

求人情報誌製作
会社（編集者）

周辺企業の様子 ・求人数などからみると､回復基調にあるのは間違い
ないが､中国や韓国との領土問題、今後の総選挙や消
費税増税などを背景にしてか、上半期よりも力強さが
感じられない。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・募集広告売上が上位の６業種である、派遣、小売、
医療、飲食、環境衛生、運輸のいずれも前年比を上
回っている。特に、医療、環境衛生の伸び率が顕著で
ある。地元企業からコンスタントに出稿が得られてい
るほか、農業、食品関連の派遣求人も依然として堅調
であった。

雇用
関連

(北海道)
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職業安定所（職
員）

それ以外 ・10月の管内の有効求人倍率は0.63倍と前年を0.12ポ
イント上回り、平成５年３月の0.65倍以来の高い倍率
となった。

職業安定所（職
員）

雇用形態の様子 ・10月の新規求人数は前年比で24.1％の増加となっ
た。新規求職者数は前年比で4.9％の増加となった。
月間有効求人倍率は0.73倍となり、前年の0.59倍を
0.14ポイント上回った。ただし、新規求人数のうち正
社員求人の占める割合は48.1％であり、求人者と求職
者との間における職種や労働条件のミスマッチも少な
くないことから、依然として厳しい状況にある。

やや悪く
なっている

人材派遣会社
（社員）

採用者数の動き ・年末商戦ということもあり、パートやアルバイトの
求人が多くなっている。一方、派遣の採用について
は、採用基準が高くなっており、なかなか派遣先が受
け入れてくれなくなっている。正社員の採用について
は、更に採用基準が高く、簡単には採用に至らない。
知識と柔軟性、コミュニケーション能力に優れていな
いと就職は難しくなっている。

悪く
なっている

－ － －

　２．東北（地域別調査機関：公益財団法人東北活性化研究センター）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）
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良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・９月までは残暑が厳しく、ファッション、雑貨関係
が大変不振であった。10月に入り秋物が、11月に入り
冬物が動き単価が上がっているので、まずまずの成績
となっている。飲食は前年同様の成績という形が多
い。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・前年３月に閉店した百貨店の建物を再利用した新商
業施設が一部オープンしたことで、商店街が明るさを
取り戻しており、全体の来街者数も１割程度増加して
いる。

一般小売店［医
薬品］（経営
者）

販売量の動き ・必要なものしか買わない状況は変わらないが、意外
とプレゼント用品がよく伸びている。プレゼントでき
るというのは、まずまず良いのではないか。今月の動
向を見ていると、良い方向に向かっているようであ
る。

一般小売店［寝
具］（経営者）

販売量の動き ・先月同様、あつらえの手作り布団とそれに伴う二次
製品の注文が続いている。

百貨店（売場担
当）

販売量の動き ・３か月前とは販売するアイテムの内容も異なる上、
セール品と定価品とで展開内容が違う点、また今月は
防寒アイテムの需要が高まり、フリー客の購入が伸び
てきたということなど一概に比較できないのだが、11
月の防寒アイテムの動きが３週目、４週目で高まった
ことで前半負けていた状況から一転して盛り返してい
る。特に、好調アイテムとして先週は、非ウールコー
トやインナー対応のセーターとパンツのまとめ買いが
多く見られ、前年比２けたの伸びをみせている。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・前年は震災特需による客数増加が落ち着いてきた時
期であったため、10月より来客数が上向き傾向にあ
る。

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・ようやく冬物の準備を始めたようで、注文が少し入
り始めている。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・11月に入り寒い日が続いたことにより、防寒着が好
調に推移している。

住関連専門店
（経営者）

販売量の動き ・毎年恒例の全社員キャンペーンを企画したところ、
社員のスケールメリットが大きく、３か月前より販売
量等も伸びている。前年までは届かないものの、前年
比95％くらい達成している状況である。

住関連専門店
（経営者）

販売量の動き ・前月、前々月に受けた注文分の販売が今月に重なっ
たため、販売量が伸びている。

その他専門店
［靴］（従業
員）

販売量の動き ・気温の低下と初雪の影響でブーツの動きが活発に
なってきている。前年はこの時期に積雪があったが今
年はまだないため、長靴の動きは鈍い。前年の豪雪を
ふまえて外出回数を減らそうと考えているのか、２
足、３足とまとめ買いをする客が多く見られる。

家計
動向
関連

(東北)
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その他小売
［ショッピング
センター］（統
括）

販売量の動き ・館全体の売上高が前年比を超過している。衣料品
は、残暑の影響で９、10月は売上が伸び悩んだが、10
月中下旬頃から気温の低下に伴い売上が伸びてきてい
る。

高級レストラン
（支配人）

来客数の動き ・総選挙はマイナス要素ではあるが、歳末を迎えるに
当たり、忘年会などの宴席受注が堅調である。

観光型旅館（ス
タッフ）

来客数の動き ・当社は12月が決算月である。黒字額はわずかではあ
るが、とにかく来客数を増やし、売上額を増加させる
ことを行った結果、４年ぶりの黒字決算となりそうで
ある。販売単価の下落や、休みも少なく残業が増大し
ている従業員の過重労働の状況などの大きな問題をど
う解決するかが課題となるが、売上的には良い結果と
なりそうである。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・３か月前の８月は今年度で最低の状況であったた
め、11月は約２倍の契約数を獲得している。ただし、
９～11月と新規加入者の獲得は横ばいのまま推移して
いる。解約者についてはやや減少しているので、全体
としてやや良くなってきている。

その他サービス
［自動車整備
業］（経営者）

販売量の動き ・売上状況は、販売額、来客数共に好調である。

住宅販売会社
（経営者）

販売量の動き ・消費税増税が確定し駆け込み需要が始まっており、
受注増となっている。

変わらない 商店街（代表
者）

販売量の動き ・時節柄寒さに対応した衣料品店では徐々に動きも活
発化してきているようである。しかし、街頭でのイベ
ントは寒さにより客足が鈍くなってきており、一時し
のぎの感を脱しきれない。震災後再オープンした書店
では来客数は期待されたほどではなく、苦戦でのス
タートとなっている。

一般小売店［書
籍］（経営者）

お客様の様子 ・客は購買商品をかなり選択しているようである。さ
らに、欲しいもののなかでも選んで購入している人が
多くなっており、ジャンル別の売上に相当差が出てき
ている。

一般小売店［医
薬品］（経営
者）

販売量の動き ・来客数が震災後最も多くなりそうである。一方で、
客単価の減少が顕著であり、結果として、売上は３か
月前と同程度になりそうである。来客数が増えている
のは、震災後移転した店舗が徐々に周知されて来てい
るためとみられる。来客数のレベルは改善傾向にある
とはいえ、震災前に比べいまだ格段に低い。

一般小売店［カ
メラ］（店長）

販売量の動き ・高額商品の販売量は減少しているが、低価格商品の
販売量、来客数はやや増加傾向で推移している。

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・中旬ごろから寒さも本格的になり、防寒衣料や防寒
雑貨の動きが良い。また、お歳暮の動きは震災需要が
あった前年に比べると厳しい状況にある。

百貨店（総務担
当）

単価の動き ・11月は気温が非常に低く防寒物の動きがあり、少し
持ち直しの動きは見られるものの、景気のトレンドと
しては落ち込んでいる部分もあるので、今月について
は判断は難しい。

百貨店（企画担
当）

販売量の動き ・様々な営業施策を打ち、瞬間的に売上増になるもの
の、前年の震災後の特需をカバーするには至っていな
い。今月中旬以降、年末年始需要の先取り予約等も実
施している。特に食品需要だけは、前年来の良いもの
志向は更に拡大しているが、衣料品等の落ち込みをカ
バーするほどではない。

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・売上高は引き続き前年を上回っているが、ここ数か
月はほぼ前年比100％をやや上回るペースで推移して
おり、大きな変動はない。商品アイテムでは、前年特
需があったリビング用品が苦戦しているが、服飾関連
は冬物を中心に順調である。

百貨店（経営
者）

単価の動き ・食品の客単価ダウンを始め、衣料品や高額の毛皮等
も前年よりも動きが悪く、宝飾関係も苦戦している。

スーパー（経営
者）

単価の動き ・11月の平均１品単価はほぼ前年並みである。チラシ
広告等の価格訴求をして来客数の前年水準をやっと維
持し、買上点数がやや伸びる程度なので、やっと売上
が前年並みを維持している状況である。収益環境及び
消費環境はここ３か月同じように良くない状況が続い
ている。

スーパー（営業
担当）

販売量の動き ・数か月連続で販売点数が伸び悩み、前年同時期と比
較しても厳しい状況である。
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スーパー（物流
担当）

単価の動き ・客単価は上り傾向で、ほぼ前年並みに推移している
が、数値を押し上げているのは新米の販売であり、そ
の他食品は依然として単価が下がったままである。小
売業の価格のディスカウント傾向は変わっていない。

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・売上は前年比103％と良好だが、来客数が98％と前
年を割り込んでいる。売上が良好な原因は相次ぐ販促
によるものである。通常は単発だが今回は２回連続し
て行ったために、来客数の減を買上点数で補った形に
なっている。買上点数増は景気の影響によるものでは
ない。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・既設店舗の売上前年比については夏場からのマイナ
ス傾向が引き続いており、冬場に入っても回復基調の
兆しが見られない。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・前年の10、11月は自粛ムードから抜け出しその反動
で好調が続いていた。現状はその反動で来客数におい
て苦戦が続いているようにみえるが、前々年比だとほ
ぼ横ばいの傾向である。

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・来客数、単価共に前年比で大きな差はない。

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・電子部品関連の企業の閉鎖等で解雇者が多数出て、
次の職場がなかなか見つからない状況である。

衣料品専門店
（店長）

お客様の様子 ・震災特需があった前年と比べると大分落ち着いてし
まったが、客の様子をうかがうと、決して安いものを
求めているというわけではなく、必要なものを必要な
だけ購入している。単価は割れていない状況なので、
全体的には景気は悪くなっていないのではないか。前
年がある意味でバブル的に来客数が増加したというの
が本当ではないだろうか。

衣料品専門店
（店長）

お客様の様子 ・前年同時期と比べると、来客数は増えているが、買
物予算を低く設定しているのか、価格にシビアな客層
が増えてきている。

衣料品専門店
（総務担当）

販売量の動き ・今年春以降、客の動きが良くない。販売量について
も購入率は低く、販売に努めても買上点数が伸びな
い。

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・景気は横ばい状態である。客は必要以上にはものを
購入しない。

その他専門店
［パソコン］
（経営者）

販売量の動き ・販売量、件数共にいくらかは増えてきているが、利
益がかなり薄いため今までより良いとはいえない。

その他専門店
［食品］（経営
者）

販売量の動き ・依然景気の先行きが読めない。東北への観光客も増
加しない状況に加え、選挙が財布のひもを更に固くし
ている。

その他専門店
［白衣・ユニ
フォーム］（営
業担当）

販売量の動き ・防寒着の動きが非常に悪い。その分次の月へ持ち越
しになれば良いが、買い控えも多少あるようにみられ
る。また、客は単価の安い方へ動いている。

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（営業担
当）

販売量の動き ・ガソリンを中心に燃料の需要が思わしくなく、前年
を割った出荷が続いている。それに伴い範囲競争が強
く価格が軟調傾向になっているため、収益を圧迫して
いる。幸い寒波が来ているため暖房用の燃料の動きが
活発で一息ついている。前年、タイヤの需要において
震災の影響で特需が発生したが、今年はその反動で需
要が落ち込んでおり、前年並みの販売が厳しい状況が
続いている。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・来客数の動きは３か月前と比べて変わらない。売上
もだいたい変わらない。

一般レストラン
（経営者）

販売量の動き ・販売量はもちろん、周りの状況や客の声などを拾っ
てみても決して良くはない。良いのは一部の復興関連
の業種だけである。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・10、11月は秋の旅行シーズンと復興支援の客で入込
は多少好況である。なお、業種にもよるが、館内は大
変活気がみられる。また、館内消費、特に売店が良
い。

観光型ホテル
（スタッフ）

それ以外 ・特に団体利用についてはデフレの傾向が顕著になっ
ており、まず値段ありきで予約が入る状況が続いてい
る。また、選挙モードに入ったことによるキャンセル
等も多少あり、影響が出ている。
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観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・11月に少し売上が伸びたが、紅葉期間が長かったこ
とが理由だとみられる。客の話を聞くと行楽シーズン
くらいは旅行をしたいという心理が出てきた様子であ
る。ただ、12月以降はまた平常に戻り、平日の予約が
伸びていない。

都市型ホテル
（スタッフ）

単価の動き ・レストラン関係及びデパート地下のデリカ各店につ
いては、利用人員はわずかに増加しているものの、消
費単価は月を追うごとに下落している。購入品目につ
いては明確な目的をもって買物をしている傾向が見ら
れる。特にレストランについては接待関係の利用が大
きく減少しており、ここにきて法人、個人共に消費が
低迷しているのが如実になっている。

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・前月同様、レストランディナータイムの低迷に歯止
めが掛からない。また、選挙の影響とみられるが、数
件の宴会がキャンセル又は延期となっている。

タクシー運転手 販売量の動き ・走っている間は普通に客がいる。
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・多くの業種の企業を訪問しているが、全般的に景気
回復の声はない。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・客先を訪問しても景気が改善している旨の話は一切
無い。一部の企業では震災バブルの話があるがあくま
でもスポット的なものである。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・客の設備投資意欲に改善が見られない。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・客との商談から、好況感、設備投資意欲は見受けら
れない。被災地復興関連業種は継続的に好況感がみら
れるが、その他の業種からは感じられない。

観光名所（職
員）

来客数の動き ・３連休は首都圏からの来客も結構あり、それなりに
にぎわった。それ以外の時期は天候不順の影響もある
が来客数は前年より少なめである。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・９月ごろから来客数は前年比で横ばいの状況が続い
ている。良くも悪くもないという状況である。

設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・住宅の設計の仕事が続いている状態で、件数はほと
んど変わらない。

その他住宅［リ
フォーム］（従
業員）

来客数の動き ・受付件数が３か月前より10％以上落ち込んでいる。
工事待ちだった物件の工事が進んできている。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

販売量の動き ・今月初旬はどこまで下がるのか、中旬はまだ少しず
つ悪くなっているという感があったが、下旬になって
下げ止まったかというところまできている。何とか12
月へ希望をつなげるところまできているが、クリスマ
ス、年末のボーナスの余波はまだないようである。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・冬の割に気候が落ち着いていたので客足が伸びてい
る。

百貨店（経営
者）

来客数の動き ・来客数の減少が続いており、特に日・祝日は少な
い。駅前の中心地は百貨店以外休業の商店や飲食店が
多く、街の集客、魅力に乏しい。震災以降止まってい
た出店がここにきて一斉に始まっており、新規の郊外
商業施設や郊外大型商業施設のリニューアルなどに吸
引、分散されているようである。

スーパー（経営
者）

来客数の動き ・来客数は減、客単価も競争で微減となっている。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・商圏内競合店のリニューアルオープンに伴い、他の
競合店もチラシ価格対応などをしており、曜日別の平
均来客数が減少傾向にある。また、客はよりチラシ価
格に敏感になり、平均単価もダウンしている。競合店
間の買い回り傾向が強くなっているようである。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・10月にエリア内に競合店の出店があり、売上が低迷
している。競合店の出店により大型店でも小商圏化が
進んでいる。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・販売量の他に買上点数が伸び悩んでいる。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・こちらではまだ雪は降っていないのだが、客の動き
はだんだん鈍くなってきている。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・来客数は前年比で約５％ダウンしており、依然厳し
い数字である。この状態がしばらく続く。
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コンビニ（店
長）

来客数の動き ・来客数が前年と比べると大分落ち着いてきたという
か、あまり芳しくない状況である。景気の良い業界と
悪い業界の二極化が進んでいるようである。建設関連
はまだ良いのだが、一般の電気関係、メーカーその
他、電力関係は景気が非常に悪くなっており、全般的
には非常に悪い方向に向っているとみられる。

衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・10月はコート等の高額防寒衣料が顧客に好調であっ
たが、11月の冬物実売期を迎え、一般客の防寒衣料の
動きが弱い。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・急に寒くなって、すぐに必要なコートなど単価の高
い物が動いてくれれば良いが、単価の高い物はセール
待ちなのだろうか。下見で終わり、今すぐの購買につ
ながらない。

家電量販店（店
長）

単価の動き ・比較的好調のように見えた白物家電も単価ダウンに
巻き込まれ、切替え年度の新製品の価格があまりにも
高いため、買い控えのような動向が見受けられる。

家電量販店（店
長）

単価の動き ・テレビなどの単価が前年よりもまた更に下がってき
ている。また、好調であるタブレットといわれている
情報端末も一部単価が下がってきている。情報端末な
どの販売量は目覚ましく向上しており、前年比でも２
けたを超えているが、情報端末だけではテレビの単価
のダウンをカバーできない。白物家電も同じく、季節
商材の暖房関係の売上は好調に推移しているものの、
単価が下がっている。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・エコカー補助金の反動減があるものの、前年11月は
タイの大洪水による供給減があったことに加え、本年
は新型車の発売、そしてエコカー減税効果があり、前
年を超えるものとみている。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・エコカー補助金の反動か、新車購入目的の来客数が
減ってきている。新車受注は大きく落ち込んでいる。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・雪の季節に向かうにつれ、例年、来春の車選びの客
が多くなる。前年同様、売れ筋の軽自動車の売行きは
好調だが、小型車、特に排気量の多い車種の動きは非
常に少ない。

乗用車販売店
（従業員）

お客様の様子 ・今まで５～７年でリース契約していた客が再リース
をすることが増えてきたので、代替がなかなか進んで
いない。

住関連専門店
（経営者）

販売量の動き ・売上のむらが大きくなり、下がり傾向が増してきて
いる。

その他専門店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・冬に向けて出費もかさむことからか、消費者の買い
控え傾向がますます強くなっている。また、飲食店も
年末年始に向けての動きが多少聞かれるものの、今月
は例年以上に静かであり、何とか仕入れを抑えて乗り
切ろうとする雰囲気が強くある。全体的に物の動きが
鈍い。

その他専門店
［酒］（営業担
当）

来客数の動き ・地元は今月中盤までは前年並みであったが、総選挙
の発表から月末にかけて、飲食店の動きが鈍くなって
いる。都市部向けの出荷は悪くないが、年末に向けた
時期としては悪い状況にある。

高級レストラン
（支配人）

来客数の動き ・復興バブルははじけ、政局は大混乱し、諸外国の状
況も閉塞状態で、明るく上向きになる要素は全く無
い。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・来客数が減っている。コンビニなどとの競合もある
が、やはり客が外食をしなくなっているのではないか
とみられる。

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・当エリアでは市長選が控えているが、それに追い討
ちをかけるかのように衆議院が解散している。政治が
らみの動きが強くなると、飲食業は人の出入りが少な
くなってしまう傾向にある。

都市型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・宿泊部門については、県外からの来客数が３か月前
と比べると２、３％は間違いなく下がっている。前月
はいろいろなイベントがあったので、全体的な動きと
してはそれほど変わりはなかったが、今月については
来客数減が顕著になっている。

都市型ホテル
（スタッフ）

単価の動き ・秋田県はプレデスティネーションキャンペーン中な
ので、これから良くなっていく可能性はあるが、11月
後半からの非常に悪い天気が客の出足を鈍くしてし
まっている。
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都市型ホテル
（スタッフ）

お客様の様子 ・被災地では復興支援のイベントや宿泊利用により、
前年より極めて順調な業績が続いていたが、特需も陰
りが出始め、現状の予約及び来月以降の予約状況も前
年を下回り始めている。

旅行代理店（経
営者）

販売量の動き ・毎月、先の販売見込みを作るのだが、今まではその
見込み通りか、上回ってきていたが、現在その見込み
に届かないという店が出始めている。

旅行代理店（店
長）

販売量の動き ・旅行商品をオーダーする動きが、個人の客を中心に
目に見えて減少してきている。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・10月までは前年、前々年のいずれも上回る数値で推
移をしていたが、11月以降は実績、予測を含め、前
年、前々年と同等か下回る受注状況となっている。

タクシー運転手 お客様の様子 ・晴れている日はほとんど乗らず、風が強い日や、
雨、雪が降ると客足が若干伸びる。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・雇用の不安定に加え、賃金において経営者が残業を
抑制しており、先行き不透明のため消費購買が減少傾
向にある。３か月前から節約傾向が見られるようにな
り、購買意欲もなくなっている状況である。よって、
景気はやや悪くなっている。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・来客数もそうだが、売上そのものは２～３割ぐらい
減っている。スマートフォンの市場もそろそろ陰りが
見えている。新商品に期待をしているところだが、新
型の機種が若干売れているくらいで、利益は薄い状態
である。

テーマパーク
（職員）

お客様の様子 ・被災地への復興支援団体の旅行客が減ってきてい
る。支援というお金の使い方ではなく、通常の旅行、
観光客としてのお金の使い方をする人が多くなってき
ている。

観光名所（職
員）

来客数の動き ・３か月前の天候に恵まれたフリー客がここにきて
減っているようで、やや悪くなっている。

遊園地（経営
者）

来客数の動き ・前年比で一般、団体共に下回っており、全体として
も２割以上の減となっている。気温が低いなどの要因
もあるが、個人消費に勢いがない。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・最近極端に来客数が少なくなっている。

一般小売店［医
薬品］（経営
者）

来客数の動き ・衆議院の解散の翌日から繁華街では街を歩く人が少
なくなり、店のオーナーたちは客が全然店に入ってこ
ないとこぼし始めている。

スーパー（経営
者）

競争相手の様子 ・大手量販店各社が価格の攻勢を強めており、ロープ
ライスが当たり前という状況になっていることから、
売上の減少、利益の減少が続いている。

コンビニ（エリ
ア担当）

競争相手の様子 ・競争店の出店が増加し、売上、来客数共に減少傾向
である。

乗用車販売店
（店長）

販売量の動き ・販売台数の前年割れが、直近数か月続いている。前
年は震災特需があったとしても数字は厳しい。

高級レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・復興景気はなくなり、選挙はあり、日本経済はどん
どん悪くなっていて、いい材料が全く無い。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・レストラン業という職種においては、全く振るわな
い日々が続いている。11月、寒くなってきたこともあ
るのか全く客が来ない日もあり、景気は大変悪い。

タクシー運転手 来客数の動き ・とにかく乗客が少なくなってきている。日中はもち
ろん、夜は特に少なくなっている。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・お歳暮商戦がスタートし、出足は前年より順調であ
る。しかし、12月に総選挙があるのでお歳暮トータル
でみるとどうなるかわからない。いつも選挙のときの
ギフトは数字が悪くなるので心配である。

土石製品製造販
売（従業員）

受注量や販売量
の動き

・消費税率が上がる前にとマンション建設や、新築工
事をする方が増えてきて、発注が右肩上がりになって
きている。

電気機械器具製
造業（企画担
当）

それ以外 ・携帯端末市場が活発になっている。また、円安傾向
に為替が変化したことで、当社の財務状況が回復傾向
にある。

変わらない 農林水産業（従
業者）

受注価格や販売
価格の動き

・りんごの農協販売が終了し精算書が農協から届い
た。販売単価が震災前の７割程度になっている。

食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・前月同様、今月も売上金額が前年比で110％を超え
るような勢いで推移している。牛タンの人気が出てお
りブーム的な感がある。

企業
動向
関連

(東北)
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一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・自動車部品については、為替相場がやや円安に推移
したことから、輸出環境はやや良化している。ただ
し、中国に向けた日本からの部品の輸出については減
少している。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・民間のリフォーム工事の受注が続いている。

建設業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・復興関連工事のうち、特に地方自治体発注の大型案
件の出件が当初の見込みと比較して滞っている。

建設業（企画担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・労賃高騰等、コストアップのリスクヘッジが解決で
きない状況が続いている。

輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・全体的に低調な状況が続いており、この状態が少な
くとも来年の３月までは続く見込みである。ただ、不
透明な要素も大きく、先行きを見通すのは難しい。

輸送業（従業
員）

それ以外 ・取扱貨物量は変わらない。

通信業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・計画外の案件がありマイナス分をカバーする状況と
なっている。

通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・前年比で伸びている企業が少ない。コストは削り、
投資はしないという企業が多い。

金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・ハタハタは例年より早く水揚げされている。今年は
冬場の漁業が期待できそうとの声がある。

金融業（広報担
当）

取引先の様子 ・一進一退の動きが続いており、大きな変化は見られ
ない。

広告業協会（役
員）

それ以外 ・前年のような震災復興需要は落ち着きをみせ、通常
の取引状態に戻っている。

広告代理店（経
営者）

受注価格や販売
価格の動き

・印刷物の価格下落に歯止めが掛からない。大手代理
店や大手印刷会社が、営業フィールドを広げて取りに
来ている。そのため、色々な広告物をまとめて安価で
受注している状況が多い。

コピーサービス
業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・新たな設備投資は市場のなかでは止まっている状態
である。最低限復興に必要な商品は横ばいながら売れ
ている状態である。

その他非製造業
［飲食料品卸売
業］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・県内向け、首都圏向け共に良い水準で出荷が安定し
ている。特に県内では、復興特需に伴う飲食店の新規
開業などが続いたが、このところ落ち着いており、一
定の店舗数、集客で安定したとみられる。

その他企業［工
場施設管理］
（従業員）

それ以外 ・特に変化はない。

やや悪く
なっている

農林水産業（従
業者）

受注価格や販売
価格の動き

・畑作物戸別所得補償制度の導入により、前年以降、
転作の蕎麦の作付が全国的に増えたことから、玄蕎麦
の買取価格が大幅下落している。

食料品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・出荷量が上向かない。

繊維工業（経営
者）

取引先の様子 ・デパートや専門店等の10月の売行きがシーズンに
入った割にはあまり芳しくない。

木材木製品製造
業（経営者）

受注価格や販売
価格の動き

・円安の進行に伴い、住宅部材の価格転嫁がスムーズ
に進まず、収益の悪化につながっている。

出版・印刷・同
関連産業（経理
担当）

受注量や販売量
の動き

・ここ３か月、受注量が前年同月比で約10％減少して
いる。

電気機械器具製
造業（営業担
当）

取引先の様子 ・訪問先の企業の多くは受注減が続いている。

経営コンサルタ
ント

それ以外 ・タクシーの実車率が少しずつ落ちている様子が見受
けられる。選挙モードに入り、その傾向が強くなりつ
つある。

公認会計士 取引先の様子 ・クライアントの月次、決算状況から判断すると、建
設業、小売業共に売上及び利益が減少傾向の会社が多
くなっている。

その他非製造業
［飲食料品卸売
業］（経営者）

取引先の様子 ・非常に暑かった夏から急に秋がきて、非常に寒い状
況が続いている。それにより、缶ジュースからラーメ
ンといったように商品の構成が全く逆になっている。
季節商材以外の動きは鈍い。

悪く
なっている

その他企業［企
画業］（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・節電や原発運転再開の見通しが遠のき、エネルギー
事業者からの発注量が激減している。下期にわずかな
がら上向きになる期待をかけていたがその見通しが大
幅に崩れた。

良く
なっている

－ － －雇用
関連
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やや良く
なっている

アウトソーシン
グ企業（社員）

それ以外 ・震災関連の仕事が大変増えている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・商業施設の開業や、デイサービスなどの介護施設の
開業などもあり、新規求人は引き続き高水準で推移し
ており、有効求人倍率も緩やかに上昇している。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は前年同月比43％の増加となっており、
今年度最高であった４月と比べても20％増加してい
る。業種別では建設業が前年比91％増加となってい
る。復興関係により、建設業が大幅に伸びているよう
である。

変わらない 人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・労働者派遣法改正の模様眺めで受注の低迷が続いて
いる。マスコミ各社から総選挙の出口調査業務を受注
したが、一過性のため、３か月前との比較では変わら
ない。

人材派遣会社
（社員）

周辺企業の様子 ・労働者派遣法規制強化による派遣需要の縮小が著し
い。一方、請負、委託化が進んでいるかというとそう
でもない。直接雇用の求人が増えたのは事実だが、企
業もおいそれとは採用に踏み切らず睨み合いの構図が
できあがった。雇用推進がうまく機能せず、求職者と
求人者との理想ギャップが広がっている。

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・相変わらず建築、スーパー、小売、外食産業で求人
が活発にある。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・総選挙が間近に迫っており、駆け込み需要と消費税
増税前の最後の追い込みで、地元では正社員募集は少
ないが、求人需要が高まっている。ただ、京阪からの
募集は目に見えて落ちており、相殺されて結果変わら
ない状況になっている。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・求人は３か月前と比べて減っているが、この動きは
前年も同様であった。前年の同時期と比べると持ち直
しの傾向にある。

職業安定所（職
員）

それ以外 ・新規求人数は前年同月比で引き続き増加し、新規求
職者数は引き続き減少傾向となっており、求人倍率を
見ると景気が回復傾向にあるといえるが、景気が回復
しているという実感はない。

職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・有効求人倍率の減少が続いている。また、事業所閉
鎖による大量解雇が発生している。

職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・業況的には、前年の震災で不振であったサービス業
がやや回復気味であるものの、全体的には製造業の不
振と消費の低迷で厳しい状況が続いている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・復興需要に伴う求人は引き続き好調に推移するなか
で、求職者の減少傾向が進んでいることにより、求人
倍率は改善が進んでいるが、景気回復を実感できる場
面は乏しい。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・求人数は前年比で増加を続けているが、企業の自己
破産等によりまとまった数の解雇が出ており、求職者
が前年比で増加傾向にある。

やや悪く
なっている

新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・不景気が続くなか、総選挙はますます経済活動を停
滞させかねない。周辺企業の採用意欲は先細ってい
る。

新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・12月の広告出稿申込が前年と比べ明らかに減ってい
る。新年の広告も、大手、中堅両方で中止する企業が
全国、地方共に出てきており、売上の前年割れは間違
いない。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数は前年同月より増加しているが、製造業の求
人、特に食料品、繊維、機械器具製造等の求人が激減
している。一方、建設業、飲食サービス、生活関連
サービスの求人は増加している。

民間職業紹介機
関（職員）

周辺企業の様子 ・近郊の電子機器企業がリストラを実施している。

悪く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・10月から11月にかけての求人数の減少が大きい。特
に業務請負業からの申込が激減している。

　３．北関東（地域別調査機関：（株）日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）
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良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

百貨店（営業担
当）

単価の動き ・気温低下に伴い、高単価商品である重衣料の動きが
良くなっている。

(東北)

家計
動向
関連
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百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・３か月前に比べると、前年と同じぐらいの売上の推
移になっている。

百貨店（店長） 販売量の動き ・11月に入り、気温も下がってきたことで秋冬物の衣
料の動きが良くなった。しかし、お歳暮やおせち、ク
リスマスケーキの予約など、年末年始の商材は前年よ
り更にスロースタートとなっている。

スーパー（経営
企画担当）

販売量の動き ・前月リニューアルした店舗が好調で、全社の数字を
押し上げている。

スーパー（統
括）

販売量の動き ・最高気温、最低気温共に前年を下回る日が続き、衣
料では機能性肌着、ダウンジャケットの動きが良くな
り、食品では鍋商材、塩麹鍋つゆなどの温かいメ
ニューが好調に推移している。

コンビニ（経営
者）

単価の動き ・周辺に建築物などが増えてきているため、客単価が
上がっている。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・年末に向かって各種会合が増えている。市内の会合
が増え、その帰り客の来店が多くなっている。

旅行代理店（所
長）

来客数の動き ・シーズンによる波動があるため、単月の状態での年
間のピークシーズンとしては、東日本大震災前まで盛
り返した。しかし、これから冬季シーズンに入り、下
降線をたどるのは間違いない。

設計事務所（経
営者）

販売量の動き ・年末に向けて毎年忙しくなる時期だが、実施設計が
いくつか重なり、忙しくなっている。

住宅販売会社
（経営者）

来客数の動き ・消費税増税の影響か、新築の住宅を準備する動きが
活発化している。住宅を建築するには時間がかかるこ
とから、まずは底値のうちに土地を求め、準備を進め
る動きが出てきている。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・新規工場建設、大型スーパーの出店等が決定してお
り、建築部門は非常に好調に推移している。戸建住宅
も先月と比べ、持ち直しつつある。

変わらない 商店街（代表
者）

お客様の様子 ・中学生が受験で使う証明写真の撮影者数は前年と同
数くらいである。しかし、前年は複数校受験の人が多
く見られたが、今年は１校の人がほとんどのようであ
る。

一般小売店［精
肉］（経営者）

お客様の様子 ・今月は文化祭や地区の祭り、観光地への旅行等、行
事が多く、盛り上がって良かったが、平日は反動で静
かな日が多い。

一般小売店［家
電］（経営者）

販売量の動き ・太陽光、リフォーム等は順調に進んでいるが、一般
家電では核となる商品がほとんどなく、ウェイトは上
がらない。

一般小売店［家
電］（経営者）

お客様の様子 ・相変わらず、必要な物以外への消費動向は見えな
い。消費税増税の絡みがあり、建築業者の受注は多い
とは聞くが、家電を含め、日常生活への出費は控えて
いる様子がうかがえる。

百貨店（総務担
当）

お客様の様子 ・お歳暮商戦も宴たけなわになっている感じがしな
い。早期受注割引品もあまり売れず、商品を見ている
客はいるが、決定の客が少なく、もらってから返しを
する人が目立っている。また、生鮮関係で５千円以上
の商品が今年は非常に少ない感じがする。

百貨店（販売促
進担当）

販売量の動き ・気温の低下で衣料品が動き始め、それに伴い服飾雑
貨や身の回り品が好調だが、お歳暮ギフト需要が大き
く減退しておりトータルで見ると３か月前と比べても
大差がない。

百貨店（販売促
進担当）

販売量の動き ・気温が下がり、冬物衣料の動きが出てきたが、前年
と比較しても大幅なプラスには至っていない。今ま
で、集客装置として機能してきた大型物産展に陰りが
見えてきており、物産展を含めた食料品全般が厳しい
状況である。

スーパー（店
長）

単価の動き ・数か月間、単価の変化がない。

スーパー（総務
担当）

来客数の動き ・来客数は前年並みであり、景気の悪い日が続いてい
る。

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・３か月前の夏に比べると、季節的にやや販売量が落
ちてはいるが、年賀はがきの販売や年賀状印刷等、冬
の風物詩関連の商材がやや上向きのため、ある程度の
実績を残せている。

コンビニ（経営
者）

競争相手の様子 ・近隣に競合コンビニ店が、ここ１、２年の間に８店
ほど開店し、また、大型店舗も安売りに非常に力を入
れているため、売上が上がらない。

(北関東)
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乗用車販売店
（経営者）

お客様の様子 ・エコカー補助金終了から、商談件数は相変わらず少
ない状況であり、商談から契約までも以前より時間が
かかっている。今の政治、また景気の不安定さを意識
しているようである。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・エコカー補助金の反動減が、まだ続いている。

住関連専門店
（仕入担当）

来客数の動き ・季節品の動きは10月後半から平年並みに回復した
が、既存店の客数微減傾向は続き、平均販売単価の下
落も継続している。

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（従業
員）

販売量の動き ・販売量は横ばいである。

一般レストラン
（経営者）

単価の動き ・平均客単価が１年前は約1,800円だったが、今は
1,200円～1,300円で推移しており、客の金の使い方が
非常に節約的になっている。

スナック（経営
者）

競争相手の様子 ・とにかく人がいないのに店ばかりが多くなり、とて
も大変である。

観光型ホテル
（営業担当）

単価の動き ・客数は多少増加傾向であるが、ネット経由での安価
なプランが売れているため、なかなか売上を上げるま
でに至っていない。

旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・販売量が少し落ち込んできている。

旅行代理店（副
支店長）

お客様の様子 ・募集型の旅行の集客が、３か月前と変わらずあまり
良くない。団体貸切や小グループの旅行もあまり受注
状況が伸びてこない。海外旅行においては、海外出張
減や近隣諸国との諸問題もあり、相変わらず悪い。

通信会社（局
長）

お客様の様子 ・当社新商品の投入等により、販売数量は増加傾向に
あるが、客の様子を見る限りにおいて、景気の変化を
感じさせる材料はない。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・年末の出費を想定し、消費自体は横ばいである。ま
た、政治の先行き不安もあり、消費が伸びていない。

遊園地（職員） 来客数の動き ・３か月前と比較すると、来客数の動きに大きな変化
は見られない。

ゴルフ場（業務
担当）

単価の動き ・客は単価の動きに敏感で、なかなか売上が伴ってこ
ない。

競輪場（職員） お客様の様子 ・入場者数、購買単価共にそれほど変化が見られな
い。

その他サービス
［清掃］（所
長）

それ以外 ・近くのスーパーや量販店で買物等をする際、駐車場
や店内を見渡しても、駐車台数、客数の大きな変化が
見られない。

設計事務所（所
長）

来客数の動き ・来社しての新規の依頼や相談はもとより、電話での
照会さえない状態である。

設計事務所（所
長）

来客数の動き ・３か月前と比べても、来客数は全く変化がない。イ
ベントも開催したが成果が見られず、残念な結果に終
わっている。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

販売量の動き ・大手スーパーでは、10月に寒くなり急に売上が増え
たと言うが、一般路面店は、どんどん大型店に食われ
ている。一向に客が来ない駅前通りの土曜日は、閑散
としている。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・近ごろは、郊外の大型店へ客を大分取られてしま
い、旧市街はほとんど客が来なくなった。客の流れが
全く変わってしまっている。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・贈答需要が遅く、客単価が例年に比べ低い。

一般小売店［青
果］（店長）

来客数の動き ・限りなく客数、そして客単価も落ち、ここ最近は毎
日限られた同じ客だけの来店となっている。

百貨店（販売担
当）

来客数の動き ・11月は気温も下がり、冬物重衣料がようやく動き出
したため売上は前年以上であるが、来客数がダウンし
ている。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・観光地を抱えている立地のため、ホテル、旅館関係
への外国人、特に中国人の入りが良くならないと当業
界も良くならない。消費してくれる人が増えないと客
数も増えず、売上も上がってこないため、とても厳し
い。

コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・３か月前と比べると明らかに悪いが、前年比で見る
と売上は98％、客数が102％である。

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・長期間の出入口の道路工事のせいか、前年比５％減
と低迷している。
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コンビニ（店
長）

お客様の様子 ・古い紙幣や汚れた紙幣が大分入ってくるようになっ
たことから、かなり厳しくなってきているようであ
る。

衣料品専門店
（店長）

販売量の動き ・今月中旬にチラシやＤＭにより販売促進を行い、何
とか前年並みの売上は達成したが、セールを行わない
とかなり厳しい。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・エコカー補助金の終了に伴い、販売量が減少してき
ている。１台当たりの収益が減少している。

乗用車販売店
（販売担当）

お客様の様子 ・当社における車の販売台数は、このところ中古車に
関してのみ順調に伸びている。伸びていると言っても
横ばいだが、それ相応の台数が出ている。ただ、当社
の客は観光地に勤めている人が多く、観光客は戻って
きてはいるが、風評被害がまだ少し残っており、年末
ということもあって、２、３か月前と比べると、とに
かく客がお金を使わなくなってきていると言ってい
る。

乗用車販売店
（管理担当）

販売量の動き ・国内景気と雇用低迷に伴い、低所得者増などによる
消費低迷が続いている。国内自動車業界は、低燃費車
やハイブリット車向けエコカー補助金の影響により、
９月までは順調に販売拡大していたが、その後は減税
対象の車ばかりであり、所得低迷が続く状況下では、
購買意欲は低下するのみである。国の景気回復施策が
重要なポイントである。

住関連専門店
（経営者）

お客様の様子 ・買上点数、まとめ買いが減少しており、客は必要な
物がなくなってからでないと購入しない。

高級レストラン
（店長）

販売量の動き ・忘年会シーズンにもかかわらず、宴会予約が数件し
かなく、単価、人数共に前年を大きく下回っている。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・前年同月と比較して、多少売上減ではあるが、来客
数、単価共に心配するほどではない。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・ここ数か月間、以前よりもう一段階確実に悪くなっ
ている。忘年会の予約も低調で、業態の転換を真剣に
検討しなくてはならない状況になってきている。

都市型ホテル
（支配人）

お客様の様子 ・ビジネスの動きが相変わらず弱く、また、週末の行
楽客、紅葉狩り等の客も例年より少なくなっている。

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・当地域においては、非常に人の動きが少ない。総選
挙も重なり、月末にかけては本当に閑散としている状
況である。

都市型ホテル
（営業担当）

販売量の動き ・ビジネスホテルの動きだが、例年だと年末に向けて
11、12月は、ホテルの稼働状況が大きく伸びるが、今
年に限っては前年に比べても伸びていない。９、10月
に比べると少しは上がったが、客室販売量の動きか
ら、本来ならもっと伸びるところ、そこまで到ってい
ないので、やや悪い。

旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・衆議院選挙の影響で、予約の取消しが発生してい
る。

通信会社（経営
者）

販売量の動き ・一般企業や商店からのパブリシティの注文はほぼ皆
無であり、イベント等の広報が多少動くのみである。
紙媒体の動きは非常に悪く、代わりに店舗を閉鎖する
商店からのＥＣサイト構築や、組合や団体からのＨＰ
制作などの依頼は動いているが、全体としては低迷中
である。

通信会社（経営
者）

単価の動き ・家庭用ＬＰガス販売において、円安によって仕入価
格が高騰しているためである。

通信会社（販売
担当）

来客数の動き ・携帯電話業界は新型スマートフォンの影響で好調に
見えているが、各社冬モデル新商品の集客が前年と比
較して90％程度であり、12月のボーナス商戦も大手電
機メーカーの業績不振で不安な状況である。

テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・放射線物質による汚染問題からか、学生団体が大幅
に減少している。

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・秋の行楽シーズンにもかかわらず、節約する人が多
くなっているため、入店客数が増えない。

その他サービス
［立体駐車場］
（従業員）

販売量の動き ・販売量に関しては、回数券の売上が半減し、月ぎめ
に関しても今月は契約が０件という結果になってお
り、３か月前と比べても非常に悪くなっている。ま
た、来客数に関しても、かなり悪くなってきている。
客はサービス券で出られる無料の時間帯を考えて入庫
と言っている。そのためやや悪くなる。

設計事務所（所
長）

来客数の動き ・政局の不安定さもあり、補助金絡みの計画は一時中
止の状態になっている。
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住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・来客数が減少している。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・街の人通りが極端に少なくなってきている。街角の
飲料の自動販売機が撤去されたり、コイン駐車場が閉
鎖されたりしている。

百貨店（店長） 来客数の動き ・客数、単価、数量共に落ちている。
スーパー（経営
者）

競争相手の様子 ・ディスカウント合戦が続く。

衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・商店街に人通りが全く見られない。

衣料品専門店
（販売担当）

来客数の動き ・先月までは客も、波があっても出てきて買物をする
様子が多かったが、今月に入ってから極端に少なく
なってしまった。何が原因か分からないが、背景には
総選挙や、急激に寒くなったことがあるのかもしれな
い。今月の後半は、幾分客が出てきたが、セール待ち
のような雰囲気も見られ、買物までには至らず、本当
に悪くなった。極端な悪さである。

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・売上の柱である映像関連商品、とりわけテレビが不
調続きで、前年比70％弱の実績にとどまっている。映
像関連商品は全体の30％強の構成比があり、全体に対
して約10％の落ち込みを出している。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・年末に向かうなかで総選挙が行われ、希望のある明
るい総選挙にはなりそうもなく、国民の不安が一層募
り、消費は今まで以上に鈍るのではないか。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・夜６時から深夜２時までの客数は減っている。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・来客数が減っている。

旅行代理店（経
営者）

販売量の動き ・今、総選挙モードに入っている。政治がなかなか進
展しない状況で、なおかつ景気もかなり冷え込んでい
るため、しばらく低迷傾向が続く。

タクシー運転手 お客様の様子 ・11月に入ってますます悪くなっている。１日の営業
回数が10回ぐらいであり、売上が１～２割落ちてい
る。特に深夜の客がいない。

タクシー（経営
者）

お客様の様子 ・不景気のため人の動きが悪く、前年同月比17％の減
少である。

その他レジャー
施設［アミュー
ズメント］（職
員）

お客様の様子 ・深夜から明け方にかけて、特に４～５時以降になる
と、水商売の従業員が帰りに遊びに来るということが
あったが、その人たちがほとんど来なくなり、その間
の客が大幅に減少している。

住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・相変わらず事務所、店舗等の引き合いはほとんどな
い。中古住宅で本当に安い物件等はちらほらあるが、
新築住宅の引き合いはあまりなく、まだまだ不動産価
格の下落が進み、デフレが進行している。

良く
なっている

その他製造業
［環境機器］
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・従来の環境機器装置のビジネスモデルは引き続き好
調である。また、今現在、500ｋｗ未満の発電を複数
準備、計画中の太陽光発電の件で、締め切り認可があ
り、大変忙しく動いている。

やや良く
なっている

一般機械器具製
造業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・長くは続かないと思うが、大口の注文が少し入って
きた。

変わらない 出版・印刷・同
関連産業（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・年賀状の時期になるが、件数が伸びない。前月と比
べても横ばいである。

窯業・土石製品
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・受注量、販売量共に相変わらず低迷している。

金属製品製造業
（経営者）

取引先の様子 ・特装車両のコンクリートミキサー車に対しては復興
需要が続いており、順調な受注量がある。産業機械の
コンプレッサーはここ数か月はやや減産傾向にあった
が、落ち着いたようである。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・自動車の動きが全く止まってしまった。おそらく中
国向けの関係とエコカー補助金が打ち切られた関係
で、在庫調整に進んでいるからである。他は季節の調
整をすれば変わらない。

輸送用機械器具
製造業（経営
者）

取引先の様子 ・１～９月中旬ごろまでが、まずまずの状況であった
が、９月下旬～11月は取引先、競争相手も若干落ちて
いるように感じる。

企業
動向
関連

(北関東)
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輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・ようやく冬本来の寒さとなり、季節商材である暖房
家電やインテリア類、衣料等の物量が動き出し、こた
つ、加湿器、布団等の動きが増している。また、イン
ターネット販売、ホームセンター向けの荷物が目立っ
て増加している状況である。ただし、前年は東日本大
震災で需要もあったため、前年比では少し下回ってい
る状況である。

新聞販売店［広
告］（総務担
当）

それ以外 ・今月のチラシ出稿量は101.4％となり、半年ぶりに
前年を上回った。しかし、温泉旅館の営業担当者の話
では、例年１泊の忘年会予約が入ってくる時期だが、
ほとんどなく危機感を募らせている。

司法書士 受注量や販売量
の動き

・以前は11月ごろから仕事が増え始めたが、そういっ
た時代は去ったようで、低いレベルで変わりなく続い
ている。

その他サービス
業［情報サービ
ス］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・特段の変化は見られない。

やや悪く
なっている

食料品製造業
（営業統括）

競争相手の様子 ・先日、県内の老舗ワイナリーが過剰投資によってホ
テルへ売却されるニュースが流れ、世間を驚かせた。
原因は売上減少によるものであり、各中小メーカーは
海外ワインに押され、四苦八苦しているのが現状であ
る。

食料品製造業
（製造担当）

受注量や販売量
の動き

・販売数が落ちている。

化学工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災の特需があり、仕事量も今のところあ
る。12月の賞与の支給も問題なさそうであり、今年は
久々の社内旅行も行った。

金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・得意先の受注量が少なくなっているため、これから
どうなるか全く不明である。

一般機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・油圧ショベル向けの仕事は引き続き低迷しており、
好調だった他の分野に関しても、計画より下回る状況
が出始めている。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・試作、作業量共に減ってきている。なり振りを構わ
ず仕事を確保しているが、休業日も出だしている。

金融業（経営企
画担当）

取引先の様子 ・尖閣諸島問題による中国人旅行者の激減が、当地の
観光業者に大きな影響を及ぼし、景況感を押し下げて
いる。

金融業（調査担
当）

取引先の様子 ・企業マインドの悪化が続いているほか、政策効果の
剥落、日中関係の悪化による製造業の生産減少が見え
始めている。

金融業（役員） 受注価格や販売
価格の動き

・自動車関連では、国内市場のパイがなくなっている
ため争奪戦になっている。競合しているため、受注量
及び受注単価が低下傾向にあり、利ざやが取れない。
また、飲食業関係では消費単価が下がっており、来客
状況も非常に悪くなっている。

不動産業（経営
者）

取引先の様子 ・少子化の影響で、入学者、入学希望者が減少し、設
備や備品類も古い物がそのまま使用され続けている。
ビルの維持管理においても、最小限の清掃のみで何年
も済ましている。

不動産業（管理
担当）

受注価格や販売
価格の動き

・建物管理に関して、今までは当社で修理して請求し
ていたが、修理に必要な部品を現物支給するので、そ
の分安くやって欲しいと依頼されることが増えた。や
ることは同じでも、当社の売上が減ることになる。

広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・広告宣伝予算が若干減っている。折込チラシの配布
部数、エリアの縮小や、パンフレットの発注ロットの
減少など、少しでも削減しようとする動きが多い。

社会保険労務士 取引先の様子 ・運送関連の事業所などで荷動きが悪くなってきてお
り、物の動きが停滞し始めている。

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・紅葉シーズンも短く、主な観光スポットには人出は
あったようだが、消費に結びつくほどの盛り上がりは
なく、他の製造業なども不振である。

悪く
なっている

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災による特需が一段落し、新規受注が下
降気味である。

輸送用機械器具
製造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・大手自動車メーカーからの３か月の生産見通しで
は、直近の受注量とのかい離が非常に目立ってきてお
り、発注量が下振れとなる。また、12月以降について
も減産基調に入ってくるという連絡があるため、非常
に先行き不透明になってきている。
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その他製造業
［宝石・貴金
属］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・卸売りが不調であり、問屋巡りをしても仕入意欲が
ない。卸の売上は大幅ダウンし、クリスマス用の商材
の需要も少ない。

建設業（総務担
当）

それ以外 ・公共工事主体で土木舗装工事を行っているが、決算
で売上高は前年比16％増である。しかし、工期延長に
よる大幅な赤字の現場が発生したため、２期連続の赤
字決算となってしまった。厳しい状況が続いた２期決
算である。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

○ ○ ○

変わらない 人材派遣会社
（経営者）

求職者数の動き ・大きい仕事の話はないが、小さい仕事については、
あちこちの会社から電話がある。

人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・住宅関連では、住宅着工が徐々に目立ってきている
が、動きが見られる程度で、これから先が分からない
ところである。ただ、自動車関連等の部品の動きが見
られた。また、年末に向けての衣料品、装飾品関係の
物品販売での募集傾向が多く見られる。

人材派遣会社
（営業担当）

雇用形態の様子 ・雇用形態は、派遣、契約から、パート、アルバイト
に特化してきている。本来なら正規雇用の人が、非正
規で働いている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・建設業の新規求人数は太陽光発電や、被災地の復興
関連求人が出始めており、前年比20％増となっている
が、求職者が希望する製造業は、長引く円高や日中関
係の悪化の影響から、前年比11.3％減と厳しい状況と
なっている。

学校［専門学
校］（副校長）

求人数の動き ・求人数が先月に比べ、増えてきているように感じ
る。しかし、増え方が例年と比べると、さほど変わら
ない。

やや悪く
なっている

人材派遣会社
（管理担当）

求人数の動き ・派遣の新規契約は０件で、契約終了は数件である。

求人情報誌製作
会社（経営者）

周辺企業の様子 ・景気低迷のなか、11月の周辺企業の求人は例年に比
べると大分減少している。

新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・忘年会向けの広告も減少する傾向が続いている。

職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・業績悪化のため事業停止に追い込まれ、自己破産申
請となる事業所などが前年同時期に比べて増えてきて
おり、人員整理、削減のあおりで仕事を失い、ハロー
ワーク窓口に駆け込む求職者が目立ってきている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・家電量販店や介護福祉系の求人はあるが、全体的に
新規求人が少なくなってきている。また、前月末で管
内大手企業のリストラで退職になった人の雇用保険手
続きは180人程度である。

悪く
なっている

－ － －

　４．南関東（地域別調査機関：（株）日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）
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良く
なっている

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・当店は、客数が多くなっている点が従来と非常に違
い、良くなっている。

観光名所（職
員）

来客数の動き ・今月は１年間でトップの成績を誇る月でもある。そ
のため、とても来客数の動きが良く、好成績に終わっ
ている。

その他レジャー
施設［アミュー
ズメント］（店
長）

来客数の動き ・母体となるショッピングセンターの改装が終わり、
集客が大きく伸びている。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・今月の販売量は目標数字の120％超となり、景気は
良いと判断した。また、３か月前と比べても明らかに
良かった。９月に入り来場客が増えたのだが、ようや
く販売に結びついてきている。消費税増税により動き
始めた客との商談が、ようやく成約につながってきて
いる。

やや良く
なっている

百貨店（店長） 来客数の動き ・政治家の発言から円安、株高になっており、今まで
よりは先行きに期待が持てる。気温の低下が冬物衣料
の売上をけん引している。

雇用
関連

(北関東)

家計
動向
関連

(南関東)
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スーパー（総務
担当）

販売量の動き ・今月に限ったことだが、11月の上旬に大きなセール
があったことと、気温の低下で冬物が一気に動いたこ
とにより、衣料品や寝具を中心とした住まいの品は良
くなっている。ただ懸念されることは、頻度品や食料
品などが前年を若干割っており、トータルとしては前
年を超えているが、不安が残っている。

コンビニ（商品
開発担当）

販売量の動き ・やっと冬らしい気候になってきたため、冬商材の販
売を中心に伸びてきている。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・気温の低下に伴い、秋冬物の需要が非常に高まり、
来店数が増えた。

通信会社（経営
者）

販売量の動き ・11月はテレビ加入が順調に獲得できており、イン
ターネットや電話も計画をオーバーしている。携帯電
話とのセット割、特に９月からの新型スマートフォン
に大きく引っ張られた面が大いにあり、今後も続きそ
うである。

通信会社（管理
担当）

お客様の様子 ・解散・総選挙による政治の動向及び年末に向けての
イベント等が街並みに出てきているため、やや良く
なっている。

通信会社（局
長）

販売量の動き ・１年を通じた季節要因の特需は、肌で感じることが
できる。通信系ビジネスのため、携帯電話を中心に活
気がある。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・契約数が上向いており、例年に比べて数が多い。そ
ろそろ消費税増税の影響も出てきたようである。

変わらない 商店街（代表
者）

それ以外 ・10月に少し持ち直してきたクレジットカードの取扱
が、いま一つ伸びず、現状維持といったところであ
る。イベントを仕掛けると反応は良いのだが、その勢
いが長続きしないため、好調とは言い切れない。政治
などの明るい材料が必要な気がする。

一般小売店［印
章］（経営者）

来客数の動き ・非常に客は少ない。ショッピングセンターが近隣に
いろいろあるため、客が身近なショッピングセンター
に分散してしまっているのではないかと思う。非常に
低迷している。

一般小売店
［靴・履物］
（店長）

単価の動き ・相変わらず良くない。特に単価がなかなか持ち直さ
ず、低い。当店も裾物が一番動いており、それ以外は
なかなか動かない状態が続いている。ひどい状態であ
る。

一般小売店［文
具］（販売企画
担当）

お客様の様子 ・外商系は、季節商材の案件等があったため、ある程
度伸びた。しかし、店頭の小売は、１人当たり客単価
がとても下がっていることや、また、天候不順のため
セールの際に雨が降ったことで、売上が大幅に減って
しまっている。これらを差し引いて、プラスマイナス
ゼロであり、そのまま変らない。

一般小売店
［茶］（営業担
当）

単価の動き ・毎年11月は創業祭を実施しており、前年比170％の
売上になったが、前々年比では７％の減少となってい
る。今年は天気も良く客数は伸びたが、客単価が低
く、ギフト需要の伸び悩みがうかがえる。

百貨店（売場主
任）

単価の動き ・気温の低下で、中旬から防寒アイテムのニーズが上
昇してきたが、客単価は前年に比べ３～５％下がって
いる。高額品の動きは９月から不調である。

百貨店（総務担
当）

来客数の動き ・催物などを企画しても来客数が伸びない。総選挙や
消費税増税などを背景に、客が消費ムードになってい
ないようである。お歳暮の状況も芳しくなく、年末の
商戦が気掛かりである。今後、売上の基となる来客数
がどのように推移するか注視する必要がある。

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・季節商材、ファッションがすべて実時期になってお
り、少し先に購入しておく顧客が激減している。その
量は前年を死守するのも厳しい。

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・11月に入り気温の低下とともに、防寒用品の動きが
出てきたが、全般的には厳しい状況が続いている。季
節的要因により、秋冬商材の動きが遅くなっており、
商品単価の違いから売上確保が厳しい面も見られる。
食料品については、購買客数も減少、商品単価も上が
らないといった二重苦の状態である。ただし、３か月
前に比べると、前年比のマイナスは徐々に縮小してき
ている。
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百貨店（販売管
理担当）

お客様の様子 ・11月に入り気温が低下してきたことから、コートな
どの冬物衣料や、野菜を中心とした鍋素材などの動き
が活発化して、売上が回復しつつある。しかし、平均
単価や客単価は微減しており、本当に必要な商品だけ
をよく吟味して購入するという客の様子から、購買意
欲の基調に変化はみられない。

百貨店（営業企
画担当）

販売量の動き ・冬物ファッションの動きが本格化し、前半は堅調に
推移したが、後半に入り総選挙等の影響もあるのか、
若干苦戦している。月のトータルでは前年並みの見込
みである。

スーパー（経営
者）

来客数の動き ・客数が減っている。客単価は少し上がっているが、
これは雨の影響もあると思う。10月が良くなかったた
め、それよりは少し良くなっているが、悪いなかで10
月よりは良くなっているという状況であり、全体的に
は良くない。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・11月の前半は気温もまだ高く衣料品も厳しかった
が、後半から気温がぐっと下がって冬に近づき、衣料
品や冬物関連商材が好調になってきている。しかし、
まだ食品の動きが改善されておらず、衣料品、住まい
関連商品頼みであるため、売上は、３か月前と比べて
依然として大きく切っている。

スーパー（店
長）

単価の動き ・安い物しか買わず、プラスアルファの関連商品を
買ってもらえないため、客単価も下がる。また、特売
は打つのだが、本当に安い物しか売れず、負のスパイ
ラルにはまっているようである。

スーパー（営業
担当）

単価の動き ・季節商材はようやく売れ始めたものの、単価が下
がっている傾向にある。

スーパー（仕入
担当）

販売量の動き ・不況感があり、家計支出が増える年末を前に節約志
向が強い。必要な物のみの購入となり、買上点数が伸
びない。

スーパー（仕入
担当）

販売量の動き ・買上点数は前年並みを維持しているものの、単価の
下落により売上が前年に届かない状況が続いている。

コンビニ（経営
者）

単価の動き ・売上、客数共に変化なく推移しているが、通常商品
の客単価が下落し、セールの繰り返しで、辛うじて売
上の減少を食い止めている。

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・買物客のぼやきをよく聞くようになった。増税や電
気料金などの値上げ、社会不安により生活防衛を意識
するような話をよく聞く。買物も値下げ品の更なる値
引きを要求するようになり、生活にゆとりがなくなっ
てきている様子がうかがえる。

衣料品専門店
（営業担当）

販売量の動き ・急に寒くなり、客が冬物を求めることが多くなって
きている。

衣料品専門店
（営業担当）

販売量の動き ・気温も下がり、通常、高単価の冬物、セーターや
ジャケット、コートが売れるはずだが、手ごろな価格
の物しか売れない。今月も前年比88％で終わってい
る。東日本大震災後以来、今月で前年比80％台が５か
月連続である。８月決算で赤字となり、今後プラスに
するには人を切るしかない深刻な状況である。

家電量販店（店
員）

お客様の様子 ・これから光熱費が値上がりし、電化製品が安くなる
なか、消費者への負担は一層厳しい状態になる。

家電量販店（統
括）

来客数の動き ・客数を前年維持することが非常に難しい。チラシ購
読率も年々低下しており、特に東名阪では激しい。チ
ラシ媒体での集客が困難である。

その他小売
［ゲーム］（開
発戦略担当）

販売量の動き ・国内は携帯機が上向き傾向で、良い年末商戦が始
まっているが、海外は新ハード、超強力タイトルの続
編が投入されたにもかかわらず、静かな印象である。

一般レストラン
（経営者）

販売量の動き ・３か月前の８月、８月１日～24日までの前年比は、
売上98.8％、客数99.1％である。今月、11月１日～28
日までの売上だけだが、前年比91.5％である。

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・客がお金を使わなくなり、客単価も非常に下がって
きている。ケータリングで2,500円、3,000円であった
が、今は1,500円や2,000円など、かなり落ち込んでい
る。１人当たりの消費単価は前年よりも10％は下がっ
てきている。

旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・新商品の販売状況が横ばいである。

タクシー（団体
役員）

お客様の様子 ・この数か月、特に無線配車件数の減少が続いてお
り、前年同月比約10％ずつ減少している。相変わら
ず、深夜時間帯のオーダーの減少が響き、悪いままで
変わっていない。
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通信会社（社
員）

それ以外 ・ダブル選挙など政情が慌ただしく動いているため、
生活については守りの雰囲気が強まっていると感じ
る。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・客の契約するサービスプランが、低価格のものが多
くなっている。また、空室、空店舗が増えており、長
い間、入居、テナントが決まらないようである。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・新規加入時のコース選択の傾向として、より安いも
のへ、無駄なものへは興味だけで加入しないという状
況に大きな変化はない。

通信会社（局
長）

お客様の様子 ・携帯タブレット端末の売行きは上昇しているが、そ
れを使うためのコンテンツの伸びには、まだつながっ
ていない。全体的には決して景気が上向いていること
はない。

パチンコ店（経
営者）

単価の動き ・当社のチェーン店で１軒スロットマシンの専門店が
あり、そこで少し前から低玉貸しといって、安い５ス
ロというのを始めた。そのコーナーはかなり客が多い
が、他の従来のコーナーは少し弱い。単価の動きとし
て、やはり客がお金を使わない所で遊ぶという印象を
受ける。

設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・仕事量の少ないまま、動きはない。

設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・以前から計画をしていた物件が、やっと具体化する
方向で話を進めている。また、公共建物については少
なくなってきているものの、今後も仕事としては出て
くるようである。

設計事務所（職
員）

それ以外 ・建築設計案件数はそれなりにあるが、受注に結び付
くものが少ない。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・依然として大きな動きは感じられない。ユーザーの
話のなかでは消費税増税により発生するとおもわれる
駆け込み需要を取込みたいいう話題は出ているが、具
体性はない。むしろ慎重になっており、控え目に感じ
る。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

販売量の動き ・総体的に景気が悪く、客の懐具合が非常に悪いた
め、どうしても安い大型店に流れていくのは、これは
もうどうしようもないことである。商店街を見ても人
通りが激変しており、非常に危機感を感じている。

商店街（代表
者）

販売量の動き ・世間全体がより安い物に流れ、し好品への出費は激
減している。若者はアルバイトや派遣といった不安定
な身分の人の割合が多くなってきたせいか、独身者、
結婚できない人が多く見られる。女性の社会進出がで
きないと言っているが、妻が働かなければ生活できな
い状況が本当の幸せなのだろうか。

一般小売店［和
菓子］（経営
者）

来客数の動き ・月の後半なって、天候不順で急に寒さが厳しくなっ
たため、客足がかなり鈍くなり、売上につながってい
ない。

一般小売店［家
電］（経営者）

販売量の動き ・年末に向けて多少の動きはあるが、単価等の値引き
交渉などいろいろある。とにかく家電製品がほとんど
出ない。

一般小売店［家
電］（経理担
当）

お客様の様子 ・商品を決める時、安価な物を選ぶ傾向が増えてい
る。総選挙もあり、消費者は不安材料が多くなってい
るようである。

一般小売店［文
房具］（経営
者）

販売量の動き ・一番の年賀状の印刷が今月始まったが、その印刷が
悪い。皆、パソコンでやるため悪くなってしまったの
だが、それにしても悪い状況である。

一般小売店
［茶］（営業担
当）

単価の動き ・お茶の単価を下げて欲しい、１ランク下げて購入し
たいという客が増えてきている。来客用のお茶やコー
ヒーはあまり下級の商品を選ばない一方で、社員用の
お茶やコーヒーの単価売上等が毎月下がってきてい
る。

百貨店（総務担
当）

お客様の様子 ・全体としては、販売量の動きから判断した。紳士婦
人ファッションといった衣料からリビング、食品ま
で、売上に関しては前年比のマイナスという傾向は変
わっていない。

百貨店（総務担
当）

販売量の動き ・夏の残暑が長引き、その後、一気に寒くなるため、
秋物は売れない時代になってきている。また、寒く
なっても重衣料が売れないことで、単価も下がり、売
上も減少傾向にある。
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百貨店（広報担
当）

競争相手の様子 ・現状では都内百貨店の売上は厳しく、回復傾向に
あった高額品の売行きに低迷の兆しがある。ボーナス
支給が前年割れという報道も出るなど、デフレ傾向が
依然として継続し、小売への風向きは厳しい。株価が
９千円台を回復し、円が80円台になるなど一時的に明
るい動きはあるが、安定しない。

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・売上を見れば明らかである。客の買いたい物、買わ
なくてはいけない物がなく、寒いから、持っていない
からは通用しない。特に洋服への関心が薄く、この状
況は続く。

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・お歳暮商戦に関しては、前年を上回り、好調に推移
している。

スーパー（店
長）

単価の動き ・チラシ初日の売上が通常日の指数よりも上がってき
ており、意図的に価格を下げて販売をしても、余分に
は売れない状況が続いている。点数が増えないため、
単価の下落分、売上も落ち込んでいる。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・今月、同じ町内にスーパーが開店した後、主婦層の
客が減少した。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・季節的な要因もあると思う。また、非常に天候が不
順で、暑かったのが急に寒くなったことなども影響し
ている。国内的にも非常に流動的で、いろいろな要素
が絡まって悪くなっている。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・当店の立地条件がターミナル駅に近いこともあり、
再開発によりいろいろな店が出店しにぎやかになっ
て、地域全体で客を呼べる力が蓄えられてきた。しか
し、ここへきて過当競争が始まり、道路１本隔てて客
の取合いになっており、大分激戦になってきている。
そのため、来客数が若干減っており、総売上も減って
いる。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・来客数が前年比98％の状態がずっと続いており、あ
まり回復の兆しがみられない。たばこも、その他の売
上も同様の傾向である。

コンビニ（商品
開発担当）

来客数の動き ・来客数が減少していることが最も大きな要因となっ
ており、下げ止まりの傾向が見られないためである。

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・客は今すぐ欲しい物を購入する傾向があるのと、11
月は寒い日が多かったため、防寒物が少々良かった。
そのこともあって、どうにか昨対を達成しそうであ
る。

衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・今月も不安定な天候に左右され、冬物商材の動きが
悪い。数量は前年並みだが、重衣料が売れない。雨の
多さ、寒暖の差で、客も購入に対して迷いがあるよう
である。

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・９月ごろから通行客や来客数が少なくなり、景気の
悪い状態が続いている。

家電量販店（営
業統括）

単価の動き ・販売価格を押し下げる消費者行動は一向に収まらな
い。ボーナス商戦が始まったが、販売単価は上昇の兆
しがない。スマートフォン関連商品や暖房器具が販売
点数を伸ばしているが、高額商品の動きは依然として
鈍い状況が続いている。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・当社は自動車の整備と販売をやっているが、整備は
順調に入っているが、販売があまり芳しくない。前年
度比３割減となっている。

乗用車販売店
（経営者）

お客様の様子 ・新車のエコカー補助金が終了してから新規客の来店
が減り、前年に比べて販売台数がかなり減少してい
る。

乗用車販売店
（総務担当）

販売量の動き ・土日週末フェアにおける誘客数の減少が目立ってお
り、顧客も購入に対して慎重である。新型車において
も、飛びつく感じが薄い。前年比で、新車は80％弱、
中古車は半減、辛うじて修理関係は横ばいである。

乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・台数もそうだが、売れている車種が軽自動車、ス
モールカーに偏り過ぎて、単価も安く利益が薄くなっ
ている。

乗用車販売店
（販売担当）

販売量の動き ・受注については、前月の約６割と随分下がってきて
いる。やはり、エコカー補助金が終わり、景気が停滞
している、将来の先行きが見えないということで、受
注ペースが鈍ってきている。

住関連専門店
（店長）

単価の動き ・広告で、紙製品が安くなると買いだめをしている客
が多い。まるで石油ショックの時の風景のようであ
る。
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住関連専門店
（統括）

販売量の動き ・来客数はある程度あるが、それに伴った売上、販売
実績がなく、買い控えが依然として続いている。

その他小売［雑
貨卸］（経営
者）

単価の動き ・総選挙も近付いてきて、先行き不透明である。

その他小売
［ショッピング
センター］（統
括）

お客様の様子 ・最近は客数、客単価共に低迷しており、消費の冷え
込みを実感している。

高級レストラン
（店長）

来客数の動き ・当業界にとっての一番の繁忙期である忘新年会シー
ズンを向かえているが、芳しくない状態が続いてい
る。

高級レストラン
（支配人）

来客数の動き ・ここ数か月間、中国企業と関係のある近隣企業で、
中国人の接待がほとんど見られなくなっている。

一般レストラン
（経営者）

販売量の動き ・夏から一気に冬へという温度変化のためか、冷たい
飲食メニューの注文が減り、客足に鈍さが目立ってい
る。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・例年と同じように宴会は入ってきているが、単価も
低く、宴会１つの人数の減少が顕著に見られる。フ
リーの客は今月に入って少し横ばいになってはいる
が、昨年は酉の市が３回あったが、今年は２回である
ため、その影響もかなり大きく出ている。

一般レストラン
（店長）

来客数の動き ・とにかく人が少ない。一体どこに行ってしまったの
かというくらい、ビルに人がいなくなっている。

一般レストラン
（スタッフ）

お客様の様子 ・基本的に当店は焼き鳥屋で居酒屋と違うため、宴会
は居酒屋みたいにはないが、今年は特に悪い。居酒屋
に聞いても宴会がまだ３分の１しか入っていないと
言っている。総選挙もよく分からないが、こういう時
期に総選挙をやっているため、もう12月に入るのに、
町が全く暮れという感じがしない。そのため悪い。

都市型ホテル
（スタッフ）

お客様の様子 ・宴会は、11月に入って、１月の新年会が業績不振を
理由に２件、600名がキャンセルになった。２月の仮
予約１件250名もキャンセルになり、客の料金に対す
る要望が更に安い物を求める傾向になっている。さら
に、今月のレストランはお祝い事の予約以外のフリー
の来客が少なく、特に土日は13時を回っても来客があ
り満席だったのが、空席が出る状態になっている。さ
らに宿泊は、朝食付きプランだと、見える料金が高く
なるため素泊りにして、少しでも見える料金を下げな
いと集客できなくなっており、朝食利用客が減少する
と、レストランの業績にも影響が出る。

都市型ホテル
（スタッフ）

お客様の様子 ・日中問題や米国のハリケーンの影響などで、宿泊及
び宴会の大型キャンセルがあり、ようやく復調の兆し
が見えていたところに痛手となっている。忘年会も順
調に受注をしていたが、直近での中小案件の動きがほ
とんどなく、景気の影響による取り止めや、レストラ
ン、居酒屋へ流れている状況である。全般的に客の動
きが鈍い。

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・婚礼相談の来館数が減っている。

都市型ホテル
（統括）

競争相手の様子 ・景気回復に向かう良い条件が全くなく、飲食店など
の撤退などが目に付くため、やや悪くなっている。

旅行代理店（経
営者）

販売量の動き ・前半は良かったが、後半に入ってから総選挙云々に
なったため、皆が尻込みを始めてしまい、なかなか思
うようにいかない。どちらともいえないような状況で
ある。

旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・３週目から問い合わせの電話が鳴らなくなり、団体
旅行の見積依頼が極端に減ってきている。更に追い打
ちをかけるように、12月に総選挙が決まってからは、
ぱったり電話が鳴り止んでいる。

旅行代理店（支
店長）

販売量の動き ・今年は当社にとって、東京スカイツリー開業という
大きなイベントがあり、法人団体旅行を中心に順調に
推移してきた。ただ、今月に入り、電話の件数や販売
の注文がかなり減ってきている。これは、予約が他社
でも取れやすくなったためであり、当社の優位性がや
や少なくなってきたことや、また、客もかなり行って
いることもあり、販売の問い合わせ等が減ってきてい
る。そのため、やや悪くなっている。
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タクシー運転手 お客様の様子 ・先月同様、昼間の利用がやや良いため、日中にどれ
だけ仕事ができるかが勝負である。夜から深夜に掛
け、利用がかなり減っており、売上も同様である。

通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・集合住宅の契約で、オーナーから支払いが厳しいと
の理由により解約となるケースが増えてきている。

通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・案件の話があっても、決定するまでの年月が長い。
もしくは、なくなるケースが多発している。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・インターネット及び電話サービスについては、共に
固定回線離れが進んでおり、契約数が伸び悩んでい
る。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・競合他社の低価格戦略のため、大きく計画を下回る
状況が続いている。

通信会社（管理
担当）

販売量の動き ・前月からのトレンドは変わらない。販売量の落ち込
みが大きくなっている。

ゴルフ場（支配
人）

単価の動き ・24年度は、来場者及び経常収入共に、夏過ぎまでは
順調に推移していたが、最近２か月は前年を下回って
いる。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・陽気が不安定なせいか、来店サイクルが鈍っている
ような気がする。

その他サービス
［保険代理店］
（経営者）

販売量の動き ・客が購入単価を抑え、且つ、購入すらもちゅうちょ
することが多くなっている。今必要なものだけ、とり
あえず購入する傾向にある。

設計事務所（経
営者）

それ以外 ・当社の仕事は建築、設計及び管理である。特に80％
以上、公共の設計をやっているが、現在は公共の指名
があまりない。そのため、民間の仕事を取ろう、もし
くは形にしようと、今までの顧客に対してダイレクト
メールなどで、客を掘り起こそうと頑張っている。年
末に向けて、年賀状やそういったものについても細か
く注意を払いながら、新しい客に結び付けようとして
いる。

設計事務所（所
長）

競争相手の様子 ・仕事量が減っているなかで、業者数が年々増えて
いっているため、非常に厳しい状況である。単価競争
も激しくなり、低価格競争に一段と拍車が掛かってい
る。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・当社の物件を販売している業者も、良い所と悪い所
ではっきり分かれており、全体的に客の動きも鈍く
なっている。地域によっては良い所もあるが、当社の
エリアはあまり良くない。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・見込客を受注に結びつけるまで、相当な苦労となっ
てきている。

その他住宅［住
宅資材］（営
業）

販売量の動き ・これまで少し量が動いていた建材関係も、若干落ち
着いてきている。その他の業種については落ち着いた
状況が続いているため、やや悪くなっている。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・店内催事、店外催事共に今年も数回やってきたが、
11月の催事については、目標の半分を下回るほどの悪
さで、今まででこれほど売上がなかったことはない。
来客数も非常に減っており、また来客の買上も減って
いる。

商店街（代表
者）

販売量の動き ・ここ数年、悪くなるばかりで対策が取れなくなりつ
つある。他の所では過去最高の利益などが話題に上っ
ているが、地域なのか業種なのか、良くなっている原
因を教えてほしい。

一般小売店［家
電］（経理担
当）

来客数の動き ・来客数が極端に悪くなっている。必要な物しか買わ
ない。

一般小売店［家
具］（経営者）

来客数の動き ・11月は毎年それほど忙しい月ではないのだが、今年
に限っては、とにかく来客数が少ない。いない時は全
く来ないという、今まであり得ない状況である。

一般小売店［祭
用品］（経営
者）

来客数の動き ・来客数、客単価共に減少している。

一般小売店［家
電］（経営者）

単価の動き ・客に高額商品を勧めても、単価の安い物しか決まっ
ていかない。

一般小売店［食
料雑貨］（経営
者）

来客数の動き ・大型競合店オープンにより、客の流れが変わったた
めである。

スーパー（ネッ
ト宅配担当）

販売量の動き ・８月以降から、全体的に客数、売上の微減が続いて
いる。必要な物以外は、安くても買わない傾向が強く
出ている。大手量販店も、各社値下げに走っており、
更に厳しくなる。
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コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・11月になって、かなり景気の悪化を感じる。夕方か
ら夜の来客が、かなり減っている。

乗用車販売店
（店長）

販売量の動き ・純受注はミニバンの勢いが戻り、コンパクトカーが
好調を維持したことで、前年並みまで回復したが、目
標台数までは届かなかった。要因として11月のバック
オーダーの不足もあって、総受注が大きく不足し、売
上台数も未達となった。新車拠点21店舗中４店舗のみ
が目標達成したという惨たんたる状態である。

その他小売［生
鮮魚介卸売］
（営業）

お客様の様子 ・政治に経済が振り回されていると思う。

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・10、11月と、会社員が極端に減っている。これは、
目に余るほどである。やはり企業が厳しいのではない
かと思う。

タクシー運転手 お客様の様子 ・今月は非常に悪くなっているところに、総選挙とい
う特殊要因が加わり、なお一層のマイナスになってい
る。どの商店、客などに聞いても、ボーナスが出せる
かどうかというような話も出てきており、非常に厳し
くなってきている。

タクシー運転手 それ以外 ・衆議院の解散、中国問題が混とんとしている。ま
た、日本経済は、今デフレスパイラルに陥っている。
そういうところから、タクシーも最低の景気になって
いる。今や空車待機列に並んで１～２時間待ちは当た
り前といったところである。

遊園地（職員） お客様の様子 ・飲食売店等での買い控え傾向など、支出抑制がみら
れる。

ゴルフ場（従業
員）

来客数の動き ・平成24年度以降のゴルフ場収入は、東日本大震災の
あった前年度の収入を上回れない状況にある。

その他サービス
［立体駐車場］
（経営者）

それ以外 ・契約車両が減ってきている。

住宅販売会社
（経営者）

単価の動き ・当社は住宅を扱う不動産デベロッパー業と総合建設
業だが、不動産価格が下がり続けており、デフレ経済
から脱却できない限り、景気は良くならないと思う。
工事の請負の面では、東日本大震災の影響で原価が上
昇しているにもかかわらず、公共事業を含めた請負価
格は低いままである。このような状態では景気はます
ます悪くなる。

良く
なっている

出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・当社特有の季節的要因による受注の増加がある。

やや良く
なっている

食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・半年ぶりに売上が前年をクリアしている。

出版・印刷・同
関連産業（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・印鑑や印刷の仕事をしている。会社関係と個人客が
あるが、今回は、ほとんど注文がなかった大きい企業
から特需があった。少し上向きである。

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・業種は違うものの、今月はここ数か月と比較して、
客数増加、売上増となっている取引先が多い。

変わらない 出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・今月は、前月までに比べて多少増加しているが、例
年悪くなっている。

プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・従来品の受注に大きな変化はないが、尖閣諸島問題
の影響か、顧客の予算の都合で、当てにしていた新規
企画が頓挫してしまった。

プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・当社は注文が順調に入ってきているが、取引先で倒
産した会社がある。景気が良いのか悪いのか少し判断
が難しいところである。

金属製品製造業
（経営者）

取引先の様子 ・自動車関連の金型部品は、リーマンショック以来低
迷していたが、ここ３か月くらいは回復傾向にあっ
た。しかし、中国問題と総選挙の関係か、先の経過が
見えなくなってきている。

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・中国向けの注文が一切止まっている。

電気機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・やはり全体の景気が悪いため、引き合いは比較的あ
るが成約率が１割に満たない状況で推移している。

その他製造業
［鞄］（経営
者）

取引先の様子 ・当社の得意先の１件は、主にデパート関係の問屋で
あり、そういった意味では大変苦戦しているようであ
る。当社には、少なくなったり多くなったりと極端な
変化はないが、苦戦していることは確かである。

企業
動向
関連

(南関東)
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建設業（経理担
当）

競争相手の様子 ・会社更生法を申請していた競合他社が、この不景気
でスポンサー企業も付かず、正式に清算手続きに入っ
た。低価格の受注競争が続き、体力がなくなった会社
から、これからも消えていきそうである。

輸送業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・同業他社との競合からか、荷主からの納品時の要請
がエスカレートしている。付帯作業が増え、輸送効率
が落ちる一方、その作業が料金に反映されないため、
収入の減少が生じている。

輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・総選挙が実施されるということで、その前しょう戦
というのか、いろいろと各党首が政見放送に出てい
る。非常に将来的には明るい方向に向かっていると感
じている。

輸送業（総務担
当）

取引先の様子 ・出荷量は少しずつ増えているが、運賃、作業賃が押
さえられているため、売上は微増である。

通信業（広報担
当）

受注量や販売量
の動き

・先月は良かったが、結局、ならしてみれば横ばいで
ある。

金融業（役員） 取引先の様子 ・不安定さを増す政治と、欧州の信用不安及び日中関
係悪化の影響を受ける輸出の減少により、先が見通せ
ない状態が続いている。

広告代理店（従
業員）

取引先の様子 ・総選挙の関係で若干だが業務が増えつつある。

広告代理店（営
業担当）

取引先の様子 ・元気のよいクライアントと、そうでないクライアン
トの差が激しい。積み上げ努力で現状を保っているた
め、先行きが読めない。

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・中小製造業にとっては、冬の時代が変わらず進行し
ている。

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・商業界は歳末商戦に入る。企画された売出し策が、
いろいろ打ち出されてくるだろうが、いずれも、年末
賞与は期待外れ、家計を預かる主婦の財布のひもは固
い、という前提でプランされたものが多い。

税理士 それ以外 ・最寄駅に行くまでの商店街の飲食店等を、夜、歩い
て外側から見る限りではあまり入っていない感じがす
る。そのため、景気が悪いと思う。

社会保険労務士 取引先の様子 ・資金繰りの厳しい会社が多く見受けられる。
その他サービス
業［情報サービ
ス］（従業員）

受注量や販売量
の動き

・インターネット対応のマンションにグレードアップ
する取り組みを実施しているが、受注件数が伸びな
い。

やや悪く
なっている

出版・印刷・同
関連産業（営業
担当）

取引先の様子 ・協力会社の営業が、他の印刷会社も、全体的に例年
になく年末の忙しさがないと言っている。

出版・印刷・同
関連産業（総務
担当）

競争相手の様子 ・同じ業種で、倒産件数が増えている。

金属製品製造業
（経営者）

競争相手の様子 ・当社付近の工業団地では、多くの企業が定時で終了
したり、帰休を使って休業している会社が多くある。

建設業（経営
者）

取引先の様子 ・改修工事やリフォーム、木造耐震補強の話はあるも
のの、新築の案件がなかなか受注できない。下請の企
業は職人の数が減っているせいか忙しいらしく、若手
のなり手もいない。

建設業（営業担
当）

取引先の様子 ・中国の暴動以来、自動車メーカーの輸出が悪化し、
国内での設備投資も控え始めている。また、他自動車
メーカーもリコール等の対応に追われており、施設整
備も順延している。

輸送業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・当社の不定期、チャーター部門が不振である。荷物
そのものの減少と、荷主のコスト意識の高まりによる
対策が進んでいるようである。

金融業（統括） 取引先の様子 ・顧客の資金ニーズが減っており、また政治が混迷し
ているからである。

金融業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・取引先の様子だが、２、３か月前と比べるとやはり
受注量は減っており、設備投資はほとんどない。小売
業も売上が減っている。消費税が引き上げられるとい
うことで、駆け込み需要として住宅が少し動いている
が、それ以外は伸び悩んでいる。景気はますます悪く
なっているようである。

金融業（渉外・
預金担当）

取引先の様子 ・製造業の受注減少が止まらない。
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不動産業（経営
者）

競争相手の様子 ・駅から３分の鉄筋コンクリート４階建て新築16室
が、６月完成だがいまだに11室が残っている。また、
駅から８分の新築４室24.35～26.89平米、賃料63,000
～65,000円で９月完成だが、まだ１室も決まっていな
い。昨年の４月以降同じ状態が続いている。

不動産業（従業
員）

それ以外 ・賃貸業を営んでいるが、居室、店舗を問わず空室が
埋まらない。また、賃料の値下げ要望が多くなってい
る。

不動産業（総務
担当）

競争相手の様子 ・ある地域で、競合他社に先がけてマンションの販売
を始め、販売当初は順調に売れていたが、ここにきて
競合他社が当社の販売状況を見て、当初の予定販売価
格を大幅に下げて販売を開始したため、急に販売状況
が悪化しだした。そのうち当社物件も値下げするので
はないかと、顧客が様子見の状況になっている。

広告代理店（経
営者）

取引先の様子 ・客先が新商品を発売したが、期待を大幅に下回る実
績しか上がらず、そのあおりで前年踏襲が予定されて
いた仕事が急きょキャンセルになった。

税理士 取引先の様子 ・年末に総選挙が決まり、慌ただしいだけで商売につ
ながる見込みはない。

その他サービス
業［警備］（経
営者）

取引先の様子 ・ここにきて公共事業現場が落ち着き始め、現場数が
減ってきている。

その他サービス
業［映像制作］
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・今後の予定が立たないという理由で、受注されてい
た仕事が複数キャンセルになった。

その他サービス
業［ソフト開
発］（経営者）

それ以外 ・夜の華やかさがないため、やや悪くなっている。

悪く
なっている

繊維工業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・輸入品が増え、消費者は安い物を買い求める傾向が
顕著となっており、国内製品への需要は一向に上向い
てこない。

出版・印刷・同
関連産業（所
長）

取引先の様子 ・次年度の年間契約案件のプレゼンが数件あったが、
全て他社の受注となってしまった。提案内容よりも価
格面での差が重視されているため、大手の競合他社に
は勝てない状況である。

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・ここにきて、売上が急に少なくなってきたため、悪
くなっている。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・今月は過去10年間で最悪の売上である。仕事の量が
減っていることと、値引き要求が激しいためである。

精密機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・前月よりも、更に受注量が10％以上落ち込んでい
る。

輸送用機械器具
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・中国やヨーロッパではないが、今、経済が減速して
いるため、工場などでも生産量がなく、そのため関連
している工具屋、油屋、産業廃棄物処理業者など、結
局、くずが出ないため連鎖反応である。デフレスパイ
ラルがもうずっと続いているため、皆、顔色が良くな
い。仕事がない、量がないなど、良い話は聞かない。

建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・政治が不安定すぎる。また、円高のため、悪くなっ
ている。

建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・商品が売れない。

金融業（支店
長）

取引先の様子 ・日銀が当面の金融緩和、低金利政策の継続を表明し
たにもかかわらず、個人、法人からの資金需要は出て
きていない。

その他サービス
業［廃棄物処
理］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・取引先工場などの統廃合、移転、廃業が、秋以降、
目立ってきている。残っている所でも稼働率が低下し
ており、取引量が少なくなっている。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・解散・総選挙に伴い、マスコミ、自治体等から問い
合わせや年末の販売応援など、短期的な求人が増加し
ている。

人材派遣会社
（支店長）

それ以外 ・年末に向けて派遣の依頼数が増えてきている。依頼
背景では、社員の後任として代替を派遣で入れるとい
うケースが増えている。

求人情報誌製作
会社（編集者）

採用者数の動き ・新卒採用においては、ここ数年間の採用手控えの反
動で、前年より採用を増やす企業が多くなってきてい
る。大手企業を含め、量販店や専門店の販売職種、中
堅企業の営業職などが目立っている。

雇用
関連

(南関東)
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学校［短期大
学］（就職担
当）

求人数の動き ・業界によってではあるが、保育系の求人票は増え続
けている。景気は回復していないと思うが、４月以来
の開拓により、数件ではあるが、実績から求人したい
ので学生を応募させてほしいとの声が入ってきてい
る。

変わらない 人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・どの業種も求人数が特に増えているというものはな
い。さらに、正社員よりも派遣、パート、アルバイト
に頼るという企業が増えているようである。

人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・求人はあるものの、採用すべきかを冷静に判断し、
必要数よりも少なめに厳選して採用活動を行っている
企業が複数見られる。

人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・求人数は若干増えてきているが、景気が回復してい
ると言えるほどではない。

人材派遣会社
（営業担当）

採用者数の動き ・求人数は増えてきているが、時期的なものなのか応
募者数が減っており、採用に結びつかない。

求人情報誌製作
会社（営業担
当）

求人数の動き ・新規の取引数が伸びていない。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は前年同月比12％の増加が見込まれてお
り、７か月連続で増加している。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・一般、パートの新規求人数が共に前年比で増加して
おり、ＩＴ、医療、サービス職で特に増加傾向にあ
る。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数は堅調であるが、職種等、求職者の希望との
ミスマッチが大きくなっている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・前年よりは求人は増え、求職者は減っている。しか
し、採用数は落ちている。やはり景気は、下に向かっ
ているのではないかという気がする。

民間職業紹介機
関（経営者）

採用者数の動き ・国内需要の改善が見られないため、積極的な求人依
頼がないが、専門領域に精通した海外業務経験者につ
いては、海外事業の拡大、強化のため求人依頼が多
い。

民間職業紹介機
関（職員）

採用者数の動き ・採用者数や求人数の推移でみれば、大きく数値が下
がってきていないためである。

学校［専修学
校］（就職担
当）

求人数の動き ・求人獲得数は前年同月比で大きな増減はなく、雇用
環境が好転している感覚はない。

やや悪く
なっている

求人情報誌製作
会社（広報担
当）

求職者数の動き ・大卒の就職率が下がっているようである。取引先か
らも、いわゆる有名大学でも、まだ内定が取れない人
の話をよく耳にする。景気の悪化がその状況を招いて
いるのではないかと思う。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・今月は倒産が２社、廃業が１社、今までより募集を
しなくなった所が５社、それに対して新規が15社で、
そのうち大口が３社あったが、減少したユーザーを上
回るものではなく、全体的に減少気味である。

悪く
なっている

－ － －

　５．東海（地域別調査機関：三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング（株））
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）
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良く
なっている

スーパー（店
長）

来客数の動き ・自店から２キロメートルほどの距離に、新規の競合
他社が出店し、さらに、そのすぐ近くに競合他社が閉
店した。そのことによると思われるが、来客数が増加
に転じ始めている。

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・この季節は、寒くなってくると商品が動くため、良
いのか悪いのか一概には言えないが、景気はやや良
い。

一般小売店［土
産］（経営者）

販売量の動き ・当地では遷宮を控え、参拝客数が増えている。その
お陰で、やや良い。

百貨店（販売促
進担当）

来客数の動き ・クリスマス・歳暮需要の来客が増えてきており、全
館通してにぎわいを見せている。それに伴い売上高も
堅調に推移している。

スーパー（総務
担当）

販売量の動き ・今月の平均気温が前年同月より低く、生鮮食品では
野菜を除く鮮魚・生肉、加工食品の鍋物、冬物商品が
よく売れている。

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・寒冬となり暖房機の売行きが堅調である。タブレッ
トＰＣの売行きも良い。テレビの売上減少を補ってい
る。

家計
動向
関連

(東海)
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乗用車販売店
（経営者）

来客数の動き ・冬支度に入ったため、やや良い。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・11月後半の週末だけであるが、多少来客数の動きが
増えている。

都市型ホテル
（従業員）

来客数の動き ・現在のデフレ経済下で強い会社の宿泊が多いように
思う。

都市型ホテル
（支配人）

来客数の動き ・短期的には、レジャー、ビジネスとも宿泊需要は高
い。宴会需要は、依然として低迷している。

旅行代理店（経
営者）

お客様の様子 ・年末年始の申込が例年より悪い気がするものの、韓
国・中国向けが少しずつ回復傾向にある。

タクシー運転手 来客数の動き ・タクシー代を惜しまない富裕層の利用が、11月後半
になって増えてきている。

通信会社（サー
ビス担当）

販売量の動き ・料金の値下げによって、申込が増加している。

ゴルフ場（企画
担当）

来客数の動き ・今月の来場者数は、ほぼ予算どおりである。10月、
11月はゴルフシーズンでもあり、予算も高くなってい
るが、予定どおりの入場者数のため、良く入っている
と言える。天候にも恵まれ、10月、11月と順調であ
る。

変わらない 商店街（代表
者）

販売量の動き ・例年、歳暮時期を迎え出荷量が増えるが、今年に
限っては９月以降の落ち込みをカバーできず、前年同
月比５％ほど減少している。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・会社関係・事業所関係等、仕事関係の来客数が本当
に少なくなっている。

一般小売店［高
級精肉］（企画
担当）

販売量の動き ・まだまだ食品業界には不況風が吹かない。

一般小売店［薬
局］（経営者）

販売量の動き ・景気の良いときは、例えばかぜ薬の他にプラスワン
で栄養剤などが売れたが、最近は必要最小限の小包装
が主に売れ、なかなか客単価が上がらず、売上も増え
ない。

一般小売店［土
産］（経営者）

来客数の動き ・連休時は大混乱するほどの人出であったが、それ以
外の時期は人出が少ない。人の気持ちも冷めている。
売上が前年同月を５％ほど割り込んでいる。

一般小売店［生
花］（経営者）

販売量の動き ・例年この時期は路地に花が咲くので生花があまり売
れないが、今年はそれが顕著である。

一般小売店［酒
類］（経営者）

来客数の動き ・飲食店への来客数が依然として悪い。改善する材料
が見出だせないところが多い。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・今までと変わらず、購入には慎重で、必要最低限の
物しか買わない。

百貨店（経理担
当）

お客様の様子 ・11月になり、気温も低下して冬物衣料品がようやく
動き出している。お歳暮商戦が本格的にスタートした
が、来客数・客単価共に減少・下落傾向にある。総選
挙等の影響も今後出てくる。

百貨店（販売担
当）

お客様の様子 ・高額品や期間限定の販売物を扱う競争相手が近隣に
なく、変わらず好調である。その他は、今必要な物し
か購入しない状況である。

百貨店（営業企
画担当）

来客数の動き ・来客数は前年同月比で微増である。商圏内の来街者
は前年同月並みであり、また、周辺の大型商業施設も
前年同月比増加で推移している。

スーパー（経営
者）

販売量の動き ・もっと良くなると期待していたが、変わらない。近
隣の観光施設の駐車場がすべて有料になったことが要
因かと考えている。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・客単価は前年同月比96％前後と低迷が続いている。
少量や使い切りのものなど、無駄なく買物をする傾向
が強い。衣料品についても、低価格で品質の良いもの
が増えているが、バーゲンにならないと動かない。

スーパー（店
長）

競争相手の様子 ・チラシの価格をみると、強烈に値下げしてきてい
る。当店も良くはないが、他店はもっと厳しいと推測
できる。これから年末年始になるので、この傾向は強
くなる。

スーパー（営業
担当）

単価の動き ・買上単価が上がらず、依然として厳しい。前年同月
比でも芳しくない。余分なものを買わない志向が続い
ている。

スーパー（販売
促進担当）

お客様の様子 ・今月の前半はセール予告で数字が良かったが、月末
までに失速している。累計では前月と変わらず推移す
る見込みである。
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コンビニ（企画
担当）

来客数の動き ・物の行き来、人の行き来が良くならない限り、景気
は良くならない。それを阻害するものを減らしていか
ない限り、むしろ、長期で低迷する可能性が高まって
いる。

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・当店の立地から考えて、夜の客がもう少し来店して
くれればと思うが、最近は客足が良くない。特に、最
終電車以降の時間帯は段々少なくなっている。

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・客の来店回数が以前より少なくなっているうえ、客
単価も落ち込んできている。今まで値段のことを言わ
なかった人も、値段を気にするようになってきてい
る。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・新車販売は、前年同月を大幅に下回り、厳しくなっ
ている。エコカー補助金が終わり、販売台数が大幅に
減少している。

乗用車販売店
（従業員）

来客数の動き ・販売量の動きから判断して、良くも悪くも、上でも
下でもなく、前月と変わっていない。

乗用車販売店
（販売担当）

来客数の動き ・輸入車に関しては、他メーカーと異なり、ディーゼ
ルエンジン車の販売が好調である。全体的には輸入
ディーゼルエンジン車ほど良いとは言えないが、比較
的好調である。

住関連専門店
（営業担当）

販売量の動き ・消費税増税前の駆け込み需要で、リフォーム・改修
工事等が少しずつ出始めている。公共工事・民間の設
備投資は少なめで、あまり変わらない。

その他専門店
［雑貨］（店
員）

お客様の様子 ・客は商品について、売り出し価格なのか定価なの
か、どこよりも安いのかそうでないのか、よく見極め
ている。

一般レストラン
（従業員）

来客数の動き ・相変わらず景気は低いレベルで推移しており最悪で
ある。客の入りもさっぱりで、夜10時以降、客がいな
い状態である。

その他飲食［仕
出し］（経営
者）

販売量の動き ・総選挙を前に、今後の消費税増税などの問題がどう
なるのか、様子見的な手控え感がある。

観光型ホテル
（販売担当）

来客数の動き ・前月に引き続き、訪日外国人についての影響は最小
限に食い止めている。婚礼の大幅な減少も一般宴会で
補い、なんとか予算は達成するものの、実績としては
前年同月より低いため、そうは喜べない。

都市型ホテル
（営業担当）

販売量の動き ・ホテル宴会場を使っての法人営業は３か月前と変わ
らず推移している。低い所で横ばいの状況である。

タクシー運転手 来客数の動き ・11月末になっても、夜の繁華街に人出が少ない。12
月のボーナスをあてに、11月末は忙しい時もあるが、
今年は人出がない。今年はボーナスが20～30％減少と
いう声を客からよく聞くため、そのせいもある。

通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・解約数こそ増えてはいないものの、新規契約は依然
として厳しい。新規契約者も、低価格サービスを選択
する客が圧倒的に多くなっている。

美顔美容室（経
営者）

お客様の様子 ・今までホームケアを買上の客で、買い渋る人が増え
てきている。

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・客のなかで、上手に節約しながらレジャー等を楽し
む傾向があるため、景気は良くなっているように見え
るが、経済的には難しい。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・業者発注価格がかなり上がってきている。しかし、
受注価格は下降傾向にある。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・いまだ、新築住宅購入への意欲に積極性はない。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

単価の動き ・1,000円以上商品と1,000円未満商品の販売比率が初
めて逆転した。来客数・箱単位販売数の変化はあまり
無いが、購買単価だけは落ちてきている。

一般小売店［自
然食品］（経営
者）

単価の動き ・販売量も前年同月に比べ減っており、単価の低いも
のへ移っている。

一般小売店［時
計］（経営者）

来客数の動き ・客単価が低い。

一般小売店［食
品］（経営者）

お客様の様子 ・季節限定商品が比較的よく売れており、前年同月の
実績をなんとかクリアできそうである。しかし、前月
に続き、来客数がもう一息のところで達成できていな
い。客の話を聞いても、ボーナスは額の問題ではな
く、出してもらえることで納得しているという厳しい
現状がある。
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一般小売店［書
店］（経営者）

単価の動き ・10月の悪さよりは持ち直しているが、客の購買行動
は良くない。12月に総選挙が始まるが、政治家が右往
左往していることから、客がどんどん白けている様子
が見られ、期待が持てない。この総選挙が良いのかど
うか、心配になっている。欲を言えば、この総選挙で
皆の気持ちががらっと変わってほしい。

一般小売店［贈
答品］（経営
者）

お客様の様子 ・11月はお歳暮の早期キャンペーンによる早取りの期
間である。例年では、安いため早く来てたくさん買う
というように、防衛面で早期に利用されていたが、今
年は自粛傾向がある。客の来店が少なくなり、買い控
えや、付き合いを減らす傾向が強まっている。個人、
法人共に贈答品の贈の部分をセーブしている。残念だ
が全体的に売上が３か月前から減っている。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・今月前半は結構良かったが、後半になると買物をす
る客が少ない。連休の時、お歳暮を買いに来る客が、
自分のものは買わずにお歳暮のみ買っているようで、
紙袋を持っている客が少ない。

百貨店（経理担
当）

販売量の動き ・11月の衣料品販売は、前半は好調であったが、後半
には失速し、全体としては10月に続き良くない。食品
は、おおむね好調である。

百貨店（販売担
当）

お客様の様子 ・ついで買い、衝動買いのような、目的のない購買は
引き続き厳しい。目的のあるものに関しても、吟味
し、絞り込んで、さらに値段も考えての購買になって
いる。生活を楽しむというよりも、生きていくために
最低限必要なものを購買している状況になっている。

百貨店（販売担
当）

販売量の動き ・ボーナス需要が少なく、また、客単価も低い。製造
業の中国問題による影響が大きい。

百貨店（経営企
画担当）

お客様の様子 ・スーパーなどの値下げが激しくなるなかで、百貨店
の衣料品に関する動きが鈍くなっている。価格に対す
る消費者の意識がさらに強まっており、販売単価が下
がっている状況である。

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・今月20日頃から冬物商戦が始まったばかりなのに、
売上不振のため、早くもディスカウントセールが始
まっている。地元で人気のうどん屋では、色々な割引
があり、少しでもお買得になるよう努力している。ま
た、総選挙が予定され、レストラン等に行く人が少な
くなっていると店主が言っている。消費の低迷が進
み、今月の景気は良くない。

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・中小顧客であるスーパーや八百屋が、皆11月に入り
来客数、客単価共に数％落ち、売上が２けた減少とい
うところが多いと聞く。

スーパー（店
長）

単価の動き ・単品単価の下落がまだまだ止まっていない。それを
カバーする点数が増加していないため、客単価も下
がっている。また、高額商品についてはさらに動きの
悪い状態である。

スーパー（店
員）

単価の動き ・この地方の名産である富有柿を贈答品として贈る客
が数多く見受けられ、売上増加の一端を担っている。
みかんも低価格傾向なので、買い渋る気配はなさそう
である。

スーパー（店
員）

単価の動き ・単価の安いものだけを選んで買物をしている状況が
続いている。

スーパー（店
員）

販売量の動き ・買物に来ている客が、必要なものを必要なだけしか
買っていかない。１人当たりの買上点数が、３か月前
と比べて少し減っている。

スーパー（販売
担当）

来客数の動き ・近くに競合店ができてから、土日の客がめっきり
減っている。

スーパー（商品
開発担当）

販売量の動き ・低価格プライベートブランドを投入したカテゴリー
は買上点数が上昇しているが、単価が下がって結果的
に売上につながっていない。満遍なく売上が減ってお
り、厳しい状況が続いている。

コンビニ（エリ
ア担当）

それ以外 ・売上は前年同月を下回り、客は価値があると感じる
商品しか購入しない傾向がある。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・新店オープンしても、想定している来客数をなかな
か呼び込めない。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・キャンペーン等により、単価の下げ止まりができて
いる。しかし、特に10月から来客数減少が大きく影響
し、売上が下降傾向である。

家電量販店（店
員）

単価の動き ・全体的に景気が悪くなってきている。単価競争や同
業者間の競争が熾烈になっている。
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乗用車販売店
（経営者）

お客様の様子 ・購買意欲の低下がうかがえる。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・軽自動車需要そのものは衰えていない。しかし、３
か月前はエコカー補助金がまだ有効だったので駆け込
み需要があったが、現在はそれもない。

乗用車販売店
（従業員）

お客様の様子 ・全体的に良くない。客の様子から言っても、景気が
良くない。車を進んで買おうという人が少ない。前月
に引き続き良くない。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・今月に入って車の受注台数が前年同月割れとなり、
目標未達を起こしている。来客数も前年同月に比べて
落ち込んでいる。大型車種も売れず、３月の決算セー
ルを前に買い控えている様子もうかがえるので、しば
らくは厳しい状況が続く。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・エコカー補助金の終了以降、来客数が増えない。客
は、今の景気では、事故で車がつぶれるような事でも
なければ、なかなか車を買換えようとは思えないと
言っており、環境の厳しさを実感する。

乗用車販売店
（総務担当）

販売量の動き ・エコカー補助金の終了による反動が起こっている。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・月ごとの変動をならしてみると、夏以降、来客数は
減少傾向にある。前年夏の放射能問題による来客数減
少の反動増という要因も無くなり、来客数･客単価共
に前年同月並みの水準で止まっている。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・繁華街は人通りも少なく、景気が悪いなか、客の財
布のひもは依然として固いままである。個人客も最近
は利用回数が減ってきている状態で、売上は減る一方
で良くない。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・３か月前は８月で、夏休みの家族客が新東名を使っ
て来たため、１か月間で伸びがあった。しかし最近に
なり、総選挙に対しての様子見なのか、客足が鈍く
なってきている。３か月前と比べてやや悪くなってい
る。

都市型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・客の予約の直近化傾向が強まっている。

旅行代理店（経
営者）

単価の動き ・客の動きも悪い上に、単価の安いものが集中してい
る。その反面、高額な商品も売れているので、旅行の
客層も上下に分かれ、中間層がいない。

旅行代理店（経
営者）

お客様の様子 ・年末年始の旅行受注は、例年になく好調であった
が、ここにきて客の都合による大口のキャンセルが発
生している。原因は、客の会社が中国問題で受注が激
減し、見通しが全く立たないためだという。キャンセ
ル料を払ってでも、キャンセルした方が良いという判
断である。このような事例も発生しているので、単に
年末年始の受注が増えたからと言って、景気は上向い
てはいない。

旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・受付方法を少し変えたこともあるが、年末年始にか
けての帰省を含めた旅行自体が、減っている。

旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・しばらくは底辺での横ばいという感じであったとこ
ろへ、年内総選挙が決まったことにより、官公庁の忘
新年会や職員旅行などの団体旅行が減少し、一般の旅
行意欲も低下している。海外旅行も、中国を中心に減
少したまま戻ってこない。

タクシー運転手 来客数の動き ・昼間のタクシー利用も減少してきている。例年11月
20日以降に始まる忘年会もほとんど目立たず、夜の繁
華街は活気がなく静かである。

タクシー運転手 お客様の様子 ・相変わらず夜の客の動きが悪い。振り返ると、お盆
以降売上が0.5％～10％ほど、ずっと落ち込んでいる
状態が続いている。

通信会社（営業
担当）

それ以外 ・街中にも活気が無く、新聞紙上でも明るさを感じる
記事がほとんど見当たらない。国道端でもガソリンス
タンドでも、閉鎖している場所も多く、大人の遊技場
と言われるパチンコ店も、あちこちに閉店した店が見
受けられる。

通信会社（営業
担当）

単価の動き ・現在、固定電話の廃止が増加していることにより、
売上が減少している。

テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・今月は来客数、客単価共に下げた状況である。天候
等の要素もあったものの、やや悪くなっている。

観光名所（案内
係）

お客様の様子 ・特にいつもと変わりはないが、来客数が減ってい
る。
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パチンコ店（経
営者）

販売量の動き ・来客数の動きがやや悪い。

理美容室（経営
者）

来客数の動き ・客があまり来てくれない。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・販売量が落ちている。他社の動きは不明なので、業
界的に減少しているのかは不明であるが、例年同月よ
り落ち込んでいる。

その他住宅［住
宅管理］（従業
員）

お客様の様子 ・来客数は変わらないが、商談がなかなか良いところ
までいかない。物件は探すが、なかなか決めない状況
の客が多い。消費税率が上がるまでに決めればよい
と、長いスパンで考えているようである。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

販売量の動き ・発注の件数、売上共に激減している。例年、11月は
比較的売上の多い月であったが、もう過去のことであ
り、今後はそのような傾向もなくなるのだろう。仕入
先の営業担当の話でも、売上は相当減っているようで
ある。

一般小売店［結
納品］（経営
者）

販売量の動き ・とにかく来客数が少なく、販売量が非常に減少して
いる。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・来客数の前年同月比が月を追うごとに悪くなってい
る。競合店ができた店舗はもちろん、周辺の環境が変
わっていない店舗でも、前年割れが出てきている。

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・来客数と共に客１人当たりの買上単価が低下してい
る。これは、寒くなってきて飲料水が出なくなったた
めである。

衣料品専門店
（販売企画担
当）

販売量の動き ・販売量が激減している。10年以上商売をしていて、
全く何も売れない日があったのは初めてである。

家電量販店（店
員）

来客数の動き ・政治が落ち着かず、世の中が不安定な状態であるた
め、客の買い控えが起きている。エコポイント終了に
よる谷から徐々に回復基調にあったところに、経済が
悪化傾向に向き始めているようで、非常に危機感を覚
える。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・エコカー補助金が終了してからは、売行きがガタン
と落ち込んでいる。

その他専門店
［貴金属］（店
長）

それ以外 ・前月に比べると、特に売上は落ちている。消費者の
低価格志向は変わっておらず、同乗者も悲鳴を上げて
いる。次の与党に期待している。

旅行代理店（経
営者）

それ以外 ・近所の喫茶店の経営者がもう仕事を止めたいとこぼ
している。全く来客がなくなってしまっている。企業
数も半減しているし、当社も客単価がどんどん下がっ
ており、旅行業自体が成り立っていない。

テーマパーク
（職員）

お客様の様子 ・中国人の入場者はほとんどない。日本人の団体客も
ほとんどない。

美容室（経営
者）

それ以外 ・今までにないほど今月は暇である。何が原因かさっ
ぱり分からず困っている。

美容室（経営
者）

競争相手の様子 ・景気も良くなく、将来の不安で、客がお金を使わな
くなっている。

理容室（経営
者）

お客様の様子 ・相変わらず景気の良い話はない。どんどん安い店に
流れる。

住宅販売会社
（経営者）

競争相手の様子 ・売行きが悪い。単価を下げても今一つの状況であ
る。

良く
なっている

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・年末にかけて、パーラー業界の設備投資・新店計画
が増えたために、受注量が増える。特に当社商品の販
売が多くなっている。

やや良く
なっている

紙加工品［段
ボール］製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・中国向け自動車部品梱包用段ボールの販売量が急激
に減少していたが、11月に底を打ち、12月中旬からの
受注見込みがやや回復している。

一般機械器具製
造業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・海外の電子部品メーカー及び電気部品メーカーの動
きが、底を打っている。

輸送用機械器具
製造業（品質管
理担当）

取引先の様子 ・客先の生産計画スケジュールから判断して、やや良
い。

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・中古の売れ残り住宅が、ずいぶん取引されてきてい
る。消費税増税前の駆け込み需要の動きがはっきり見
られる。

その他サービス
業［ソフト開
発］（社員）

取引先の様子 ・大手自動車メーカー系の客において、ＩＴ開発が継
続して発生している。

企業
動向
関連

(東海)
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変わらない 出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・忘新年会企画で広告掲載した飲食店では、年内総選
挙が決まって以降、忘年会の予約キャンセルが入って
いる。行政関係の客は特に顕著であるという。こんな
所にも、総選挙による経済へのマイナス効果がある。

化学工業（総務
担当）

それ以外 ・震災関係の需要が、売上を増やしている。

化学工業（企画
担当）

受注量や販売量
の動き

・国内受注が月割り予算を下回る傾向は、変わってい
ない。欧州での売上は低調である。米国及び中国のみ
予算を上回っているが、中国に関しては政情から、予
測できない部分が多い。

化学工業（人事
担当）

受注量や販売量
の動き

・日本では後発薬への信頼性の不安から、海外と比べ
普及がスローであったが、最近は値段が安いことを重
視し、新薬から後発薬への切替えが徐々に増えてきて
いる。

窯業・土石製品
製造業（社員）

取引先の様子 ・取引先の中には、稼働率が半分に落ち込んでいると
ころがあり、全体的には20％ほど落ち込んでいる印象
がある。中国への輸出が、先方でストップしていると
いう話も多い。

鉄鋼業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・通常の年であれば、他の月に比べて月商が１割から
２割程度多く見込める月であるが、本年はほとんど横
ばいであり、実質的には売上減少になっている。

金属製品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・工場の生産能力を上回る受注が入っているが、その
傾向がこの２年間は特に顕著である。製造元が減って
いるかと思う。その割には価格上昇が見えてこず、安
値受注が横行している。

一般機械器具製
造業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・北米市場では10月から新会計年度が始まったが、引
き合い件数も増えず、受注金額がかつてないほど低調
なまま推移している。中国を始めとするアジア市場
も、引き合い件数、受注金額共に低調である。

電気機械器具製
造業

取引先の様子 ・設備投資意欲は停滞している。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・不動産開発業では、マンション・戸建共に来場者数
が一時期より少し停滞気味である。

建設業（営業担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・入札関係等の雇用費及び処分費の設定値が、１％弱
ずつ下がっている。

輸送業（エリア
担当）

受注価格や販売
価格の動き

・売上金額で前年は9.8％減少、今年は0.9％減少とな
り、前年同月比較で8.9ポイント良くなったように見
えるが、前年の10月からは売上の伸び率が止まってし
まっている。今年の７月からは前年同月割れが続いて
いる。

輸送業（エリア
担当）

受注量や販売量
の動き

・３か月前のお盆の時と比べ、今の荷物の取扱量は変
わっていない。景気は３か月前と変わらず、悪いまま
である。

金融業（企画担
当）

取引先の様子 ・為替が円安方向に進んでおり、企業業績へのプラス
の影響や個人投資家の投資意欲も回復しつつあるが、
上向きというほどでもない。

不動産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・総選挙に絡み、問い合わせ等が減っている。

不動産業（管理
担当）

取引先の様子 ・ここ３か月全く動きがなく、以前と変わりない。

不動産業（開発
担当）

受注量や販売量
の動き

・一部消費税増税に向けた駆け込み需要の動きがある
ものの、政府施策が不透明ななかで、現時点において
特に大きな変化は感じられない。

広告代理店（制
作担当）

取引先の様子 ・出稿量等はそれほど変わっていないが、受注があっ
ても見積の時点で金額を削られてしまう状態が続いて
いる。

新聞販売店［広
告］（店主）

受注量や販売量
の動き

・例年11月はチラシが最も多い月であるが、10％ほど
減っている。

やや悪く
なっている

食料品製造業
（経営企画担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・依然としてデフレ状況が継続し、店頭価格の下落と
原材料価格高騰の間で、収益が圧迫されている傾向が
ますます強い。先行きも不透明感が続き、コスト削減
にも限界がある。

パルプ・紙・紙
加工品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・特に中国問題の悪化により中国向けが悪く、それに
伴い、関連する受注量・販売量が減少している。

金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・受注量が減少している。

電気機械器具製
造業（企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・欧州向けの販売は低迷したままであるし、加えて、
中国での売上も減少している。
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電気機械器具製
造業（営業担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・中国問題などで影響が出始めている。

輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・総合スーパーやホームセンター向けの物量が低迷し
ており、さらに単価の低いものの割合が多いために、
売上も減っている。消費者の買い控えが顕著なためと
思われる。

輸送業（エリア
担当）

受注量や販売量
の動き

・中国関係の貨物が減っている。

通信会社（法人
営業担当）

それ以外 ・７～９月のＧＤＰ3.5％減、輸出５％減、設備投資
3.2％減（米国の大手金融機関の破たん時は5.5％
減）、貿易赤字5,000億円、生活保護215万人等の情報
から、やや悪い。

金融業（法人営
業担当）

取引先の様子 ・エコカー補助金終了に伴い、国内自動車販売の反動
減による地元自動車メーカーの生産減少を映じ、部品
メーカーの受注も減少している。

公認会計士 それ以外 ・会計事務所のクライアントの業績が向上傾向にな
い。また、経営改善計画を金融機関に提出している会
社で、実績値が計画に届いていない会社が多い。

会計事務所（職
員）

取引先の様子 ・小売店の販売形態がネット販売に主力を置くように
なっている昨今、前年同月と比較すると大きく変わっ
ている。特に食品関係では原価を切っての販売が目
立っている。ネット販売は今後さらに注目を浴びる形
態であり、競争激化は間違いない。

会計事務所（社
会保険労務士）

取引先の様子 ・大手自動車メーカー関連の企業が休業を実施してい
る。自社が自動車関連の製品を作っていると意識して
いないくらいの下請企業も多いが、どこも受注が減少
している。

その他非製造業
［ソフト開発］
（経営者）

取引先の様子 ・飲食店は、安い店には客がいるが少ない。日本全体
に不況感が蔓延している。各工場においても、生産は
７割ほどしか戻ってきていない。年末に向け少しは上
昇すると思うが、経営的には非常に厳しい状態であ
る。

悪く
なっている

輸送用機械器具
製造業（総務経
理担当）

受注量や販売量
の動き

・もともと欧州向けが出なかったため景気が悪かった
ところへ、尖閣諸島問題があり、日本から中国向けの
物の流れが止まっている。そのため景気が悪くなって
いる。

輸送業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・自動車関連の物流や中国関係の物流が低調である。
名古屋港でコンテナを扱う会社から、仕事が減って給
料が減ったため転職をしたいと、在職中のドライバー
が面接に応募してきたことからも、物流は低調である
と言える。

金融業（従業
員）

取引先の様子 ・自動車関連の会社が多いが、中国問題の影響か、生
産自体を減らしたり、月で数日の休みをつくったりし
て、稼動させていない会社が多くなってきている。今
後の見通しも立っておらず、景気は明らかに悪い。

その他サービス
業［広告印刷］
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・低迷状態がずっと続いているが、特に今月は全くと
言ってよいほど動きがない。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・ブライダルシーズンで週末は婚礼が好調であること
に加えて、今月末には法人関係の忘年会が入り始め、
良くなっている。

人材派遣会社
（営業担当）

採用者数の動き ・新卒の内定率からも類推されるように、雇用状況が
やや改善に向かっている。

人材派遣会社
（支店長）

求人数の動き ・３か月前と比べて、求人数は170％増加、季節要因
を差し引いても120％増加している。２か月連続での
増加傾向であり、やや改善が見られる。

変わらない 人材派遣会社
（経営企画）

採用者数の動き ・客からの需要はおう盛であるが、採用市場は売手市
場となっており、当社基準を満たす優秀な人材の採用
競争が、厳しくなっている。

人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・当地では、ほとんど求人の動きがない。名古屋・東
京・大阪ではある程度あるが、地方にはほとんどない
のが現状である。

人材派遣会社
（営業担当）

周辺企業の様子 ・県内の大手メーカーの工場閉鎖により、失業者が増
加する見込みである。

やや悪く
なっている

人材派遣会社
（社員）

それ以外 ・消費税増税の動きに対する、金融業界の固定費削減
による雇用抑制や、中小企業金融円滑化法の終了の影
響で、やや悪い。

雇用
関連

(東海)
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人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・企業の早期退職制度を利用した、早期退職者の数が
増えている。

人材派遣会社
（営業担当）

周辺企業の様子 ・取引先の大手電気メーカーからの技術者派遣の引き
合いの減少に加え、自動車メーカーの技術投資が抑制
されている傾向が感じられる。

アウトソーシン
グ企業（エリア
担当）

それ以外 ・エコカー補助金が終了し、新車販売台数の伸び悩み
に伴って自動車の生産調整が行われているため、景気
はやや悪くなっている。

新聞社［求人広
告］（営業担
当）

求人数の動き ・医療、看護、介護系以外の求人件数は、総じて減少
傾向にある。特に製造業の求人は厳しい状況にある。

職業安定所（所
長）

求人数の動き ・新規求人数は、前月と比較して約10％程度減少して
いる。自動車部品等の製造を行っている４次、５次下
請事業所は、円高や海外の諸事情の影響を受けて取引
先からの受注が10％以上減少しており、新規求人の提
出には、より慎重になっている。一方、介護・福祉関
係の新規求人は増えているものの、増加幅の減少が見
られる。

職業安定所（職
員）

それ以外 ・雇用保険受給申請者数が、前年同月比で３か月連続
増加している。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・求職者は９月、10月、11月と増えている。周辺企業
で、人員整理等により希望退職者が増えている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・卸売・小売・製造派遣を除く派遣等の求人は、横ば
いからやや増加傾向にあるが、製造業は大幅に減少し
ている。正社員の比率は全体の半分を大きく割りこ
み、45％程度まで落ち込んでおり、契約・派遣社員の
比率が上がっている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・正社員求人が減り、パート求人が増えている状況
で、なかなか求人数は増えていない。中小企業緊急雇
用安定助成金や雇用調整助成金の再開、新規利用に関
する問い合わせが、窓口や電話でも増えてきている。

職業安定所（次
長）

求職者数の動き ・10月の当ハローワークへの新規求職申込件数が、３
か月ぶりに前年同月比で増加し、有効求職者数は、平
成22年１月以来２年９か月ぶりに前年同月比増加に転
じた。新規求人数及び有効求人数は、引き続き前年同
月比増加が続いているが、増加幅が縮小傾向にある。

悪く
なっている

新聞社［求人広
告］（営業担
当）

それ以外 ・底堅い部分もあるものの、ハローワークで求人がま
かなえ、民間求人媒体まで回ってこないケースも目
立ってきている。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・新規求職者が増加している。20～44歳については、
自己都合による退職者が増加、45～64歳については事
業所都合による離職者が増加している。また、50～64
歳は在職中の新規求職者が増加している。まとまった
人数の企業整備は今のところ見られないことから、中
小企業において中高年層からリストラが始まっている
と思われる。

　６．北陸（地域別調査機関：（財）北陸経済研究所）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）
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良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

一般小売店［精
肉］（店長）

来客数の動き ・今月に入って来客数が増えている。この調子は続く
ように思われる。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・秋の行楽シーズンということもあるが、販売量につ
いては前年同月実績、前々年同月実績より伸びてい
る。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・新商品発売に伴い客の購買率が高くなっている。ま
た、タブレット端末などの大幅値下げにより販売に拍
車をかけている。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・９月まで前年をクリアしていた来客数が、10月は前
年割れとなった。しかし、11月の後半になって勢いを
取り戻し、前年同月実績をクリアした。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・消費税の今後の動向を見ながら、展示場の来場者数
が増えてきている。

変わらない 商店街（代表
者）

お客様の様子 ・ポイント２倍など催事があると少し動きが出る。寒
くなったためアウターに前年より早く動きが出てい
る。

家計
動向
関連

(北陸)
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百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・気温の低下にも影響されたが、お買い得感のある商
品には客は反応を見せている。

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・11月は、地元電力会社の自粛や冬期間の節電要請が
あり、寝具や電気を使わない石油ストーブなどの商材
の売上は前年の３～４割増し程度で伸びている。ただ
その背景には、店独自で前年に実施していない企画、
はがきを出したり新聞に載せたりというような、経費
をかけた企画を月に２回大きく入れている。このよう
な施策と電力会社の節電要請などが相まって、やや良
い月だった気がするが、実質的には大きな変化はな
い。

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・クラブカードのダブルポイント時の集客は見込める
が、店舗全体でのイベントがない週は大変苦戦してい
る。しっかりと固定客をつかんでいる売場しか予算を
クリアできないという状態となっている。

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・繁忙期ということもあり地下食品フロアは、成績が
わりと伸びているが、それでも前年同月から見ると伸
び悩んでいる。婦人服フロアに関しては、どうしても
重衣料の動きがあまり良くない。下着関係は気温の低
下と共に、客の購買意欲が高まっていると思われる。

百貨店（売場担
当）

単価の動き ・客単価は、前年同月比101％とやや上向きにも見え
るが、全体の売上が前年比98％であり、客数全体では
前年割れとなっている。大きな変化はない。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・客の買物の中身をみると、景気に関しても特に変
わっていないのではと考えている。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・以前にも増して、食の購入にはシビアになってい
る。現状でも必要以外での購買は少なく、無駄な買物
はしていないという状況である。販売する方として
も、利益が薄い特売での買物が、さらに増えている状
況といえる。

スーパー（総務
担当）

単価の動き ・全国的な食料品の単価低下のなか、県内でも価格競
争が激化し、生き残りをかけた体力勝負の感が強まっ
ている。特に一般食品では一部に値上がりがあるもの
の総じて単価低下により前年売上実績に届かず、かつ
買上点数も伸びない状況である。

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・２号店において売上の前年同月比が90％にも届かな
い状況が続いている。競合店の出店以来厳しい状況は
変わっていない。２号店は当初契約の10年更新の時期
を迎えているが更新を止めようかと思っている。

コンビニ（店
長）

単価の動き ・３か月前は暑くて当然単価も高かった。11月は例年
単価の悪い時期なのだが、最近、いつもよりも単価が
伸び悩んでいる。例年ならば、カタログなどによるお
歳暮といったようなものの売上があるのだが、今月は
そういった売上がほとんどなかったため、他も非常に
下がっている。こういうこともあり、売上が下がって
いる状態である。

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・あるイベントを実施して実感したことだが、皆さん
多少のお金は持っている。今日必要なものは今日買
う、明日必要なものは明日考える。今日しか買えなく
て絶対お得なものは今日買う。物余りの時代になって
長期間経過している。デフレはまだまだ続きそうであ
る。

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・来客数は前年同月と比較しても変化は少ないのだ
が、販売量は減少している。同時に単価も下がってい
る。

家電量販店（管
理本部）

単価の動き ・来客数は前年並みだが売れ筋商品が変化したため、
単価が低くなっており、全体の販売額を押し下げてい
る。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・広告など宣伝量は多くしているものの、普通車が全
く売れない。客は維持費の安い軽自動車を選択する人
が多くなった。

乗用車販売店
（経理担当）

販売量の動き ・エコカー補助金が９月下旬で終了し、車の販売量は
前年同月比80％となった。しかし、２年前のエコカー
補助金終了時との比較では120％である。補助金とい
う特殊要因を除けば、個人消費の動向は変わらないと
見受けられる。

自動車備品販売
店（従業員）

単価の動き ・今月は、降雪予報などで例年並みの数量や来客数が
確保できたが、タイヤ単価は前年より低下しており、
客の声でも少しでも安価な商品購入を考えている方が
多い。
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その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（経営
者）

お客様の様子 ・11月に入り灯油が動いたため、何か景気が良くなっ
たと思われるが、実際のところは変わらない。冬用タ
イヤやガソリンなどその他の商品の売行きが変わらな
いからである。

その他専門店
［医薬品］（総
務担当）

来客数の動き ・前月下旬から急に寒くなり、暖か肌着、湯たんぽな
どの省エネグッズが動き始めたが、量的には前年同月
比で見劣りする。湯たんぽはひと通り行き渡った観が
ある。風邪薬は例年通りの動き、化粧品は高額品の動
きが今一歩なものの、低価格帯の商品はよく動いてい
る。

高級レストラン
（スタッフ）

販売量の動き ・11月は例年の110％ほどで好調に推移し、前月上旬
の鈍化分を補っていたが、総選挙の決定後は勢いが鈍
化していて、差し引き例年並みの受注である。

一般レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・月２回あった連休も概ね好調で、前月同様、前年並
みで推移した。ただ、店舗で使用するＰＯＳレジなど
の電子機器関係は尖閣諸島問題や中国での税関差止め
問題などで国内在庫も少なくなり、入手に月日がかか
るようになっている。

観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・９月以降、団体の予約数が少ない。さらに１件当た
りの団体の人数も少なく、前年同月比10％弱の入込数
減になっている。

観光型旅館（ス
タッフ）

来客数の動き ・総売上は前年同月比88％、宿泊人数は同85％、宿泊
単価は同105％となり、宿泊人数減が売上減の要因で
あり、北陸方面への動きが団体旅行を中心に回復して
いない。

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・婚礼を除き、全部門で前年同月比が増加傾向にあ
る。

タクシー運転手 来客数の動き ・忘年会を12月に控えているためか人出は少ない。ま
た、衆議院が解散したため総選挙を控えており、人出
は少なく、あまり良くなかった。

タクシー運転手 販売量の動き ・今月は雨の日が多かったが、利用はそんなに伸びな
かった。

通信会社（職
員）

お客様の様子 ・かなり得なキャンペーンに対しても、今一つ反応が
薄い。

通信会社（社
員）

販売量の動き ・スマートフォンの需要は継続的に好調である。

通信会社（役
員）

販売量の動き ・前年と比較し、契約件数は徐々に減少傾向にある
が、そのなかにあってもインターネット、電話サービ
ス契約については持ち直しの動きがみられる。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・新製品が欲しい客は購入に積極的だと思われるが、
月々のランニングコストにはシビアである。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・例年この時期だと、来春の工事着工に向けて客の展
示会への来場や、問合わせの動きが活発になってくる
が、３か月前と比較しても変化が見られない。

やや悪く
なっている

一般小売店［事
務用品］（役
員）

販売量の動き ・我々の業界では、秋にある程度購入する客の予算が
おりて物を購入するというような、官公庁関連の客の
仕事が、本来であればある程度あったのだが、今年に
関してはそういった部分の需要が全くなく、会社的に
は苦戦をしている。

一般小売店［書
籍］（従業員）

来客数の動き ・来客数の減少に歯止めがかからない。少しでも単価
の安い店へと客は流れている。

スーパー（総務
担当）

販売量の動き ・近辺に新しく競合店が出店した地区、競合店が改装
した地区では来客数が減少しており回復しない。客単
価の減少ではなく客数減少のため、売上が前年同月を
下回る状況が続いている。

スーパー（統
括）

販売量の動き ・最近は競合店を含めて、多数の出店が近隣であるな
かで、価格に焦点が当たっている。今までの感覚で値
段を出したら客が買うという商品でも、現在では、多
少の値段を出したくらいでは客は買わない。客の買い
方を見ていると、必要なものを１つ、今までだったら
安いから２つということがあったが、最近は必要な時
に必要なものを買うという感じである。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・客単価に関しては、前年並みで推移しているが、来
客数に関しては前年同月より３ポイント程度減少して
いる。

コンビニ（店舗
管理）

来客数の動き ・11月度に入り来客数の前年割れが一層厳しくなって
いる。特にロードサイド店舗の落ち込みが激しい。

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・政治も経済も先行きの不透明感が増しているため、
買物に対する客の気持ちに積極性が感じられない。
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衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・客の目が、一時的に安価なものばかりから少し上向
きになりつつあったが、ここへきて、また安価な商品
に向かっているように思われる。

衣料品専門店
（総括）

お客様の様子 ・セールをすると前年より大幅に売上が増えるが、そ
の前後は前年よりも客の来店が少ない。実需期になっ
ても傾向は変わらない。価格に対して少しでも安いう
ちにというのが出ている。

家電量販店（店
長）

お客様の様子 ・暖房器具の購入も控える状況である。

乗用車販売店
（役員）

販売量の動き ・エコカー補助金終了以後、受注ペースが極端に悪く
なっている。受注残でここ２か月はしのいでいるが、
大変厳しい状況である。年末に高級車のモデルチェン
ジがあるので期待している。

住関連専門店
（店長）

お客様の様子 ・客の購買が両極端となっており、50代や60代は高額
商品の購買が見られるが、その年齢層未満ではほとん
ど低単価のものとなっている。話をしても、家を建て
てそれでいっぱいになっており余裕があまりないとい
う感じである。

その他専門店
［酒］（経営
者）

来客数の動き ・とにかく客が来ない。販売量も減って景気が悪い。
また、総選挙があるのでまたまた景気が悪くなるので
はないかと心配している。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・経営的には低空飛行で、前年同月の売上の９割弱で
ある。また、７月以降来客数も減っている状況であ
る。常連さんもあまり外へ出ていない様子で、婦人服
経営者も四苦八苦している様子がうかがえる。

競輪場（職員） 販売量の動き ・３か月前がビッグレース開催月だったこともある
が、売上は平均30％低下している。

その他レジャー
施設（職員）

競争相手の様子 ・競合新規店がオープン記念キャンペーンで、入会金
０円、指定用品プレゼント、大人の場合は初月の月会
費０円を打ち出しているため影響が出ている。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・消費税率の引上げ前に動きたい客は動いてはいるも
のの、まだ期日があることもあり、契約の決断が遅
い。契約件数は前年よりかなり減っている。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・消費税率の引上げによる需要はまだ発生しておら
ず、個人消費も低下しており、客の絶対数も不足して
いる。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・売上不振をばん回するため早々にセールを開催して
も、２日間ほどはにぎわい感があるものの、それ以降
は人出も今一つで長続きしない。これまで以上に物を
買わない雰囲気が漂っている。

一般小売店［鮮
魚］（従業員）

お客様の様子 ・水産業界にあって、大きなイベントの１つであるズ
ワイガニの解禁が先日あった。例年だと、市場内が押
すな押すなの人ごみで活気にあふれるのだが、今年は
天候に恵まれず初日がシケていたこともあり、入荷も
若干少なく、全く盛り上がらなかった。夏の土用の丑
の時も感じたが、今年の一般消費者の購買力は、例年
と比べて格段に落ちている。カニが盛り上がらないた
め、今までとは客も市場内の空気も全く違う。

乗用車販売店
（経営者）

お客様の様子 ・購入顧客層の変化を感じる。これまでの車種や価
格、サイズなど商品にかかわる選択から、業種や収入
のような購入能力が決め手となってきた。ちなみに当
社では医師がナンバーワンの購入顧客層である。

テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・前年同月で比較しても、団体の動きや個人の動き共
に鈍く、１割以上のマイナスとなっている。主な要因
は、東京方面での東京スカイツリーの話題や、九州新
幹線などの影響もあり、北陸エリア全体への客の動き
が鈍く感じられる。

良く
なっている

不動産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・同業者の話を聞くと、少し動きが出ているという話
が結構あった。

やや良く
なっている

－ － －

変わらない 繊維工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・輸出関連では、相変わらず受注面で苦戦を強いられ
ており、前年同月比で大幅に下回っている。

繊維工業（経営
者）

それ以外 ・繊維業界だが、衣料向けについて、冬物は低価格で
あるが、ものの動きは低位ながら安定している。

プラスチック製
品製造業（企画
担当）

受注量や販売量
の動き

・ものは少し動き出しているが、数字が大きく変わる
ほどの動きではない。

企業
動向
関連

(北陸)
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一般機械器具製
造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・国内、海外ともに受注の回復ができない。

精密機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・生産量としては３か月前の計画に対し、国内・米国
向けはややプラス修正、欧州・中国向けはややマイナ
ス修正ということで、全体的にはほぼ変わっていな
い。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・公共事業が、４～６月に全く出なかったのに９月以
降まとめて発注され、10月以降、現場では休日返上で
工事を進めており、現在は12月末工期の仕事に追われ
ている。しかし、厳しい競争による受注のため、採算
性はどの工事も悪い。

やや悪く
なっている

食料品製造業
（役員）

受注価格や販売
価格の動き

・商品の低価格化、価格競争により新規入札額の低下
が顕在化し、販売価格の平均単価が低下傾向にある。

建設業（総務担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・地域によってばらつきはあるものの、受注価格競争
は依然として激しく、採算度外視と思われるケースも
見受けられ、厳しい受注環境が続いている。

輸送業（配車担
当）

取引先の様子 ・若干の円高にもかかわらず、燃料費などのコストは
一向に下がらず、経費の負担となっている。車関係の
調達部品の動きが前月に引き続き良くならない。

金融業（融資担
当）

取引先の様子 ・中国の尖閣諸島問題などにおける受注の減少、中国
向けの減少が、製造業において影響を与えている。

金融業（融資担
当）

取引先の様子 ・前月に引き続き、個人の消費マインドの弱さが気に
かかる。加えて、政治の混乱による予算執行の遅れな
どもあり、企業側のマインドも非常に弱いことから、
景気は弱含みといったことが考えられる。

司法書士 取引先の様子 ・今月も中堅建設業者の倒産があった。
税理士（所長） 取引先の様子 ・今の景気については、一般的には悪く感じられやす

いのだが、年末にかけて売上や業績など受注が持ち直
しているため、私の客の場合は、製造、建設業で景況
感は良くなっている。円高や中国の問題で、いろいろ
と下向きな話題が多いが、意外とそうでもない感じが
するが、その後については戸惑いがある。

悪く
なっている

－ － －

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

人材派遣会社
（社員）

採用者数の動き ・年末年始に向けて、単発の派遣依頼は前年より少し
増えているが、派遣先の人材に対する要求レベルは高
くなっている。

変わらない 人材派遣会社
（役員）

求人数の動き ・例年12月が近づくとスポット的に人材需要が発生す
る傾向が、今年は全く見られない。景気低迷による経
費削減など企業側の努力が見られる。

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・週単位では若干違いが出るが、月単位ではほとんど
求人数が変わらない。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・求人広告の売上は、前年同月に比べ３割減ってい
る。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人は増加しているものの、派遣求人などで増
加している。求人の中心となるべき製造業からの求人
は大幅に減少している。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は前年同月比で増加傾向にあり、新規求
職者数は大量離職の影響もあり、若干増加に転じた
が、有効求人倍率は上昇しており変化はみられない。

民間職業紹介機
関（経営者）

求人数の動き ・求人数が伸びず、低位での横ばい状態が続いてい
る。

学校［大学］
（就職担当）

採用者数の動き ・来年３月の卒業予定者の就職内定者数が、前年同月
比で４ポイントの改善だったが、依然厳しい状況と感
じられる。

やや悪く
なっている

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・求人数が減っているとともに、新卒採用に対する意
欲も、景気の先行き不透明を理由に予定を減らす、あ
るいは求人そのものの予定を白紙にするといったとこ
ろが、少しずつ見られるようになっている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・製造業の求人が伸び悩んでおり、求人全体の10％程
度までに低迷してきている。

雇用
関連

(北陸)
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悪く
なっている

－ － －

　７．近畿（地域別調査機関：りそな総合研究所（株））
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）
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良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

一般小売店［時
計］（経営者）

販売量の動き ・来客数の伸びはなかなか厳しかったが、売上として
は底堅く動いた。商品も動きがみられ、腕時計や電池
交換など、バランスの取れた売上内容になった。ただ
し、３か月前は自然災害の影響が大きすぎてひどい状
態であったため、それに比べると良くなったというだ
けで、一般的に良くなったとは思えない。

百貨店（企画担
当）

販売量の動き ・梅田地区での百貨店のリニューアルオープンなど
で、客の動きが梅田に集中するなか、来客数は減少し
ているものの、店頭での販売量は増加している。購入
意欲のある客が来店しているようである。

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・ポイントカード会員が増加し、衣料品や化粧品のポ
イントアップセールが好転している。

百貨店（商品担
当）

販売量の動き ・気温の低下と共にファッション関連部門で動きがあ
り、全体でも販売量は回復傾向にある。

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・客単価がややアップしており、相変わらずファスト
フードの売上は好調である。

家電量販店（経
営者）

お客様の様子 ・電気料金の値上げや消費税の増税を控えてか、節電
型白物商品の動きが良い。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・休日や休日前に来店が偏る傾向は相変わらずである
が、団体利用の需要が少しずつ増えているので、１組
当たりの単価は上がっている。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・11月は年間を通じての最繁忙期であり、もともとの
潜在的な需要も高いので、不景気の影響もあまり感じ
られない。ただし、団体料金に関しては相変わらず競
合などでシビアなため、来客数は増えたものの、販売
量は昨年並みとなっている。

通信会社（経営
者）

来客数の動き ・スマートフォンの新商品の販売が売上に大きく影響
している。端末も大量に入荷するようになり、来客も
増え、販売数のアップにつながっている。

パチンコ店（店
員）

来客数の動き ・来客数が少しずつ増えてきている。

その他レジャー
施設［飲食・物
販系滞在型施
設］（企画担
当）

来客数の動き ・イベントの集客力が向上している。紅葉が良かった
こともあり、より良い動機づけがあると、行楽へ人は
動くことが感じられる。

住宅販売会社
（総務担当）

販売量の動き ・消費増税の駆け込み効果が少しずつ出ている。

変わらない 商店街（代表
者）

販売量の動き ・５倍、10倍ポイントサービスなどの値引きが常態化
しており、通常日の売上が極端に悪くなっている。

一般小売店［鮮
魚］（営業担
当）

販売量の動き ・全体的に若干の増減はあるが、販売量はほぼ同じ
ペースで推移している。

一般小売店［菓
子］（経営企画
担当）

販売量の動き ・11月現在と８月の売上前年比を、各地区別に上位５
店舗の平均でみると、関西は11月が91.2％で、８月が
90.4％、関東は11月が104.4％で、８月が94.9％、中
部は11月が90.0％で、８月が96.3％、中国は11月が
109.3％で、８月が94.2％となり、各地区合計の平均
は、11月が94.7％で、８月が92.6％である。先月同
様、依然低迷が続いている。ただし、地区によっては
多少ばらつきがあり、同じ地区の店舗ごとのばらつき
が以前よりも大きくなってきている。全体的に回復傾
向に転じるのはまだ難しい。

一般小売店［衣
服］（経営者）

お客様の様子 ・必要な物だけ購入するという傾向は変わらないほ
か、秋物の動きが活発化していない。

一般小売店［家
具］（経営者）

お客様の様子 ・政治が混乱しているため、政治が良くならなければ
将来への不安は消えない。

一般小売店［衣
服］（経営者）

販売量の動き ・気候が寒くなり、冬物衣料が動いているものの、好
調とはいえない。冬物の立ち上がりとなるこの時期
に、来客数、販売量共に鈍さを感じているので、景気
が上向いているとは決していえない。

家計
動向
関連

(近畿)
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一般小売店
［花］（店長）

競争相手の様子 ・地域でのライバル店の閉店に伴い、多少は来客数が
増加している。年末前の駆け込み開店が11月は多く、
贈答品の販売数も増えたが、一般客が今一つ伸び悩ん
だため、全体としては変わらない。

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・梅田地区の同業他店の増床による影響は、今のとこ
ろみられない。気温が低下すれば衣料品の購入は活発
化するが、今月は雨の影響が大きく販売量は変わらな
い。

百貨店（売場主
任）

競争相手の様子 ・競合する店舗では、昨年にも増して値引き販売やポ
イントアップによる集客を行っているが、大きな効果
は得られていない。何も行っていない期間は月間で１
週間ほどであり、割引販売が常態化してきている。

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・梅田地区で百貨店がリニューアルオープンし、若干
であるが来客数に影響が出ている。

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・今まで以上に、非常にシビアな買い方をしている。
また、メーカー自体が冒険せず、奇抜な商品などが少
ない。在庫に対して敏感で、生産オーバーなどもな
い。

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・11月は梅田地区の百貨店の増床オープンに伴い、京
都地区への悪影響が懸念されたが、売上は前年を５％
ほど上回っており、10、11月合計でも前年をわずかに
上回っている。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・今月は９、10月が不調であった反動もあり、目標を
上回る見込みである。ただし、これまでの不足分をカ
バーするまでには至っておらず、客の消費に対する慎
重な姿勢は変わっていない。価格訴求力があり、商品
価値のある物に対する需要は高いものの、不要不急の
商品に対する客の購買は一層厳しいものがある。

百貨店（営業担
当）

競争相手の様子 ・富裕層の固定客は、梅田地区にリニューアルオープ
ンした他店の影響もあまりなく、海外高級ブランド品
などは、ホテルでの催事で高額品も含めて例年以上に
売れている。

百貨店（外商担
当）

単価の動き ・年末の総選挙のため、歳暮商戦の売上に影響が出て
きそうである。

百貨店（サービ
ス担当）

お客様の様子 ・今月は、ようやく本格的な寒さが到来したことで、
冬物商材の動向が好調になってきた。また、前倒しの
バーゲンと紳士服の催事が好調に推移したことで、
久々に目標を達成する。

百貨店（販促担
当）

販売量の動き ・入店客数は前年を超えているものの、購買客数は前
年割れが継続している。気温の低下により防寒衣料が
堅調に推移しているが、ギフトは１人当たりの購入数
が減少し、客単価がダウンしている。

百貨店（マネー
ジャー）

お客様の様子 ・この11月は気温の低下もあり、冬物商材の動きが急
に活発となり、売上をけん引した。ただし、後半にな
ると、３連休に動きが急に止まっている。特に、前年
の12月は冬物の動きが良かったこともあり、今年は総
選挙などの影響で苦戦が予想される。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・景気については、依然先行きが不透明な点が多く、
厳しい状況にある。ただし、当店については、販促強
化などのアクションに対しては結果が出ており、好結
果となっている。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・クリスマスケーキ、おせち、年賀状印刷などの年末
の予約状況が昨年割れで厳しい。通常の商品は昨年並
みであるため、客が出費を必要最小限に抑えている
か、調達先を替えたかである。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・昨年に比べて冬らしい気温の低下で、衣料品、寝具
関連、鍋商材が好調に推移している。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・衣料・住居関連については、月初の気温低下で季節
物が量販できたため、月としてはまずまずであるが、
前倒しで売れていると判断している。一方、食品は相
変わらずで、わずかながら前年の実績を割り込む流れ
が続いている。

スーパー（経理
担当）

販売量の動き ・同業他社の値下げ攻勢があるが、消費の地合いが悪
く、各社とも実績は上がらない。消耗戦の状況であ
り、上向きの兆しはみられない。

スーパー（広報
担当）

販売量の動き ・今月は月を通して気温が前年比で低めの推移となっ
たため、衣料品・住居関連品の季節品を中心に、売上
をけん引している。
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スーパー（販売
担当）

お客様の様子 ・客の様子をみていると、価格を強調した日替わり品
や、ポイント何倍といった特典のある店を買い回って
いる。価格に対して敏感な買い方が目立っている。

スーパー（開発
担当）

販売量の動き ・店舗の売上は前年とあまり変わらない。

スーパー（社
員）

販売量の動き ・大手スーパーマーケットが打ち出した販売価格引下
げの影響が、店頭単価の下落につながっている。ただ
し、変動はあるものの、総じて客の買上点数は増加傾
向が続いており、単価低下が続くなかでも売上が確保
できている。

スーパー（企
画）

来客数の動き ・来客数については微増であるが、客単価（１品単
価）の落ち込みが回復しない。

コンビニ（店
長）

お客様の様子 ・このところ、特に爆発的に売れる新商品がないこと
もあり、客には衝動買いの動きも特になく、平常どお
りに買物をしているようにみえる。

コンビニ（店
員）

販売量の動き ・焼きたてパンを店で食べてもらえるようイートイン
コーナーを設けたり、幼児に駄菓子をサービスするな
どの戦略を練っているが、売上につながる大きな変動
はみられない。

衣料品専門店
（経営者）

単価の動き ・昨年よりも来客数が減っており、単価も落ちている
ために、売上が下がっている。

乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・エコカー補助金や決算の時期の終了で、今月は目標
販売台数の80％しか達成できていない。

住関連専門店
（店長）

お客様の様子 ・年末に向けて、法人、団体客からの受注減を補うよ
うに、一般客の小売が伸びてくるのが例年だが、今年
は一般客の来店も受注も伸びる気配がない。

その他専門店
［食品］（経営
者）

販売量の動き ・販売量は前年と変わらない。

その他専門店
［宝飾品］（販
売担当）

お客様の様子 ・集客も思わしくないなか、一見客ではなく、固定客
の購入品におけるキャンセルもみられる。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・急に寒くなったり、雨が続いたりしたことで、客足
もまばらとなった。今月は天候に左右される日が多
い。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・個人的なイベントがあったお陰で、何とか維持でき
ている。

その他飲食
［コーヒー
ショップ］（店
長）

来客数の動き ・百貨店の全面開業に伴い、梅田地区の活性化を期待
したが、開業日当日の客足が多少伸びた程度で、大き
な集客増にはつながっていない。目新しさに興味はあ
るものの、消費に直結する購買意欲自体の変化は感じ
られない。

観光型旅館（経
営者）

お客様の様子 ・行楽のシーズンで客足は増えていたが、客単価は伸
びず、前年比で５％ほど落ちている。

都市型ホテル
（マネー
ジャー）

来客数の動き ・宿泊部門は大阪での週末のコンサートやマラソンな
どのイベントと、秋の行楽シーズンで比較的好調に推
移したが、宴会部門はパーティーの日程変更などによ
り大きくマイナスとなった。食堂部門も高額店舗の収
入減が目立ち、全体では前年を割り込む結果となって
いる。

都市型ホテル
（客室担当）

来客数の動き ・行楽シーズンでもあり、国内旅行は前年と変わらな
いが、アジアからの観光客がまだ戻っておらず、昨年
より落ち込んでいる。

タクシー運転手 お客様の様子 ・例年、師走前の時期は客の乗車機会は減少傾向にな
りがちであるため、営業収入は例年とほぼ同水準と
なっている。

タクシー運転手 競争相手の様子 ・衆議院も解散となり、これから総選挙ということで
動きが止まっている。

通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・客の受注状況に特に変化がない。

その他レジャー
施設［イベント
ホール］（職
員）

お客様の様子 ・具体的な調査はできないが、需要が小ぶりになって
きているようである。例えば、飲食の場合はし好品を
買わず、飲めればよい、満腹になればよい、といった
ような動きが見受けられる。このように特に変わりは
ないが、需要が小ぶりになっているように見受けられ
る。

その他サービス
［学習塾］（経
営者）

来客数の動き ・無料体験キャンペーンの参加者が例年よりも増えた
ものの、厳しい状況に変化はない。
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その他サービス
［ビデオ・ＣＤ
レンタル］（エ
リア担当）

販売量の動き ・アイテムの総売上の前年割れ傾向が相変わらず続く
なか、書籍売上の前年比を維持することが難しい状況
になってきている。

住宅販売会社
（従業員）

それ以外 ・国内外に問題が山積みとなっており、企業、個人共
に経済活動は停滞気味である。

その他住宅［情
報誌］（編集
者）

お客様の様子 ・分譲マンションのモデルルームへの来場者数は横ば
いである。割安感のある物件や希少立地の物件などは
好調に推移しているが、全体的に上向きという状況で
はない。新規事業用地の取得難易度が高まるなか、施
工費の上昇も加わり、来年以降は販売が難しくなる。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・天候不順や経済不況により、秋商戦も不調に終わっ
ている。

一般小売店［精
肉］（管理担
当）

お客様の様子 ・日中関係における問題で、中国人観光客による末端
の消費レベルの悪化が、11月になって特に大きく感じ
る。牛肉でいえば、昨年の放射能汚染問題がようやく
収まりかけてきたなかで、数字が再び悪化し始めてい
る。

一般小売店［菓
子］（営業担
当）

販売量の動き ・依然として小売店の商品回転率が上がらず、特に進
物商品の受注が伸び悩んでいる。

百貨店（企画担
当）

競争相手の様子 ・近隣での競合店増床オープンによる影響が出ている
が、想定の範囲内に収まっている。

百貨店（外商担
当）

販売量の動き ・お歳暮商戦が始まったが、顧客によってはお歳暮自
体を取りやめたり、件数を減らしたり、単価を下げる
という動きがあった。一方、懸念された10月に増床
オープンした競合店へ売上が流れるという動きは感じ
られない。

百貨店（店長） 来客数の動き ・今月に入ってから、売上はまだ善戦しているもの
の、入店客数が昨年をかなり下回る数字となってい
る。

スーパー（経営
者）

単価の動き ・今までは季節の物でおいしそうな初物だと、少々高
くても購入がみられたが、こちらが思う金額よりも低
い価格でないと動かない。

スーパー（店
長）

単価の動き ・これまでの景気後退報道や消費税増税の話題に加
え、冬のボーナスの減少、電気料金の値上げなど、明
るい話題はない。

スーパー（企画
担当）

来客数の動き ・来客数の推移が前年比で93％と、95％を割り込んで
きている。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・残業が少なくなってきて、午後６時から９時ごろま
での来客数が平均的に減少している。

コンビニ（広告
担当）

お客様の様子 ・近畿地区は長引く景気停滞、原材料や物価の高騰、
公共料金の値上げ、昨今の大手家電メーカーの大幅赤
字やリストラなどで、消費心理が冷えてきていると感
じる。その結果、客は日常の買い回り品の購入を抑え
ている。

乗用車販売店
（経営者）

お客様の様子 ・メーカーに勤めている客が、リストラの深刻さを訴
えている。特に、家電メーカーでリストラされた人た
ちが先行きの暗さを教えてくれる。

乗用車販売店
（販売担当）

販売量の動き ・今月に入り、新規客が減少している。また、新車の
提案をするものの、買い控え感が強い。

その他専門店
［医薬品］（経
営者）

販売量の動き ・消費者が食品や日用雑貨などの使用量を減らした
り、回数を少なくしたりする自己防衛的な行動をとっ
ている。先月と比べて買上点数は0.2点、来客数は
３％程度落ちている。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・今までよりも、月末にかけての来客数の伸びが小さ
くなっている。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・近隣の飲食店が閉店や休業となり、昼間の来客数は
若干増えたが、夜の営業では商店街に人通りがない。
梅田地区で百貨店がリニューアルオープンしてから
は、特に人通りが少なくなっている。

一般レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・10月から最近まで来客数の前年比が落ち込んでい
る。全国平均やほかの地域よりも低い状況が続いてい
る。

一般レストラン
（店員）

来客数の動き ・悪い動きは変わらない。年末にかけても良い流れが
続きにくい。

観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・官公庁関係の宴会が、衆議院の解散総選挙という情
報からキャンセルが入った。同様に忘年会の規模が縮
小傾向にある。
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観光型旅館（団
体役員）

単価の動き ・来客数の前年比については100％、110％を超えてい
るが、１人当たりの消費単価は95.3％、宿泊単価につ
いても同じような数字となっている。

都市型ホテル
（支配人）

販売量の動き ・景気は毎月悪くなっている。中国人観光客の来日に
期待していた関西経済は、尖閣問題でしばらく景気浮
揚は期待できないと思われる。衆議院の解散後に一時
的な円安、株価の押し上げがみられたが、このまま推
移することはない。

都市型ホテル
（スタッフ）

単価の動き ・宿泊では、尖閣問題以降、中国人の団体旅行が皆無
（前年は1200名）で、来春か来夏まで続きそうな状況
である。その対策として、ビジネス客や国内旅行客向
けに格安のインターネット販売を拡大した結果、利用
は前年実績を超える見込みである。市場では少なく
なったパイの取り合いとなっており、価格が更に低迷
している。一方、宴会は個別案件で大口の受注ができ
たため、前年を超える見込みであるが、一般宴会の単
価は下がる一方である。競合他社のホームページで
も、期間限定の格安宴会プランの宣伝が増えてきてい
る。

都市型ホテル
（総務担当）

来客数の動き ・宿泊の来客数は、営業努力も功を奏して大幅な減少
となっていないが、飲料部門では大幅に減少してい
る。特に、ディナーの時間帯の減少幅が大きい。ただ
し、女性が中心のランチの時間帯は、変化がなく堅調
である。

旅行代理店（経
営者）

販売量の動き ・領土問題から韓国向けは徐々に持ち直し、海外旅行
は昨年並みの動きとなっているが、国内旅行は件数が
落ち込み、前年を下回っている。年末年始の宿の予約
も、例年より取りやすく感じる。総選挙も旅行にとっ
てはマイナス要因である。

旅行代理店（店
長）

来客数の動き ・客が減ってきている。

旅行代理店（広
報担当）

お客様の様子 ・年末年始の休みが、今年は９連休も可能な曜日配列
にもかかわらず、１か月前になっても先行受注が思う
ように進まない。客からは、ボーナスが今冬は減少す
るので、旅行に回せないという声をよく聞く。

通信会社（社
員）

販売量の動き ・ほかの通信会社に売り負けている。冬モデルの反響
が今一つ盛り上がりに欠ける。

通信会社（企画
担当）

お客様の様子 ・政治の混乱により停滞している。

テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・新施設を導入しても、開発コストなどの回収を考え
ると、価格設定が難しい。現状のようなデフレ環境の
なかで、一体いくらなら適当なのかという判断を、何
を基準に下せばよいかが分からない。

観光名所（経理
担当）

来客数の動き ・３か月前よりも来場者数の前年比が悪化している。

競艇場（職員） 単価の動き ・１人当たりの購買単価と、来場者数の減少が続いて
いる。

美容室（店長） 来客数の動き ・スタッフも客も高齢化が進み、新しい客が増えにく
くなっている。

美容室（店員） 単価の動き ・今月はパーマやカラーの客がやや少なく、カットが
多くなっているので単価が低い。

住宅販売会社
（経営者）

競争相手の様子 ・いわゆる老舗といわれる、バブル崩壊や米国の大型
金融機関の破たんも乗り越えてきた業者が、倒産では
なく廃業せざるを得ない状況に陥るケースが多発して
いる。

その他住宅投資
の動向を把握で
きる者［不動産
仲介］（経営
者）

それ以外 ・金融機関からの情報では、破産案件が増加している
ようである。また、融資姿勢も厳しくなる傾向にあ
る。

その他住宅［展
示場］（従業
員）

来客数の動き ・住宅展示場の来場組数が前年同月比で１割ほど減少
している。

悪く
なっている

一般小売店［衣
服］（経営者）

販売量の動き ・今年は気温の低い日が続き､寒波が次々と来ている
が、冬物の防寒具が思いのほか伸びていない。今売れ
なければいけないのに、なぜ売れないのか分からな
い。

一般小売店［珈
琲］（経営者）

販売量の動き ・９月以降、直営店の来客数の減少や販売先での売行
きの悪化が顕著である。電気料金の値上げ予告によ
り、財布のひもが固くなっている。
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一般小売店［野
菜］（店長）

お客様の様子 ・相変わらず飲食関係はひどい状態で、こちらの業況
も悪い。

衣料品専門店
（経営者）

単価の動き ・平均単価の下落が顕著になってきた。売上に占める
値引き商品の比率が上がっている。定価販売を死守す
ると、大幅な売上の減少を覚悟しなければならない。

衣料品専門店
（販売担当）

お客様の様子 ・単価の低下はもちろんのこと、買い控えがどんどん
進んでいる。

家電量販店（企
画担当）

販売量の動き ・家電製品にヒット商品がなく、所得の低下から買換
え需要しか見込めない。

一般レストラン
（経理担当）

来客数の動き ・国内経済の減速、中国との外交問題、電気料金の値
上げ、収入の伸び悩みなどにより、消費者の生活防衛
志向が高まっている。

競輪場（職員） 単価の動き ・今月の客単価は8,123円で、３か月前の客単価は
9,855円であったため、悪くなっている。

その他サービス
［保険代理店］
（経営者）

お客様の様子 ・今年初めからの業績の不調が好転することなく、年
末を迎えている。秋にかなり持ち直した客もあるが、
その業績を維持できず、また低迷している。低迷が続
くと、回復への意思も弱くなり、消費意欲もなくな
る。12月に少しでも来年に期待と意欲を持てる業績を
あげなければ、なかなか低迷から脱することができな
くなる。

良く
なっている

○ ○ ○

やや良く
なっている

食料品製造業
（営業担当）

受注量や販売量
の動き

・得意先の従業員やパートが増えたこともあり、当社
商品の利用が増えている。特に百貨店関係が右肩上が
りである。

出版・印刷・同
関連産業（情報
企画担当）

受注量や販売量
の動き

・年末商戦に向けて、受注量が増えている。カレン
ダーなどの季節的受注の要素が大きいが、来年３月ま
での受注が動き始めている。ただし、弱電関係はこの
先も受注が見込めない。

化学工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・好調の関東営業所に比べて大阪は苦戦が続いてお
り、昨年の売上を下回る状態が続いていたが、ここへ
きてようやく昨年並みの売上が出せるようになってい
る。

プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・受注などの数字や雰囲気は底を脱した感があるが、
あくまでも３か月前との比較であり、確信には至らな
い。

輸送用機械器具
製造業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・国内からの見積依頼が増加傾向にある。

輸送業（商品管
理担当）

受注価格や販売
価格の動き

・販売量の動きが、お歳暮やクリスマスの動きに合わ
せて増加している。

新聞販売店［広
告］（店主）

受注量や販売量
の動き

・折込件数がやや増加している。購読の契約更新も、
毎月経済的な理由で更新しない読者が出ていたが、12
月分はすべて更新されている。

広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・通常の広告は相変わらず良くないが、総選挙関連の
広告出稿がここへきて大きく増えている。

コピーサービス
業（店長）

受注量や販売量
の動き

・年賀状の印刷に関しては、早くも目標を達成するな
ど好調な状況を維持している。ただし、客はより安価
な商品を選ぶ傾向にあり、単価の下落を懸念してい
る。

その他サービス
業［店舗開発］
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・気温の低下に伴い、冬物商材（食材）が好調に推移
している。特に、25日に同日開催された大阪、神戸マ
ラソンの効果は大きく、当日は大阪駅、三ノ宮駅を中
心に、多くの駅構内でにぎわいをみせた。

その他非製造業
［民間放送］
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・総選挙の実施が決まり、閉そく感の打破を期待する
動きが出てきている。当面は経済にも好影響となる。

変わらない 食料品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・販売量、受注量共に大きな動きはない。販売価格も
底値安定といったところで、依然として安売り合戦が
続いている。各大手量販店も既にプライベートブラン
ド品は採用しており、残るは販売価格や製品の特徴に
よる売上増である。最近はナショナルブランドの価格
も全体の動きにつられて安くなってきている。

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・今のところ、受注残をみると順調に推移している。

一般機械器具製
造業（設計担
当）

受注量や販売量
の動き

・受注量の上向く予想が立たない。下向かないように
現状を維持することで精一杯である。

企業
動向
関連

(近畿)
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電気機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・昨年と比べると経営条件が悪くなってきている上、
ここへきて電力の値上げとなるとより悪くなる。

電気機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・少し円安が進んだ以外は、良い話はない。国内の取
引先のなかでも、大手企業の経営者が本当に弱気に
なっており、新製品の開発に投資をしない傾向が顕著
である。大阪駅前や中之島周辺の開発は華やかである
が、ますます海外頼みが強まりそうである。

電気機械器具製
造業（宣伝担
当）

受注量や販売量
の動き

・量販店の客足は少なく、販売が低迷している。

電気機械器具製
造業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・受注、売上共に横ばいである。

その他製造業
［事務用品］
（営業担当）

受注量や販売量
の動き

・受注量が悪いまま変化がない。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・11月は問い合わせ、受注などが増加傾向にあった
が、月末近くになり、少しその勢いが弱まってきてい
る。来年の案件は複数あるが、目先の12月の案件がま
だみえない状況である。

建設業（経営
者）

取引先の様子 ・長引く不景気で得意先の設備投資も凍結や縮小、延
期となっている。官庁関係も発注量が減少傾向にあ
る。

建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・受注量はそこそこあるが、１物件当たりの単価は依
然低調である。

輸送業（営業所
長）

受注価格や販売
価格の動き

・新規案件の話も少しは出てきているが、物流コスト
の見直しで厳しい料金設定が多い。

通信業（管理担
当）

それ以外 ・良くなっていると聞くが、少なくとも周辺は冷え込
んでいる。市場に行ってもさほど安くはないし、安い
物は粗悪な商品である。

金融業（営業担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・月々の受注の予測がつかない状態である。

広告代理店（営
業担当）

取引先の様子 ・関西圏の取引先である各ショッピングセンターをみ
ると、大阪の中心地では百貨店のリニューアルオープ
ンで、来客数は大幅増である。一方、郊外が落ち込ん
でおり、来客数は増えているが客単価が伸びていない
ため、９月と変わらない。

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・クライアントの小売業、製造業共に、大きな変化は
ない。

その他サービス
［自動車修理］
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・もう12月になるが、忙しさでバタバタする気配がな
い。

その他サービス
業［ビルメンテ
ナンス］（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・全体的な景気動向はやや上向き加減かもしれない
が、まだ断定できるだけのものはない。

やや悪く
なっている

繊維工業（団体
職員）

受注量や販売量
の動き

・タオルの産地にとっては最需要期であるが、受注件
数は例年より少なく感じられる。ただし、法人の大口
需要もあり、受注量は昨年並みとなる。

繊維工業（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・受注数の減少が生産数の減少につながり、生産に従
事する外注加工先の収入が減ってきている。

パルプ・紙・紙
加工品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・季節的要因を除くと悪くなっている。

化学工業（管理
担当）

受注量や販売量
の動き

・電機関係及び建築関係の製品は、販売数量が前年比
で14％減少している。

金属製品製造業
（営業担当）

受注価格や販売
価格の動き

・景気悪化に伴い、客先に足元をみられて執ような値
下げ要求を受けている。

金属製品製造業
（管理担当）

受注量や販売量
の動き

・定時での仕事が確保できないため、交代で平日に休
み、人件費の削減を行っている。

電気機械器具製
造業（企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・状況はここ２か月変化がなく、昨年の水準を維持し
ている。

電気機械器具製
造業（企画担
当）

取引先の様子 ・販売価格交渉が一段と厳しくなっている。

建設業（営業担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・人手不足で原価がかさんでいるが、工事価格に転嫁
できない。

広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・クライアントからの広告の注文が少なくなってきて
おり、新規先も減っている。
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経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・コンサルタントで、主に関西圏の家電メーカー及び
関連メーカーでの仕事をしているが、家電の主要メー
カーの業況が悪いために、非常に困難な状態にある。

その他非製造業
［機械器具卸］
（経営者）

取引先の様子 ・海運会社との取引が高いシェアを占めているが、船
の数が減ってきており、これからも減らす予定が出て
いるので、今後もますます悪くなる。

悪く
なっている

金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・海外製品との競合が続くなか、為替格差によって国
産品の製造、販売が激減している。

電気機械器具製
造業（営業担
当）

競争相手の様子 ・同業者も同じく仕事がない。

不動産業（営業
担当）

取引先の様子 ・円高で事業所が神戸から出ていき、住民も減ってい
る。空室が増加しているほか、賃貸マンションや事務
所の賃料も下がっている。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・11月に入って、通常のペースに戻ってきた感じがす
る。年末や年度末に向けての動きも少しずつ出てきて
いる。景気動向としては上向きではないかと思われ、
ある職種に限れば活発さが出ているなど、少なくとも
徐々に良くなってきている。

人材派遣会社
（支店長）

求人数の動き ・求人自体は増えてきているが、スタッフの確保に苦
慮している。

民間職業紹介機
関（職員）

求職者数の動き ・日雇い労働者不足による未充足の求人票（ほとんど
が建設部門）が、窓口で徐々に増えている。

学校［大学］
（就職担当）

周辺企業の様子 ・南港へのコンテナ船は、11月中旬以降、入港が尖閣
問題発生以前の状況に戻りつつある。

変わらない 人材派遣会社
（役員）

求職者数の動き ・先月に引き続き求人数は回復基調にあるものの、
マッチングに難航し、雇用者数の増加にはつながって
いない。

人材派遣会社
（営業担当）

それ以外 ・貿易赤字の拡大やデフレが解消されず、賃金も上が
らない。

新聞社［求人広
告］（営業担
当）

求人数の動き ・衆議院の総選挙が決まり、今後政権がどうなるかを
見極めた上での動きとなるため、状況は変わっていな
い。

新聞社［求人広
告］（営業担
当）

求人数の動き ・新聞の求人広告は、引き続き低調である。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は９か月連続で増加したが、年末に向け
たアルバイトなどの非正規社員の求人が目立ち、正社
員求人の伸びは鈍化している。ただし、新規求職者数
が引き続き減少しているほか、中国情勢などに大きな
影響を受けているという事業所の声もあまり聞かれ
ず、現時点で雇用情勢からは景気が悪化しているとい
う感覚はない。

職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・大手電機メーカーが収益悪化のため、人員整理する
ことが決まっている。その影響で下請企業にどれだけ
のダメージがあるかは分からないが、それなりの悪影
響が出る。

民間職業紹介機
関（大学担当）

採用者数の動き ・実際には、2013年３月卒業予定の学生の３～４割は
就職先が決まっていないにもかかわらず、次の年度の
採用が始まろうとしている。

学校［大学］
（就職担当）

求人数の動き ・大学に求人を出してくる企業数が、昨年よりも２割
ほど増加している。

やや悪く
なっている

新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・新聞への地元からの出稿をみると、薬品業界、通販
業界を中心に、前年比でマイナス10％と非常に厳し
い。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・新規求職者数が増加している。企業整理などによる
離職（予定）者の求職申込が見受けられる。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数の動きについては、２か月連続で増加し
ている。

民間職業紹介機
関（営業担当）

周辺企業の様子 ・再就職支援業務の需要が高まっている。

民間職業紹介機
関（支社長）

求人数の動き ・新規求人数が伸び悩み始めている。

雇用
関連

(近畿)
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悪く
なっている

－ － －

　８．中国（地域別調査機関：（社）中国地方総合研究センター）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

百貨店（営業担
当）

単価の動き ・気温の低下時期が遅く、実需がずれ込んでいるため
今月に需要が集中している。

競艇場（職員） 販売量の動き ・11月に開催したグレード１競走において、携帯等の
電話による投票売上及び協力他場の売上が多く確保で
きている。

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・商店街のイベント時は来客数が増加する。

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・今月は前年同月比で100％を超えている店舗が半数
あり、先月よりは良い状況である。寒くなってアウ
ターが売れていることもあるが、近隣のアウトレット
の影響を強く受けていたテナントが若干持ち直し、客
足が戻りつつある。

百貨店（購買担
当）

お客様の様子 ・先月に比べて冬の気配が高まり、気温が下がって高
額品のコートやジャケットが好調で、ウォームビズ関
連商品もかなり売れている。総選挙告知直後は客足が
少し減ったが、今月は前年をかなり上回った数字で推
移している。

百貨店（売場担
当）

お客様の様子 ・当店の閉店発表の後、にわかに来客数が増加し、特
定アイテムの先買いや、買いだめ的な需要により堅調
な売上を維持している。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・気温低下に伴い、機能下着や冬支度商品の動きが良
くなっている。ウォームビズでの「節電」や「健康」
といったテーマの商品の売行きが良い。

スーパー（総務
担当）

単価の動き ・客単価が若干上向きになっている。

スーパー（販売
担当）

販売量の動き ・例年の傾向で、年末が近づくに連れてまとめ買いを
する客が増えてきている。

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・気温が下がったこともあり、中華まんの販売量が増
えた。

住関連専門店
（営業担当）

来客数の動き ・特別販売セールを行ったので来客数が増加した。

その他専門店
［和菓子］（経
営者）

来客数の動き ・要因ははっきりしないが売上は順調に推移してい
る。

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・政権交代に期待するが以前よりは景気が良い。

都市型ホテル
（企画担当）

来客数の動き ・宿泊者数、レストラン客数が少し増えてきている。

通信会社（工事
担当）

販売量の動き ・申込件数が前月より増加している。

テーマパーク
（業務担当）

来客数の動き ・冬季イルミネーションイベントを中旬から開催した
効果で順調に来園者数が伸びている。秋のイベント期
間は競合する施設やイベントによるマイナス効果で来
園者数が伸びなかったが、各種広報展開によるリピー
ター促進と新たな来園者の掘り起こしを期待してい
る。

その他レジャー
施設（アミュー
ズメント）

来客数の動き ・同居する映画館で話題性のある作品公開が続いてお
り、それをきっかけに来客数が前年比20％近く増えて
いる。特に若者層の来店が多くなっていることで、当
店の商品にも好影響が出ている。

設計事務所（経
営者）

販売量の動き ・住宅の引き合いや成約件数が増加している。建築主
は消費税が増税される前に建築をしたいということ
と、駆け込み需要による物価高がおこる前にという思
惑がある。

変わらない 商店街（代表
者）

販売量の動き ・客単価が下がっている傾向が続いており、来街者数
も落ち込んでいる。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・秋の観光シーズンも大詰めになり観光客数は増えた
が、買物をする人が少ない。

一般小売店
［茶］（経営
者）

来客数の動き ・先月の売上が非常に悪く、その反動で今月はやや売
上が良い状態であるが、累計では前年を割っている状
態で先行きは不安である。

家計
動向
関連

(中国)
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一般小売店［酒
店］（経営者）

お客様の様子 ・客が料理をしなくなり、野菜や魚類など素材の販売
量が減少しているため、惣菜関係に力を入れなくては
いけない。得意先の飲食店は忘年会予約が昨年と変ら
ない様子である。

一般小売店［酒
店］（経営者）

販売量の動き ・相変わらず料飲店の売上が芳しくなく、客はなかな
か外食などをしなくなっている。

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・11月末にカード優待20％引きでの販売セールを行っ
ているが売上は良くない。12月末から１月に行う一部
のブランド品のプレクリアランス待ちの客が増えてい
る。

百貨店（販売促
進担当）

お客様の様子 ・歳暮のピークが近づいてきたが、前年を下回ってい
る。総選挙告知や前年の大手企業の業容縮小も要因に
あるが、個人客の件数の絞込みと単価低下が顕著であ
る。その反面、早い冬型への気候推移はファッション
や寝具等へは追い風となっている。

百貨店（売場担
当）

販売量の動き ・11月前半にアウターがようやく動き、主力の衣料品
が全般に好調である。防寒雑貨やショートブーツの売
上も安定しており、後半は優待会などの販売促進によ
る売上の維持が大きいが、なんとか前年並みで推移す
る見込みである。

百貨店（販売担
当）

販売量の動き ・先月は気温が高く冬物の動きが不調だったが、今月
は気温の低下とともに非常によく動いた。客単価も前
年を２ポイント上回る結果となっている。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・客単価に変化はない。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・来客数は前年の98％で推移している。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・ここ数か月、客１人当たりの販売点数が昨年より落
ちている。

コンビニ（副地
域ブロック長）

来客数の動き ・製造業の業績悪化で工場近辺に立地する店舗の来客
数が減少している。人員整理や工場閉鎖・規模縮小の
影響が出ている。

衣料品専門店
（地域ブロック
長）

来客数の動き ・昨年に比べて就職活動中の学生の動きは良くない
が、11月はイベントによる来客数は増加している。

家電量販店（店
長）

お客様の様子 ・大手家電メーカーに関する報道が流れており、不安
感が煽られ販売につながらない。

乗用車販売店
（店長）

販売量の動き ・サービス入構は好調であるが、販売量は前年の75％
で推移している。

その他専門店
［海産物］（経
営者）

販売量の動き ・11月はカニのシーズンになり客は増えたが、例年に
比べ来客数、販売量、購買単価ともに低くなってい
る。

その他専門店
［ファッション
雑貨］（従業
員）

来客数の動き ・土日の集客はあるが、目玉商品だけが動いている。

その他小売
［ショッピング
センター］（支
配人）

お客様の様子 ・休日は来客数は多いが、金を使わないで時間を過ご
す時間消費型の傾向が強く、買上単価の低い状態が続
いている。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・週末の予約は増えているが、平日の来客数は少な
い。

その他飲食
［サービスエリ
ア内レストラ
ン］（支配人）

お客様の様子 ・客の購買量、単価は以前と変わりなく安定してお
り、今月は紅葉で例年通り週末は客が多い。

観光型ホテル
（支配人）

販売量の動き ・今月の売上は前年を７～８ポイント下回る見込みで
あるが、これは婚礼売上が要因であり、その他の部門
では前年並みか前年を上回っている。

都市型ホテル
（スタッフ）

お客様の様子 ・忘年会の予約は例年並みに入っているが、若干ホテ
ルの宴会場から居酒屋に流れている傾向がある。

都市型ホテル
（企画担当）

来客数の動き ・総選挙の影響で具体的な景気対策が動かない。自動
車や家電業界の低迷などもある。

タクシー運転手 来客数の動き ・夕方までの乗車率に変化はないが夜が悪い。
通信会社（企画
担当）

お客様の様子 ・賞与月を控えているので客の購買意欲やサービス・
商品の選別におけるし好が低下してはいない。客の個
別事情にもよるが、サービスの追加やアップグレード
する人もいる。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・全体の動きが少ないなかで、客の低価格志向が完全
に定着している。
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テーマパーク
（管理担当）

来客数の動き ・来館者数、購買額、購買単価ともに３か月前と変わ
らず10％落ちている。

テーマパーク
（広報担当）

来客数の動き ・団体客の減少傾向が続いている。

ゴルフ場（営業
担当）

来客数の動き ・天候に恵まれ好調である。近郊のゴルフ場も同様で
あるが、集客争いで単価が下がっている。

その他サービス
［介護サービ
ス］（介護サー
ビス担当）

お客様の様子 ・福祉という職業柄、来客数から景気の判断はできな
いが、客本人やその家族の様子や話のなかで景気の変
化はうかがえない。

設計事務所（経
営者）

競争相手の様子 ・同業者の受注状況は、受注増の会社と現状維持が精
一杯の会社とバラつきがあり、受注状況は改善されて
いない。

設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・客は単価が低い方を選び、出費を抑える傾向が続い
ている。

設計事務所（経
営者）

来客数の動き ・古い木造住宅の耐震診断や耐震補強計画の相談はあ
るが、なかなか収益に結び付かない。

住宅販売会社
（販売担当）

単価の動き ・灯油価格等は高値のまま冬季に入り、光熱費の負担
が家計を圧迫している。円も下がり気味の傾向にあ
り、値下がりの期待も薄い。お歳暮商戦に入ったが、
地元百貨店の売れ筋相場も昨年並みとの報道もされて
いる。

住宅販売会社
（営業担当）

お客様の様子 ・客の様子や来客数などから変動の見込みはない。

やや悪く
なっている

商店街（理事） 販売量の動き ・11月初旬から商店街での売り出しがあるが、客の財
布のひもは固く、買上点数は減少している。

商店街（代表
者）

単価の動き ・11月の売上は悪くなかったが、衆議院解散で極端に
落ちて先行きが不安である。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・来客数がかなり減ってきている。飲食店の常として
朝の時間帯は固定客で占められているにもかかわら
ず、その数が減り、昼の時間帯にも景気の悪さの影響
が出てきている。

商店街（代表
者）

販売量の動き ・11月に入っても客の購買意欲は感じられず、販売
量・金額とも低迷している。

一般小売店［印
章］（経営者）

来客数の動き ・駅再開発による駅支店閉店のため、駅近隣の客には
年賀状印刷注文を本店でお願いしているものの、注文
の減少は免れない。

百貨店（売場担
当）

販売量の動き ・仏具などは売れているが、単価の高いものは売れな
い。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・来店頻度が前年割れしている自店だけではなく、会
社全体も悪くなっている。

スーパー（業務
開発担当）

単価の動き ・競合対策だけでなく生鮮食品を始め全体的に単価が
低下するとともに、客単価も下がり年末に向け厳しい
状況が続いている。

スーパー（販売
担当）

来客数の動き ・冷え込みが厳しくなり、開店時の出足が悪く来客数
も減少している。

スーパー（管理
担当）

来客数の動き ・来客数が減少したままである。

コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・先月末から今月にかけて単価の安いプライベートブ
ランドの売上が良かったが、そのせいで客単価が落ち
ている。安い商品を多数買ってもらえたらいいが、思
惑通りにはいかない。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・来客数は増えず、単価も減少傾向である。

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・世間の雰囲気が緊縮の方向に向いている。

衣料品専門店
（地域ブロック
長）

単価の動き ・来客数は増加しているが、買上点数と単価は低下し
ている。

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・テレビとレコーダーの需要回復傾向がみられず、パ
ソコンも新しいＯＳの発売による盛り上がりを期待し
たが低調である。生活家電は堅調であるが大幅な伸び
はない。

家電量販店（企
画担当）

来客数の動き ・来客数が減少しており、来店しても購入を悩む客が
多い。

乗用車販売店
（統括）

販売量の動き ・11月の販売量は前年比72.4％、前々年比76.8％と大
変厳しい状況となっている。

乗用車販売店
（副店長）

販売量の動き ・政局が不安定であることと、諸外国との外交問題が
ネックとなっている。
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一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・最近計算をしつつ飲食をする客が増えている。今ま
でも大雑把に計算していただろうが、携帯電話等を使
用して注文止めをしている。これまではあまり見受け
られない状況なので、組単価の落ちこみも含め営業が
難しくなっている。

一般レストラン
（エリア担当）

来客数の動き ・夜の客数の減少が激しく、繁華街の寒さと静けさを
とても感じる。

一般レストラン
（外食事業担
当）

来客数の動き ・平日と日曜日の午後９時以降の来客数が減少し、金
曜日の売上も良くない。

都市型ホテル
（総支配人）

来客数の動き ・山陰地区への観光客の入込は前年を下回る水準で推
移している。一般ビジネス客の動きも前年に比べ３％
程度減少している。

旅行代理店（経
営者）

お客様の様子 ・これからカニなどの冬の商戦が始まるが、その前に
総選挙があるので、旅行業界にとって大ピンチであ
る。

タクシー運転手 来客数の動き ・運行回数が減少し売上も落ち、特に夜は客が少な
い。

タクシー運転手 お客様の様子 ・忘年会がまだ始まらない。
タクシー運転手 来客数の動き ・不景気な風が街に流れている。
通信会社（広報
担当）

お客様の様子 ・増税や株価低迷、社会・政治情勢が影響しているか
定かではないが、ぜいたく品より必需品の購入割合が
高くなっており、特価品が出ると朝早く並んで購入す
る傾向が見受けられる。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・冬商戦の本格的な動きが12月以降のため11月は厳し
い状況である。

住宅販売会社
（従業員）

競争相手の様子 ・競争の激化は当然であるが、利益度外視的な状況も
出ている。仕事さえあれば良いという業者までいる状
況が見受けられる。

悪く
なっている

一般小売店［紙
類］（経営者）

来客数の動き ・観光シーズンであるが、来客数は減少している。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・歳末ギフトも早期展開しているが動きが鈍い。賞与
の有無、あっても非常に少ない状況で消費マインドが
冷え切っている。

スーパー（財務
担当）

来客数の動き ・大手同業他社の異常な低価格競争と販売促進の強化
により、既存店来客数の前年割れが続いている。

自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・前年を大きく下回ることが多く、単価も低い。デフ
レで小売店は実販売価格を値上げできず、メーカーの
度重なる値上げで利益も圧迫され青色吐息である。

自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・前年比75％で最悪な状況である。

その他専門店
［時計］（経営
者）

来客数の動き ・例年11月は売上が下がるが、今年の前月比はここ３
年間で最低を記録しそうである。宝飾品の売上が下が
るのは理解できるが、必需品に近いメガネの売上が悪
い原因がわからない。

その他専門店
［布地］（経営
者）

来客数の動き ・政治の不安定さが要因の一つかもしれないが、冬支
度の時期なのに客足は鈍い。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・11月の来客数や売上の落ち込みが例年に比べて激し
い。

美容室（経営
者）

競争相手の様子 ・三連休があり土日の客の動きが悪い。

良く
なっている

輸送用機械器具
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・新車の立ち上がりがあり忙しい。

やや良く
なっている

建設業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・期間をかけて営業していた大型物件が受注につな
がっている。ただし工期が重複し、技術者不足で新規
物件の受注に不安がある。

変わらない 食料品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・業界全体の景気が悪い。

化学工業（総務
担当）

受注価格や販売
価格の動き

・依然として円高の影響による競争力の低下が収益に
大きく影響している。

一般機械器具製
造業（経理財務
担当）

受注価格や販売
価格の動き

・国内販売状況は引き続き低調である。

輸送用機械器具
製造業（経営企
画担当）

受注量や販売量
の動き

・主要客から国内受注内示が来るたびに下方修正され
ている。また中国の減産も激しくなっている。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・近辺の事業所の廃止、百貨店の撤退話もあり景気は
良くない。

企業
動向
関連

(中国)
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通信業（営業企
画担当）

取引先の様子 ・情報セキュリティ製品照会の評判は良いが、導入に
ついては費用面から商談が保留となっている案件が７
割程度となっている。

通信業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・ネットワークの新規申込が伸び悩んでいる。通信機
器の更改も見送るケースが多く販売成果が伸び悩む。

金融業（自動車
担当）

取引先の様子 ・クリーンディーゼルエンジンの新型車の受注が好調
であり、自動車部品メーカーの操業は徐々に高まって
いる。しかし既存車種の販売が伸び悩んでいるため、
会社全体の生産水準はほぼ前年並みに止まっている。

金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・大多数の企業は景気が良くなっているとは捉えてい
ない。近年は受注環境が厳しいなか、経費削減により
何とか経営を継続している状況である。景気の影響が
大きい小売やサービス業は、直近３か月で取引先の業
況に影響されることはなく、景気は変わっていない。

不動産業（総務
担当）

それ以外 ・来客数と成約件数はほぼ変わらない。

会計事務所（職
員）

取引先の様子 ・どの業種も停滞感が数字に出ている。各業種、各事
業主はよく健闘しているものの業績に結果が表れてい
ない。現状では頭打ちの感が強い。

やや悪く
なっている

農林水産業（従
業者）

それ以外 ・10月と７月を比較すると水揚げ数量が655トンの減
少、水揚げ金額は5,760万円の増加である。10月単月
前年比は水揚げ数量が2,000トンの減少で昨年の
36.1％、水揚げ金額は２億6,100万円の減少で昨年の
67.4％となっている。

化学工業（経営
者）

取引先の様子 ・取引先の業況について、特に中国向け輸出の減少、
中国工場の減産による下方修正等の話題が散見される
ようになっている。

窯業・土石製品
製造業（総務経
理担当）

受注量や販売量
の動き

・好調だった生産も受注の谷間と工事案件受注が重な
り生産量がやや減少してきている。

鉄鋼業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・中国経済の減速、欧州の金融・財政危機が依然深刻
で需要増の手ごたえはない。

鉄鋼業（総務担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・国内需要水準が低い状況下、安価な海外製品流入及
び国内メーカーも基調をそろえる動きがみられ、一層
のデフレ感がある。

非鉄金属製造業
（経理担当）

受注量や販売量
の動き

・自動車産業に関連する製品の販売減少が激しくなっ
ている。

金属製品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・３か月前に比べて工作機械業界からの受注量が半減
しており、非常に厳しくなっている。

電気機械器具製
造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・受注単価、受注量ともに低下傾向である。長引く円
高、対中国への輸出の大幅減少が小企業を直撃してい
る。疲弊している製造業に追い討ちをかけるように大
手企業の生産調整の影響を受け前途多難である。

輸送業（業務担
当）

取引先の様子 ・大口客の業績の悪化が継続しているのに加え、年末
を控えて荷動きが増加してこない。

輸送業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・個人発送の持ち込みが大きくなり、会社関係は前年
を維持しているが落ち込みは顕著である。

輸送業（総務担
当）

取引先の様子 ・客の人員整理等がある。

広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・クライアントの受注量減少傾向が各業界から出てお
り、年末にかけ下方傾向である。

悪く
なっている

食料品製造業
（総務担当）

取引先の様子 ・取引先の売上が落ちている情報が多数ある。

その他製造業
［スポーツ用
品］（総務担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・石油値上げに関連して材料関係の値上げが相次いで
いるが、商品の値上げは不可能な状況であり非常に厳
しい。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

民間職業紹介機
関（職員）

求人数の動き ・退職者の補充ではなく純増のための求人が増加しつ
つあるが、それが特定の業界に限定されたものではな
い。

変わらない 人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・製造業からの求人依頼が相変わらず鈍く、例年であ
れば発生する年末までの短期需要も今年は低調であ
る。

求人情報誌製作
会社（広告担
当）

周辺企業の様子 ・特に目立った活発な動きはない。

雇用
関連

(中国)
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求人情報誌製作
会社（採用支援
担当）

求人数の動き ・2014年度の新卒採用は昨年度を上回る勢いである
が、直近では採用凍結などの景気悪化の影響を受けた
事象が起き始めている。

職業安定所（産
業雇用情報担
当）

求人数の動き ・新規求人数は３か月前と比べ微増状態であり、あま
り変化はない。

職業安定所（産
業雇用情報担
当）

求職者数の動き ・有効求人倍率が５か月連続で１倍を超えているが、
新規求職者数は３か月前より20.4％増加しており、景
気が上向いているとは言えない。

民間職業紹介機
関（人材紹介担
当）

それ以外 ・衆議院の解散が決まり、今後の見通しが明確になる
まで市場は様子見の状況になっている。

その他雇用の動
向を把握できる
者［労働機関］
（職員）

求人数の動き ・学校の耐震工事等の公共事業が活発な建設業とテレ
フォンオペレーターの派遣業の大量求人があったサー
ビス業で求人数が増加となったが、電気機械製造を中
心に製造業が低調なことから求人全体では横ばいと
なった。

やや悪く
なっている

人材派遣会社
（支社長）

求人数の動き ・抵触日対応・労働者派遣法改正・労働契約法改正を
見据えて動いている企業が多く、受注は減少傾向であ
る。

人材派遣会社
（営業担当）

求職者数の動き ・企業側の求人に対して求職者の反応が鈍い。

求人情報誌製作
会社（サイト運
営担当）

採用者数の動き ・2014年度新卒採用に積極的な企業が多い。

新聞社［求人広
告］（担当者）

雇用形態の様子 ・ハローワーク求人申込窓口で、求人票の「賞与」欄
の項目に「なし」と書く事業主が増えている。特記事
項欄に「業績次第ではあり」と付け加えるところもあ
る。実際に求人に訪れた事業主の話では、「賞与、昇
給なしでも人が来てくれるのか」と驚いていた。それ
だけ求職が難しくなっている。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・９月の有効求人倍率は前年比0.05ポイント低下で17
か月ぶりに悪化している。従業員1,000人以上の企業
の求人は計59人と前年同月に比べ約７割ダウンしてお
り、長期的な影響が危惧される。

職業安定所（雇
用開発担当）

求人数の動き ・新規求人数が３か月前と比べ、前年同月比で伸びが
落ち込んでいる。

悪く
なっている

－ － －

　９．四国（地域別調査機関：四国経済連合会）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）
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良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

衣料品専門店
（総務担当）

単価の動き ・11月は気温が低く、コートなどの重衣料の動きが改
善した。客単価が上昇しており、全体の売上も底上げ
され、前年比５％強プラスになった。

変わらない 商店街（代表
者）

来客数の動き ・秋物商戦がかなり好調に推移している。来街客も土
日を中心に観光客がかなり入っており、特に３連休は
かなりにぎわった。しかし、顧客の財布のひもは固
い。

商店街（事務局
長）

来客数の動き ・寒さが本格化して衣料品等の動きは堅調さが見られ
るが、一方で総選挙が決まったため、12月前半くらい
までは人の動きや消費は鈍くなると考えている。

百貨店（総務担
当）

来客数の動き ・来店客数の動向および歳暮受注状況の動向から、変
わらないと判断する。

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・来客数は前年比プラスになっているが、顧客は好み
のものしか買わない。

スーパー（企画
担当）

来客数の動き ・好調な企業と悪い企業が極端になってきており、競
合の状況が変わってきている。

スーパー（財務
担当）

来客数の動き ・３か月前と比較して、特に大きな変化はない。売上
高、来客数ともほぼ前年並みである。

衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・今月中旬から気温が低下したため、冬物の売行き
が、ほぼ平年並みになっている。

その他小売
［ショッピング
センター］（副
支配人）

販売量の動き ・衣料品関連が上向きになっている。

家計
動向
関連

(四国)
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観光型旅館（経
営者）

単価の動き ・人の動きも良くないし、宿泊や宴会の単価の高い顧
客の利用が減っている。

タクシー運転手 来客数の動き ・今月が秋のお遍路のピークなので、売上はまずまず
であった。しかし、街中は昼も夜も人が少ない状況が
続いている。

通信会社（社
員）

販売量の動き ・競合他社も含めて、話題性の高いモデルが秋までに
発売しており、年末商戦は盛り上がらないように思
う。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・新商品ラインナップがそろう前であり、他社との競
争が更に激化している。

設計事務所（職
員）

販売量の動き ・今年も例年どおり、年度末の納期に向けて、販売量
が増えている。耐震・防災事業については、発注規模
に大きな落ち込みがなく、例年並みを維持できそうで
ある。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・年末の総選挙は消費の低迷に繋がり、選挙後は、こ
れまで以上に政局の混乱が加速すると考えられる。来
年度の中小企業支援政策打ち切りも、かなり影響する
と思う。

一般小売店［生
花］（経営者）

販売量の動き ・法人の御祝用商品はこれまでとあまり変わらない
が、個人消費が少ない。また、繁華街の人出が少な
く、活気がない。

一般小売店
［酒］（販売担
当）

お客様の様子 ・とにかく街中心部の人口が少なすぎる。住まいも
ショッピングセンターも郊外型になってしまって、中
心部では商売が成り立たない。

一般小売店［書
籍］（営業担
当）

販売量の動き ・店頭売上も外商売上も前年割れとなっている。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・来客数の前年割れを営業努力による客単価アップで
補っている状態である。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・特売商品の単価もますます下落しているが、価格を
下げても販売量が減っている。必要な物以外は買わな
いという状況である。

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・ポイントやクーポン等の利用率が上昇しており、節
約志向が強くなっている。特にポイントカードの利用
者が50パーセントに達している。

コンビニ（総
務）

来客数の動き ・前年に比べ、来客数が目に見えて悪化している。

乗用車販売店
（役員）

販売量の動き ・エコカー補助金が９月で終了し、受注は減少傾向に
ある。しかし、11月は予想していたほど販売は落ち
ず、景気の状況がつかみにくい。

その他飲食
［ファースト
フード］（経営
者）

来客数の動き ・チラシを入れても反応が悪く、売上に結び付かな
い。

都市型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・宿泊や宴会はまずまず堅調であるが、地元客の多い
レストラン部門の来客数と客単価が落ちており、景気
はまだ底についていないと感じる。

旅行代理店（支
店長）

販売量の動き ・個人旅行では、円安と尖閣諸島問題による需要低迷
で海外旅行が落ち込んでいる。また、団体旅行も昨年
より減っている。

タクシー運転手 お客様の様子 ・官製談合問題で、建設関係の飲食がなくなり、夜の
街は冷え込んでいる。昼間の状況は、３か月前と比べ
てやや悪くなっていると感じる。

通信会社（企
画）

お客様の様子 ・顧客の商品への関心度合いが下がってきていると感
じる。

ゴルフ場（従業
員）

来客数の動き ・秋のゴルフシーズンに期待していたが、前年に比べ
ると非常に悪くなっている。

競艇場（職員） 販売量の動き ・今月の売上高は、前月比で4.0％減、３か月前比で
19.1％減となった。今月は大きなレースがなく、来場
者も少なく売上増には結び付かなかった。

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・12月まで利用を控える動きがあって毎年11月は来客
が少なく、さらに消費意欲の冷え込みで厳しい状態で
ある。

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・同業者や低価格店が増えて顧客の獲得が難しくなっ
てきている。

悪く
なっている

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・エコカー補助金終了の反動が徐々に出始めている。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・エコカー補助金終了後の10月から販売量は激減して
おり、前年比70％前後で推移している。自動車販売業
界の景気は悪くなっている。
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乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・買得感を提示してもニーズの掘り起こしが出来ず、
ユーザーの購買意欲は冷え切っている。前年を大きく
割り込む見込みである。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

パルプ・紙・紙
加工品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・季節商材のキッチン関係や化粧品の売上が伸びてい
る。

一般機械器具製
造業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・国内部門は復興需要関連の引き合いが強く好調であ
る。また、海外部門は円安により採算が好転してい
る。

変わらない 繊維工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・前年と比べて売上は伸びているが、全体的に見て、
あまり景気が良いとは実感できない。

木材木製品製造
業（経営者）

受注価格や販売
価格の動き

・復興需要は今年度は大きく見込まれないと思う。ま
た客単価は下落しつつある。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・機械の受注や装置の建設は非常に悪いが、大型太陽
光発電の部門は受注も順調で引き合いも多く、非常に
忙しい。全社的に見ればまずまずである。

電気機械器具製
造業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・低調な状況であるが、受注量も在庫も大きな変動は
ない。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・相変わらず受注が伸びない。

輸送業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・売上等は特に変化が無く、変わらない。

輸送業（営業） 受注量や販売量
の動き

・取扱量はやや回復しているが、前年並みにまでは
戻っていない。暖房器具等の季節商材の消費が見込ま
れるが、消費者の購買意欲が低く、取扱量は伸び悩ん
でいる。しかし、太陽光発電や省エネ給湯機の取扱量
はエコ志向の高まりから大幅に増加している。

輸送業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・公共投資による取扱量に変動は無く、燃料価格等の
コストも落ち着いており、来年３月まではこの状態が
続くと思う。

広告代理店（経
営者）

取引先の様子 ・現状では受注量、受注価格や資材価格などに大きな
不安要因は無いが、好転する要因も無い。

やや悪く
なっている

通信業（部長） 取引先の様子 ・衆議院の解散を受けて、先行きが不安視され、取引
先企業からの引き合いは模様眺めの状況である。

金融業（融資担
当）

取引先の様子 ・売上が多くの業種で減少しており、値下げを行って
も節約志向が強く、売上が伸びない。

公認会計士 取引先の様子 ・今月の関与先企業の決算を見ると、引き続き前年比
でマイナスになっている企業が圧倒的に多い。

悪く
なっている

鉄鋼業（総務部
長）

受注量や販売量
の動き

・円高の影響により、受注量・受注価格が低下してい
る。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

職業安定所（職
員）

それ以外 ・10月の月間有効求人倍率は0.80倍で、３か月前より
0.07ポイント上昇している。

変わらない 人材派遣会社
（営業）

求職者数の動き ・日雇い派遣が原則禁止となり、日々の収入で生計を
立てていた求職者の仕事が大幅に減少傾向にある。一
方で、常勤雇用は大きな変化が見られない。

学校［大学］
（就職担当）

求職者数の動き ・求人はある程度あるが、求職者数は減っていない。

やや悪く
なっている

人材派遣会社
（営業担当）

雇用形態の様子 ・製造関係の求人が減っており、景気に陰りがみえ
る。

求人情報誌（営
業）

求職者数の動き ・企業が求人広告を出しているが、未経験者から管理
者層まで幅広い層の応募が不足している。

職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・製造業を中心に人員整理が発生した。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は前年同月比6.7％減で、５か月連続減
少している。求人数減少の要因としては、需要の停
滞、売上の減少、競争激化に伴う取扱量の減少等と
なっている。

民間職業紹介機
関（所長）

求人数の動き ・中途採用を計画している企業が減ってきている。ま
た、来年度以降の採用を予定している企業数も減少し
ている。

企業
動向
関連

(四国)

雇用
関連

(四国)
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悪く
なっている

新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・近隣の大型スーパーが大きなイベントを開催してい
たが、集客は今一つであった。広告出稿も金融、官
庁、不動産業を中心に不調である。夏以降冷え込んで
いる。

　10．九州（地域別調査機関：（財）九州経済調査協会）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

住宅販売会社
（代表）

来客数の動き ・来客数が増えている。業者や大工の予定が詰まって
おり、受注がかなり先まで入っている。

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

販売量の動き ・今月は例年、３か月前より良くなるが、例年以上に
消費動向や売上が良くなっている。

商店街（代表
者）

単価の動き ・年末商戦に向けての印刷物の注文が増加した。喪
中、年賀状が大半を占めるが、１人あたりの客単価が
増加している。ただ、来客数の減少が懸念材料であ
る。

百貨店（企画） 販売量の動き ・気温の低下に伴い、冬物商品の動向が良くなってい
る。店舗入替えによる効果もあるが、好調である。

百貨店（売場担
当）

競争相手の様子 ・２店の競合店の動きをみると、１店が３か月前の前
年比が1.4％増、今月が同６％増であった。またもう
１店は３か月前の前年比が1.0％増、今月が同５％増
となっている。当店は３か月前の前年比は4.4％増、
今月が同４％とまずまずで、来客数が前年を上回って
いる。そのほか、非食品の１品単価が前年比3.2％
増、客単価で同４％増とそれぞれ前年を上回ってい
る。食品の１品単価も前年から約３％程上回っている
が、客単価は前年並みである。ちなみに今月も北海道
物産展の売上は３億円を超え、前年比４％増とかなり
好調な催事となっている。

百貨店（売場担
当）

販売量の動き ・今月中旬、一時的に強い冷え込みがきたため、冬物
衣料を中心に売上が好調となっている。

百貨店（店舗事
業計画部）

販売量の動き ・冷え込みが進み、昨年に比べコート類の動きが好調
である。昨年は冷え込みが鈍く新調しなかった客も相
当数いた。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・前年と比較して気温が低温傾向にあり、衣料品中心
に防寒関連の商品の動きが非常に良い。宝飾関連の商
品も比較的動きが良い。また、イベント催事等も好調
に推移している。

家電量販店（従
業員）

来客数の動き ・寒くなるにつれ、暖房器具が売れるようになってい
る。

その他専門店
［コーヒー豆］
（経営者）

お客様の様子 ・コーヒーの消費が増える時期である。お歳暮の早期
受付を始めて、事前の注文も増えている。それによ
り、売上が増加している。

その他専門店
［書籍］（地区
支配人）

販売量の動き ・競合店舗の撤退により、関連商品の販売量に下げ止
まりの傾向が出ている。全体的にはまだ厳しいが、３
か月前よりは回復の兆しが一部みられる。

通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・昨年同期よりも販売数が良い。

変わらない 商店街（代表
者）

来客数の動き ・暴力団の抗争問題により、夜の店がほとんど商売に
なっていない。我々商店街でもその煽りがかなりきて
いる。商店街も対策を考えているが、なかなか解決で
きない。また、近隣のスーパーではタイムサービスを
しているが、16時以降客はほとんど商店街には来な
い。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・客の様子をみると、季節の変化に伴い、若干消費に
活力がうかがえる。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・11月に入って寒くなったことから、防寒具等の衣料
品に動きが出てきた。

一般小売店［生
花］（経営者）

販売量の動き ・大分涼しくなり、８月よりはギフトとしての花の需
要が良くならないといけないが、残念ながら良くなら
なかった。新規オープン等お祝いの需要が期待ほどな
かった。

一般小売店
［茶］（販売・
事務）

販売量の動き ・寒くなり年間通して最も売れる時期であるが、売上
は例年に達していない。外交販売も店頭販売も減少し
ている。

百貨店（売場主
任）

それ以外 ・気温が下がり、コートやダウン等の防寒衣料、マフ
ラーや手袋等の防寒雑貨の動きが良くなったが、気温
に左右されない商品の動きが良くない。

家計
動向
関連

(九州)
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百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・友の会満会やクレジット10回無金利、恒例の北海道
物産展等の来店促進策の効果があった。また、寒波到
来により、冬物衣料や雑貨の動きが好調となった。店
外及び地方開催催事での集客は好調となったが、クレ
ジット催事期間はクレジットシェアが伸びただけで、
売上全体には貢献せず、依然として慎重な購買姿勢は
続いている。

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・ジュエリーや時計、婦人服のプレタ等の動きは良く
なっている。ただ一般的な婦人服、紳士服の動きが少
し弱くなっている。ボリュームのあるところが落ちて
いるので、全体的な売上は厳しい状況である。やは
り、総選挙の問題もあり需要が多少前倒しとなってい
る。

百貨店（営業統
括）

来客数の動き ・催しやイベントを増やし、売上は前年実績を維持し
ているが、来客数が増加しない。結果的に一部の客の
客単価アップに支えられた売上構成になっている。

百貨店（営業政
策担当）

来客数の動き ・近隣の百貨店は各地区内の店舗ごとに一進一退の状
況だが、エリア全体では小康状態にある。

百貨店（業務担
当）

お客様の様子 ・気温の変化とともに、秋冬の防寒商品等ファッショ
ン商品が動き始めた。９、10月の減少分を取り戻す勢
いで売れているものの、この勢いが続くかどうかは分
からない。

スーパー（店
長）

競争相手の様子 ・競合店の影響で、今月は食料品の動きが前年比
5.7％減で推移している。来客数も前年比６％減、客
単価、買上点数は前年並みである。来客数の減少が続
いており、１年間この流れで推移すると見込んでい
る。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・食品面は価格を安くする等、集客を図った結果、来
客数の回復傾向が若干であるがみられる。衣料品に関
しては、気温の差もあり、やや好調に推移している。

スーパー（経理
担当）

販売量の動き ・一部競合店が出店した地域での売上は落ちている
が、全体的に大きな変動は少ない。製造業が多い地区
の売上が伸び悩んでいる。

スーパー（業務
担当）

来客数の動き ・歳暮商戦がピークに差しかかり、ハムや生鮮関連の
好調により、客単価は増加傾向にある。ただし来客数
は前年比では横ばいとなり、予想よりも伸長率が低
い。

コンビニ（経営
者）

単価の動き ・非常にシビアな客の購買行動が続いている。

コンビニ（エリ
ア担当・店長）

単価の動き ・昨年と同じ時期にキャンペーンをしているが、客単
価に関しては昨年と変わらない。ただ、たばこ購入の
客が若干増えており、売上自体は前年よりも少し伸び
ている。

衣料品専門店
（店員）

販売量の動き ・11月はコート等を含むまとめ買いの多い月である
が、今月は単品買いが目立った。客は、今必要な物だ
けを購入している。

衣料品専門店
（取締役）

お客様の様子 ・寒くなり、物が少し動き始めている。１品当たりの
単価が高いため、８月より売上は良いが、景気が良い
ということではない。客は必要な物を最低限しか購入
しない。

衣料品専門店
（チーフ）

来客数の動き ・外国人客の来客数が増えており、売上を伸ばしてい
る。日本人客の売上は厳しい状況である。

家電量販店（企
画・IR担当）

販売量の動き ・３か月前と比べ、スマートフォンやタブレット型パ
ソコン、季節商材等の売上が伸びている。ただ、依然
としてテレビやDVDレコーダー等が回復せず、全体と
しては３か月前の傾向が続いている。

乗用車販売店
（総務担当）

販売量の動き ・今月も前月に引き続き、新車の受注状況が目標を下
回っている。エコカー補助金制度が終了した９月以降
は厳しい状況が続いている。

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（統括）

販売量の動き ・燃料油の小売価格は低下傾向である。寒さが増し、
灯油の需要にも期待していたが、燃料油の販売量は昨
年並みである。

その他小売の動
向を把握できる
者［ショッピン
グセンター］
（支配人）

単価の動き ・高額商品が動いておらず、客単価が落ちている。

高級レストラン
（支配人）

来客数の動き ・来客数は昼夜問わず前年比マイナスとなっている。
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高級レストラン
（専務）

販売量の動き ・旅行者が南九州に多く、郷土料理店では昼の客が増
えている。しかし、地元の夜の宴会が少なくなってい
るので、状況的には変わらない。

観光型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・宴会や披露宴、レストランに関しては、通常通り売
上が上がる。しかし、宿泊に関しては尖閣問題以降、
中国からの観光客が全く来なくなり厳しい。

都市型ホテル
（副支配人）

販売量の動き ・市内では学会やイベント、あるいはコンサート等が
続いており、客の動きが非常に活発である。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・国内は全方面で前年を上回っているが、韓国への大
幅な減少の影響が大きく、総じて前年割れとなってい
る。

タクシー運転手 お客様の様子 ・今回いろいろなイベントがあったが、少し動きがあ
るだけで、その後、昼夜共に人もタクシーも動きが悪
かった。

タクシー運転手 来客数の動き ・昼間の稼働は非常に良く、特に県外客のゴルフや観
光の予約があり、ほとんど毎日のように稼働した。た
だ、市内の繁華街、特に夜の動きが悪い。

通信会社（管理
担当）

それ以外 ・資金繰りが厳しい状況が続いている。

通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・年末商戦の盛り上がりの端緒にあるものの、販売量
に例年の力強さはない。

通信会社（業務
担当）

販売量の動き ・スマートフォンは新商品が発売となり、発売直後は
売上台数が一時的に上向くが、全体の販売台数は例年
より厳しい。スマートフォン関連のアクセサリー商品
やスマートフォンソフト売上も横ばいとなっている。

通信会社（総務
局）

販売量の動き ・売上増につながる販売施策を積極的に進めている
が、客の反応はまだ鈍い。

ゴルフ場（従業
員）

単価の動き ・ゴルフのプレー代について、単価の高いゴルフ場が
苦戦しており、イベント等を行い、安い料金のゴルフ
場に客は集中している。また、プレー代以外のショッ
プの販売や茶店、レストランの販売が非常に乏しい。
客の財布のひもは固くなっている。

ゴルフ場（支配
人）

来客数の動き ・11月は予想外に雨が多く、それも週末に集中してい
る。忘年コンペとして週末の予約はフルに入るが、雨
が降ると予約は当日キャンセルとなり、半減する。来
客数はベストゴルフシーズンの目標には届かない。

美容室（店長） 来客数の動き ・客の動きが少なく、人があまり出歩いていない。
その他サービス
の動向を把握で
きる者［介護
サービス］（管
理担当）

来客数の動き ・寒さが厳しくなり、サービスのキャンセルや入院す
る客が少しずつ増加しており、客数が伸び悩んでい
る。

住宅販売会社
（従業員）

単価の動き ・マンション戸建の売行きが好調である。ただ場所や
物件にもより、良い物件については客がすぐにつく。
全体としての景気はそれほど悪くない。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・客は政界への不信により、この先の生活に対する不
安があり、購買意欲が感じられない。景気は悪くなる
一方である。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・政治経済の状況が悪化し、商店街では売上が悪化す
る一方である。従業員を雇わずに家族や夫婦、１人で
経営する店が増えている。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・衆議院が解散し、総選挙が近づくなかで、客は買物
どころではない。客単価も来客数も下がっている。

一般小売店［青
果］（店長）

お客様の様子 ・し好品である果物の買い控えがかなり多く、果物の
相場が成り立たない。またギフトシーズンが始まった
が、商材の価格が上がらず、なかなか難しい状況にあ
る。

百貨店（総務担
当）

販売量の動き ・来客数は前年並みを維持しているが、客単価が大き
く下ぶれし、全体では前年比10％程度のマイナスであ
る。気温の低下により、アパレルはやや持ち直しの傾
向がみられるものの、飲食サービス関連テナントが大
変厳しい状況となっている。

スーパー（経営
者）

単価の動き ・いろいろな部分で先行きがみえないため、客は買い
控えをしている。また、低単価の物を選んでいる。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・買上点数は変わらないが、１品単価、来客数共に低
下傾向である。客は価格に敏感になっている。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・11月は気温の低下があり、衣料品は好調に推移した
が、ベースとなる食品の売上がなかなか上がらない。
来客数の増加がみられず、厳しい状況が続いている。
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衣料品専門店
（総務担当）

来客数の動き ・商店街全体でも、当店においても来客数の減少が顕
著となっている。

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・家電業界では、まずテレビが全然売れない。併せて
冷蔵庫や洗濯機、エアコン等にも売上全体を引っ張る
核となる商品がなく、景気はあまり良くない。

家電量販店（総
務担当）

来客数の動き ・テレビコマーシャルやチラシ等の効果が全く出な
い。客足が遠退いている。

乗用車販売店
（従業員）

来客数の動き ・修理目的の客ばかりの来店で、購入目的の客が少な
い。

住関連専門店
（経営者）

来客数の動き ・毎月のキャンペーンは春以来回復の兆しはみえない
が、店舗での販売は前年並みだった。新規部門での販
売促進を経費の面から一部変更したが、心配したほど
売上には影響しなかった。

その他小売の動
向を把握できる
者［土産卸売］
（従業員）

販売量の動き ・昨年より受注の動きが鈍い。客からの商品の注文依
頼が遅れている。

高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・11月に入り、気候的に少しずつ気温が下がり、大分
名物のフグが出るようになった。多少は先月、先々月
よりも客が入るようになっているが、依然厳しい状況
である。

居酒屋（経営
者）

それ以外 ・忙しくなるべき年末ではあるが、予約は週末に偏
り、平日の人の流れが非常に悪い。昨年に比べても悪
い。

旅行代理店（企
画）

販売量の動き ・外需の縮小や電力関連の企業を中心に経費の抑制が
進んでおり、出張需要に減少の兆しが表れている。

タクシー運転手 来客数の動き ・11月は観光シーズンもあり、その動きはまあまあ良
かった。ただ、月末は忘年会のシーズンであるが、そ
ういう動きがほとんどない状況で、歓楽街には客がい
ない状況である。週末になると少し動きはあるが、そ
れ以外はほとんど動きがない。

タクシー運転手 お客様の様子 ・総選挙が始まり、先がみえない状態で、客はお金を
使うのを控えるため、景気はあまり良くない。

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・公務員は安定しているのかと思ったら、給料が下
がったりしており、客の節約傾向がひしひしと感じら
れる。商売する私たちも日用品等はなるべく安く抑え
るよう心がけている。

悪く
なっている

一般小売店［鮮
魚］（店員）

来客数の動き ・売れない状況が長く続いている。なぜなのか見当も
つかない。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・来客数が前年比８％と減少している。昨年、競合店
の開店があったということもあるが、来客数の減少幅
が拡大している。

スーパー（総務
担当）

販売量の動き ・来客数は横ばいであるが、低調な推移を示してい
る。また、販売単価は低単価を堅持せざるを得ない状
況となっている。また購買傾向も当用買いが主流と
なっており、買上点数が増えず、減収減益となってい
る。来客数、単価共に前年割れとなっており、厳しい
商戦が続いている。

コンビニ（エリ
ア担当）

競争相手の様子 ・競合店の出店が多く、当店に大きく影響している。
特にたばこや酒等の売上が低迷し、全体的な売上が大
きく下がっている。

コンビニ（店
長）

販売量の動き ・販売量が２か月前より減少している。また前年比
５％減となり、景気は悪い。

コンビニ（販売
促進担当）

販売量の動き ・グループ会社で最も売上が大きい量販店において、
特売を行っても販売総数の落ち込みが止まっていな
い。その分をコンビニ等でもカバーできず、総体的に
市場が落ち込んでいる。

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・単価が下がっており、かなり厳しい状況である。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・ようやく商店街改造工事が終わったが、およそ３年
間かかった工事期間に離れた客足が戻っていない。

衣料品専門店
（店長）

お客様の様子 ・客がなかなか買物しない。年金世代が増え、決まっ
た可処分所得のなかで、旅行や遊びに出費しており、
洋服の購入は減っている。旅行等についても安い価格
帯のものに集中している。

都市型ホテル
（販売担当）

お客様の様子 ・会社の売上が低迷し、集客も少なく、景気は良くな
い。政治も不安定で良い動きがみえない。
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美容室（経営
者）

販売量の動き ・だんだん年末に向かっているのに売上は上がらず、
景気は悪いほうに流れている。経済の活性化がどんど
ん先送りされており、客の購買意欲が落ちている。客
の購買意欲を上げるために、中小企業の活性化を計画
してもらいたい。

良く
なっている

○ ○ ○

やや良く
なっている

食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・季節的に商品主原料の収穫期にあたり需要が多い。

変わらない 農林水産業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・11月は10月に比べると少しは動きが良くなってい
る。しかし例年に比べると依然厳しい数字である。そ
れでも後半あたりから冷凍食品向け原料肉の引き合い
が少しずつ入っている。居酒屋等の外食は厳しいが、
スーパー向けに関しては11月に入って寒さの影響もあ
り、鍋物の食材の引き合いが出始めている。

農林水産業（従
業者）

受注価格や販売
価格の動き

・生乳関係の販売は今のところあまり変わらない状況
であるが、飼料価格が上がっているのが懸念される。

窯業・土石製品
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・11月は一番商品が動く時期であるが、総選挙の関係
もあり、商品の荷動きが悪い。受注、販売は昨年より
10％程度落ちている。

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・機械設備や機械部品加工の受注量が依然として少な
い。またこれからの仕事量においても見積引き合い等
が少なく不安が募る。

建設業（社員） 受注量や販売量
の動き

・総選挙以外に11月は地方選挙があり、選挙意欲をあ
おるために、地方都市では通常の月より発注量が多
かった。ただ、民間での発注は依然少なく、期待でき
そうにない。官公庁の下請については多いが、見積単
価は元請の利益確保後に下請に回ってくるため、非常
に厳しい。

輸送業（総務担
当）

取引先の様子 ・預かっている荷物の荷動きがあまり良くない。食
品、アパレル、その他の商品も非常に荷動きが悪い状
態である。

通信業（経理担
当）

それ以外 ・いよいよ12月だというのに量販店へ出かけても依然
として人のにぎわいがみられない。

金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・消費税増税を控え、市内近郊では賃貸や分譲物件の
新築が盛んな状況である。受注量は、建設業において
大手、中小問わず増加傾向にあるものの、人手不足で
労務費が高騰し、利益の増加は期待できない。

金融業（調査担
当）

取引先の様子 ・倒産件数等が若干増加したもの、金融を取り巻く環
境に特段の変化はみられない。

経営コンサルタ
ント

受注量や販売量
の動き

・30社の会社に販売攻勢したが全然反応がないので、
状況は悪い。

経営コンサルタ
ント（代表取締
役）

取引先の様子 ・周りの経営者と話をしていると、非常に厳しい、景
気が悪いという話をよく聞く。個人的には街中の人出
の様子等から、夏より良くなっていると感じる。た
だ、昨年がちょうど九州新幹線全線開通後のイベント
で街中がにぎわっていたので、対前年で考えるとかな
り悪くなっている。

経営コンサルタ
ント（代表取締
役）

取引先の様子 ・取引先と情報交換をしても、業況が大きく変化して
いるという話はほとんど聞かない。

やや悪く
なっている

繊維工業（営業
担当）

競争相手の様子 ・同業者に尋ねると、この１～２か月急速に受注が
減ったと聞くようになった。会社は連休を取るように
なったと聞く。取引先にかなりの在庫がある。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・ここ数か月受注量が減少しており、回復の見込みが
非常に少ない。今後どのように経営するのか、様々な
営業努力はしているが、なかなか方向性を見いだすこ
とができず、大変苦慮している。

精密機械器具製
造業（従業員）

受注量や販売量
の動き

・受注計画の見通しがつかず、生産計画数が落ちてき
ている。

輸送業（総務） 受注量や販売量
の動き

・荷物の取扱量が前年を下回ってきている。

金融業（従業
員）

取引先の様子 ・電気機械、自動車関連の生産が減少している。ま
た、飲食店への客足が遠のいているほか、地元観光地
のイベントへの来場者が伸び悩む等、消費者の節約
ムードが強まっている。

悪く
なっている

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・ユーザーからオーダーがほとんどない状態が続いて
いる。

企業
動向
関連

(九州)
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輸送用機械器具
製造業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・中国向け輸出車両の大幅な減産により、予算計画に
対して３割減少している。

経営コンサルタ
ント（社員）

受注量や販売量
の動き

・飲食業での宴会が少なくなり、酒類の売上が必然的
に下がっている。

その他サービス
業［設計事務
所］（代表取締
役）

受注量や販売量
の動き

・市町村発注の設計や調査等の公共事業の発注量が減
少し、価格競争が激しくなっているため、受注量が昨
年同時期と比べて15％減となっている。利益が残らな
いため、人件費の削減等をしないといけない状況に
なっている。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・労働派遣法の改正で日雇派遣が落ち込んだが、年末
商戦に向けて短期販売の派遣依頼が増えてきている。

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・先月と同様、注文数が増えている。年末需要も増え
ているが、直接雇用も増えている。忙しい時だけ人材
を必要とする企業が、継続的に雇用できるようにな
り、直接雇用へ切替えている。

職業安定所（所
長）

求人数の動き ・新規求人数は前年比31.7％増、前月比18.0％増とな
り、全業種で増加となった。常用もパートも同様に増
加している。新規求職者数は前年比で減少が続いてい
たが、13か月ぶりに増加に転じた。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・新規求人数は季節的要因を除くと増加傾向にあり、
新規求職者数は減少傾向にある。

学校［大学］
（就職支援業
務）

求人数の動き ・昨年度の求人件数は前年度を若干上回ったが、今年
度の求人件数は昨年度10月末現在より更に上回ってい
る。

変わらない 人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・求人数については、堅調に推移している。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・新規求人数は前年同期比で増加したものの、12か月
連続で前年同月比減となっていた新規求職者数が増加
に転じたことが懸念材料となる。

民間職業紹介機
関（社員）

求人数の動き ・夏場以降、派遣需要は盛り上がりに欠けている。電
子部品の企業では生産調整に入るため、派遣社員の休
業を申し入れしてきたところもある。

やや悪く
なっている

人材派遣会社
（営業）

求人数の動き ・求人数が、上期に比べて減少している。

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・これまで求人件数が前年を上回ってきたが、その動
きが止まってきた。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・求人広告数が下げ止まらない。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・新聞の求人広告の出稿数は前年比約40％減と低調で
ある。年末総選挙により、求人広告が増える要因が見
当たらない。

新聞社［求人広
告］（担当者）

雇用形態の様子 ・夏以降の急激な景気悪化で、ある広告代理店では不
景気による売上減少の対策として、退職後の雇用者の
雇い止めや冬の賞与カットを打ち出す等、厳しい雇用
情勢が続いている。

学校［専門学
校］（就職担
当）

求人数の動き ・企業の採用計画のヒアリングのなかで、できるだけ
体制をスリム化して採用人数を抑制したいと考える企
業が増えつつある。

悪く
なっている

人材派遣会社
（社員）

周辺企業の様子 ・緊急雇用予算のばらまきも今年度をめどに終わり、
自治体に組み込める予算が無い状態である。中小企業
も観光も補助金無しの状況でますますひっ迫してい
る。

民間職業紹介機
関（支店長）

求人数の動き ・人材需要の大きな金融や情報通信、自動車、半導
体、エレクトロニクス業界が軒並み採用を抑制してい
る。新規の求人数は前年同期比でマイナスである。

　11．沖縄（地域別調査機関：一般財団法人南西地域産業活性化センター）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）
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良く
なっている

ゴルフ場（経営
者）

単価の動き ・イベントを開催したことによる集客効果があり、ま
た本土客もかなり増加している。そのため、単価がか
なり上がり、当然売上的にもかなり良化している。

やや良く
なっている

家電量販店（総
務担当）

販売量の動き ・エコポイント制度終了後のテレビの需要落ち込みは
相変わらずだが、落ち幅は小さくなっている。冷蔵
庫、洗濯機は大型が伸びており、特段景気の落ち込み
は感じない。

雇用
関連

(九州)

家計
動向
関連

(沖縄)

115 



分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

住宅販売会社
（総務・企画分
野）

お客様の様子 ・住宅建築の意欲の高い客が多い感がある。冷やかし
客が少なく、接客していても真剣味がある。消費税増
税のことがきっかけになっていると推測する。

変わらない 百貨店（営業企
画）

販売量の動き ・店舗合計では３か月前からは大きな変動は無い。前
年より気温の変化があり衣料品の動きが良くなってい
るが、家庭用品、食品の物産展催事では前年を割り苦
戦を強いられている。

スーパー（企画
担当）

来客数の動き ・来客数は前年並みで推移しており、景気は横ばいの
様子である。

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・前年と比べて寒いため、ホット商材の飲料や中華ま
んが顕著に伸びている。また炭酸飲料で大型商品が出
てヒットしているが、底上げにはつながらず、来客数
の減少は続いている。来客数の前年比とたばこの売上
前年比の数値は同じように推移しており、たばこを購
入する客自体が減っていることが、来客数の減少を裏
付けている。

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・通りの歩行者が少ない。今月は特に観光客も少なく
感じられる。他店も同じであろうが、本店はリピー
ターの客に助けられている。もう少し新規の客が増え
れば答えも変わるものとみる。

その他専門店
［楽器］（経営
者）

販売量の動き ・修学旅行生などで、時々人通りが増えたりするが売
上が前年より減少している。また、価格競争などで利
益が大変厳しい状況になっている。

観光型ホテル
（マーケティン
グ担当）

販売量の動き ・客室稼働率の前年比プラス幅が、３か月前と比べほ
ぼ同様である。需要は大きくは変わっていない。

通信会社（店
長）

販売量の動き ・例年では冬の新商品発売前に買い控えが出て販売量
が落ち込むが、今年は変わらない販売量を保ってい
る。

住宅販売会社
（代表取締役）

お客様の様子 ・住宅建築について、厳しい予算計画の客が多い。

やや悪く
なっている

スーパー（販売
企画担当）

来客数の動き ・競合店の新規出店があり、来客数が減少している。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・前年は震災の影響でたばこが異常な売れ方であった
が、今年は平常値に戻り、来客数が10％減である。３
か月前までは良い状況であった。

その他専門店
［書籍］（店
長）

販売量の動き ・３か月前はどうにか現状を維持していたが、今月の
販売量は前年比で５％も落ちてしまっている。よって
景気は悪くなってきているとみる。

悪く
なっている

その他飲食［居
酒屋］（経営
者）

お客様の様子 ・忘年会の企画を例年どおり始め、前年の２倍の外商
活動をしているが、平日の忘年会の予約がほとんど
入ってこない。12月は比較的週末予約が入っている
が、平日の自粛モードはかなり進んでいる。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

輸送業（本社事
業本部）

受注量や販売量
の動き

・家電製品の取扱数量が減っているが、新規出店もあ
り、全体的には微増となっている。更には食品及び雑
貨においても出店による取扱数量が若干増加してい
る。

変わらない 窯業・土石製品
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・公共工事向けは減少、民間向けはやや増加となって
いる。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・契約棟数が低下傾向のままである。

輸送業（代表
者）

受注量や販売量
の動き

・台風により積み増しされた受注残も、今月は天候も
良く順調に稼動し、適正となりつつある。

通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・当社を含む同業の経営状況はいずれも少額ながら、
黒字経営で推移しているとみられる。

やや悪く
なっている

－ － －

悪く
なっている

－ － －

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

－ － －

変わらない 人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・派遣依頼はある程度堅調に続いているが、依頼先は
既存ユーザーが多く新規依頼は少ない状況である。

人材派遣会社
（総務担当）

求人数の動き ・この時期になると年末年始に向けて新規案件が増え
る時期だが、今年は動きが鈍い。

企業
動向
関連

(沖縄)

雇用
関連

(沖縄)
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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数もほぼ横ばい状況である。

学校［専門学
校］（就職担
当）

雇用形態の様子 ・正社員の雇用求人が少ない。県内に進出している大
手企業の求人もスタートは契約社員からである。そこ
から正社員へのハードルは高く厳しいといわれてい
る。

やや悪く
なっている

○ ○ ○

悪く
なっている

－ － －
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